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１．ご自身や家族の状況について 

（１）地域 

Ｆ1．お住まいの地域を教えて下さい。（1つに○） 

 

「常盤平地区」が12.2％、「明第1地区」が9.3％と高くなっている。 
 

 

（2）回答者 

Ｆ2．今回の調査の回答者を記入してください。 

 

「本人（封筒のあて名の方）」が46.3％、「家族」が45.3％となっている。 
 

 

 

 

 

（%） 

（%） 

n=3,718 
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（3）性別 

Ｆ3．あなたの性別についてお伺いします。（どちらかに○） 

 

「男性」が35.6％、「女性」が61.7％となっている。 

 

（4）年齢 

Ｆ4．あなたの現在の満年齢をご記入ください。（平成26年1月17日現在） 

 

「65～69歳」（6.1％）、「70～74歳」（11.8％）で、これらを合わせた『65～74歳（前期高齢者）』が

17.9％となっている。 

「75～79歳」（17.6％）、「80～84歳」（21.9％）、「85歳以上」（35.7％）で、これらを合わせた『75

歳以上（後期高齢者）』は75.2％となっている。また、「65歳未満」は3.8％となっている。 

 

(%)

40～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上 不明 65～74歳 75歳以上

3,718 3.8 6.1 11.8 17.6 21.9 35.7 3.1 17.9 75.2

男性 1,324 5.7 8.8 15.3 19.7 23.0 27.1 0.4 24.0 69.9

女性 2,295 2.9 4.8 10.3 17.0 21.9 42.3 0.9 15.1 81.1
性別

回答者
数（人）

年齢 高齢者区分

全体

 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,718 
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（5）年収 

Ｆ5．あなたの年金を含めた年収は以下のどれに該当しますか。（1つに○） 

 

「125万円以上280万円未満」が35.1％で も高く、以下、「80万円未満」が23.8％、「80万円以上125

万円未満」が17.6％、「280万円以上」が14.7％となっている。 

 
 

（6）仕事の有無 

Ｆ6．あなたは、現在、収入を得られる仕事をしていますか。（どちらかに○） 

 

「いいえ」が92.4％、「はい」が4.3％となっている。 

 

（7）経済的 

Ｆ7．あなたは、現在の暮らしの状況を経済的にみて、どう感じていますか。（1つに○） 

 

「苦しい」（21.3％）と「やや苦しい」（39.3％）を合わせた『苦しい』が60.6％、「ややゆとりが

ある」（29.5％）と「ゆとりがある」（4.6％）を合わせた『ゆとりがある』が34.1％となっている。 

 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,718 
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（8）時間的 

Ｆ8．あなたは、現在の暮らしの状況を時間的にみて、どう感じていますか。（1つに○） 

 

「忙しい」（5.6％）と「やや忙しい」（16.7％）を合わせた『忙しい』が22.3％、「ややゆとりがあ

る」（32.5％）と「ゆとりがある」（36.8％）を合わせた『ゆとりがある』が69.3％となっている。 

 

（9）家族構成 

Ｆ9．あなたの家族構成についてお伺いします。（1つに○） 

 

「家族などと同居（二世帯住宅を含む）」が52.0％、「一人暮らし」が22.7％、「その他（施設入居

など）」が10.1％となっている。 

 

（10）同居 

Ｆ9-1．あなたと同居されている方についてお伺いします。（あてはまる全てに○） 

 

「配偶者（夫・妻）」が58.4％、次いで、「息子」が25.3％、「娘」が19.6％、「子の配偶者」が13.2％、

「孫」が10.5％などとなっている。 
 

 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=1,935（複数回答） 
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（11）独居 

Ｆ10．あなたは日中や夜間、一人になることがありますか。（それぞれ1つに○） 

 

「よくある」が36.6％で も高く、以下、「たまにある」が29.1％、「ほとんどない」が27.5％となっ

ている。 

＜日中独居＞ 

 

「ほとんどない」が49.8％で も高く、以下、「よくある」が24.1％「たまにある」が8.1％、となっ

ている。 
 

＜夜間独居＞ 

 

（12）要介護区分 

Ｆ11．あなたの要介護（支援）状態区分は、次のうちどれですか。（1つに○） 

 

「要介護2」が25.0％、「要支援2」が17.4％、「要介護3」が14.0％、「要介護1」が11.8％、「要支援

1」が11.4％、「要介護4」が8.4％、「要介護5」が」6.3％となっている。 

 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,718 
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（13）1年前介護度 

Ｆ12．1年前の介護度は次のうちどれでしたか。（1つに○） 

「要介護2」が21.5％、「要支援2」が17.2％、「要介護1」が12.7％、「要介護3」が11.8％、「要支援

1」が11.7％、「要介護4」が7.9％、「要介護5」が」5.3％となっている。 

 

（14）介護の有無 

Ｆ13．あなたが、日常生活を送るために介護は必要ですか。（1つに○） 

「場合により必要な時がある」が48.0％で も高く、以下、「常時介護が必要となっている」が32.9％、

「あまり介護を必要としない」が9.3％、「まったく必要がない」が2.4％となっている。 

 

（15）要介護原因 

Ｆ13-1．介護が必要になった主な原因は何ですか。（あてはまる全てに○） 

「高齢による衰弱」が29.2％で も高く、以下、「認知症（アルツハイマー病等）」が24.4％、「脳

卒中（脳出血・脳梗塞等）」が22.9％、「骨折・転倒」が18.6％、「心臓病」13.8％などとなっている。 
 

 

 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,718 

n=3,005（複数回答） 

（%） 
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（16）介護者 

Ｆ13-2．主にどなたの介護を受けていますか。（1つに○） 

 

「配偶者」が34.1％で も高く、以下、「介護ヘルパー」が23.5％、「娘」が18.4％、「息子」が9.4％、

などとなっている。 

 
 

（17）介護者年齢 

Ｆ13-2-1．主に介護している方の年齢は次のどれですか。（1つに○） 

 

「65歳未満」が39.7％で も高く、以下、「65～74歳」が29.7％、「75～84歳」が23.5％、「85歳以

上」が4.4％となっている。 

 

（18）居住形態 

Ｆ14．あなたのお住まいは、一戸建て、または集合住宅のどちらですか。（どちらかに○） 

 

「一戸建て」が60.8％、「集合住宅」が32.8％となっている。 

 

（%） 

n=3,005 

（%） 

n=2,078 

（%） 

n=3,718 
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（19）居住区分 

Ｆ15．あなたのお住まいは、次のうちどれにあたりますか。（1つに○） 

 

「持家」が71.5％と突出して高く、以下、「民間賃貸住宅」が8.1％、「公社・公団の賃貸住宅」が

5.6％、「有料老人ホーム」が4.4％などとなっている。 

 

（20）2階以上 

Ｆ15-1．お住まい（主に生活する部屋）は2階以上にありますか。（どちらかに○） 

 

「いいえ」が58.0％、「はい」が32.6％となっている。 

 
 

（21）エレベーター 

Ｆ15-1-1．（2階以上の方）お住まいにエレベーターは設置されていますか。 

 

「ない」が57.2％、「ある」が39.6％となっている。 

 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,280 

（%） 

n=1,070 



第3章  在宅介護保険認定者調査 

255 

（22）情報入手 

Ｆ16．あなたは普段から社会保障や行政などの情報を何によって入手していますか。（あてはま

る全てに○） 

 

「テレビ・ラジオ」が62.0％で も高く、以下、「新聞」が42.6％、「広報まつど」が41.1％、「友

人・知人・家族」が29.6％、「町内回覧板・回覧・掲示板」が24.0％などとなっている。 
 

 

n=3,718（複数回答） 

（%） 
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2．身体状態や日常生活状況について 

（1）買物 

Q1．日用品の買物をしていますか。（1つに○） 

「できない」が59.7％、「できるし、している」が27.3％、「できるけどしていない」が10.4％となっ

ている。 

 

［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度が重度化するにつれ、「できる」が減少し、「できない」が増加している。 

 

（2）預貯金 

Q2．預貯金の出し入れをしていますか。（どちらかに○） 

 

「いいえ」が63.6％、「はい」が35.0％となっている。 

 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度が重度化するにつれ、「はい」が減少し、「いいえ」が増加している。 

    
（3）食事用意 

Q3．自分で食事の用意をしていますか。（1つに○） 

 

「できない」が57.9％、「できるし、している」が28.1％、「できるけどしていない」が11.6％となっ

ている。 

 

 

［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度が重度化するにつれ、「できる」が減少し、「できない」が増加している。 

 

（%） 

n=3,718 



第3章  在宅介護保険認定者調査 

258 

（4）食事 

Q4．食事は自分で食べられますか。（1つに○） 

 

「できる」が75.9％、「一部介助があればできる」が18.6％、「できない」が4.2％となっている。 

 

 

［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度が重度化するにつれ、「できる」が低下しているが、要介護4～5の割合は顕著と

なっている。 

  

75.9

97.2

94.8

91.8

80.6

64.2

39.1

14.6

91.4

18.6

2.1

4.8

7.5

18.7

32.9

51.3

40.3

2.9

4.2

0.2

0.0

0.2

0.5

2.7

9.0

44.2

2.9

1.2

0.5

0.5

0.5

0.1

0.2

0.6

0.9

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=3,718

要支援１

n=422

要支援２

n=648

要介護１

n=439

要介護２

n=929

要介護３

n=520

要介護４

n=312

要介護５

n=233

わからない

n=35

できる 一部介助（おかずを切ってもらうなど）があればできる できない 不明
 

（%） 

n=3,718 
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（5）寝床 

Q5．寝床に入るとき、何らかの介助を受けますか。（1つに○）） 

「受けない」が67.0％、「一部介助があればできる」が20.6％、「全面的な介助が必要」が10.8％と

なっている。 

 

［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度が重度化するにつれ、何かしらの「介助」が必要となっている。 

 

（6）座位 

Q6．座っていることができますか。（1つに○） 

 

「できる」が67.0％、「支えが必要」が16.1％、「できない」が14.2％となっている。 

できる, 67.0

支えが必要, 

16.1

できない, 

14.2

不明, 2.7

 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

要介護度が重度化するにつれ、「できる」が減少し、「できない」が増加している。 
 

 

（7）洗面・歯磨き 

Q7．自分で洗面や歯磨きができますか。（1つに○） 

「できる」が72.4％、「一部介助があればできる」が16.9％、「できない」が9.0％となっている。 
 

 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度が重度化するにつれ、「できる」が低下しているが、要介護3～5の割合は顕著と

なっている。 

 

（8）入浴 

Q8．自分で入浴ができますか。（1つに○） 

「できる」が46.3％、「一部介助があればできる」が31.0％、「できない」が21.0％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度が重度化するにつれ、「できる」が低下しているが、要介護3～5の割合は顕著と

なっている。 

 

（%） 

n=3,718 
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（9）着替え 

Q9．自分で着替えができますか。（1つに○） 

「できる」が63.3％、「介助があればできる」が23.6％、「できない」が11.3％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度が重度化するにつれ、「できる」が低下しているが、要介護3～5の割合は顕著と

なっている。 

63.3

96.0

89.7

80.4

67.6

35.6

12.8

4.3

85.7

23.6

2.8

8.5

17.1

27.4

49.6

48.4

17.2

8.6

11.3

0.0

0.6

1.4

3.6

13.5

37.2

77.3

2.9

1.7

1.2

1.2

1.1

1.4

1.3

1.6

1.3

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=3718

要支援１

n=422

要支援２

n=648

要介護１

n=439

要介護２

n=929

要介護３

n=520

要介護４

n=312

要介護５

n=233

わからない

n=35

できる 介助があればできる できない 不明
 

（10）トイレ 

Q10．自分でトイレができますか。（1つに○） 

 

「できる」が74.0％、「一部介助があればできる」が15.1％、「できない」が9.3％となっている。 

 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度が重度化するにつれ、「できる」が低下しているが、要介護3～5の割合は顕著と

なっている。 

74.0

97.6

96.0

92.7

83.4

54.0

24.4

5.2

91.4

15.1

1.2

2.8

5.5

13.3

35.8

44.2

19.3

2.9

9.3

0.2

0.3

0.7

2.0

9.0

29.8

73.8

2.9

1.6

0.9

0.9

1.1

1.2

1.2

1.6

1.7

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=3718

要支援１
n=422

要支援２
n=648

要介護１
n=439

要介護２

n=929

要介護３

n=520

要介護４

n=312

要介護５

n=233

わからない

n=35

できる 一部介助（他人に支えてもらう）があればできる できない 不明
 

（11）大便 

Q11．大便の失敗がありますか。（1つに○） 

「ない」が51.6％、「ときどきある」が35.6％、「よくある」が9.4％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度が重度化するにつれ、「ない」が減少し、「ある」が増加している。 

51.6

80.1

72.4

59.7

50.5

31.3

22.1

12.9

60.0

35.6

17.8

24.5

35.1

42.3

52.1

45.8

30.0

22.9

9.4

0.5

1.2

3.6

5.2

14.8

26.9

44.2

5.7

3.4

1.7

1.9

1.6

2.0

1.7

5.1

12.9

11.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=3718

要支援１

n=422

要支援２

n=648

要介護１

n=439

要介護２

n=929

要介護３

n=520

要介護４

n=312

要介護５

n=233

わからない

n=35

ない ときどきある よくある 不明
 

（%） 

n=3,718 
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（12）尿漏れ 

Q12．尿もれや尿失禁がありますか。（1つに○） 

 

「ときどきある」が45.6％、「ない」が29.4％、「よくある」が21.5％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度が重度化するにつれ、「ない」が減少し、「ある」が増加している。 

 

（13）書類 

Q13．年金などの書類（役所や病院などに出す書類）が書けますか。（どちらかに○） 

 

「いいえ」が58.8％、「はい」が38.9％となっている。 

 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度が重度化するにつれ、「はい」が減少し、「いいえ」が増加しており、要介護3以

上では、特に手続きが難しくなることが伺える。 

 

（14）新聞 

Q14．新聞を読んでいますか。（どちらかに○） 

「はい」が52.9％、「いいえ」が45.0％となっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度が重度化するにつれ、「はい」が減少し、「いいえ」が増加しており、新聞からの

情報収集は難しくなることが伺える。 

 

（15）本・雑誌 

Q15．本や雑誌を読んでいますか。（どちらかに○）） 

「いいえ」が58.0％、「はい」が39.8％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

他の要介護度の傾向に対し、要介護2だけは若干読書している割合が高くなっている。 

 

（%） 

n=3,718 



第3章  在宅介護保険認定者調査 

267 

（16）健康番組の関心 

Q16．健康についての記事や番組に関心がありますか。（どちらかに○） 

「はい」が65.8％、「いいえ」が31.9％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度が重度化するにつれ、「はい」が減少し、「いいえ」が増加しており、関心が薄れ

てしまっている。 

 

（17）友人宅訪問 

Q17．友人の家を訪ねていますか。（どちらかに○） 

「いいえ」が86.1％、「はい」が12.1％となっている。 

 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

要介護認定者の友人宅訪問は難しいことが伺える。 

 

（18）相談にのる 

Q18．家族や友人の相談にのっていますか。（どちらかに○） 

「いいえ」が65.0％、「はい」が32.5％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

他の要支援・要介護度の傾向に対し、介護2は若干相談にのっている。 

 

（%） 

n=3,718 
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（19）見舞い 

Q19．病人を見舞うことができますか。（どちらかに○） 

「いいえ」が71.7％、「はい」が25.6％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度が重度化するにつれ、「はい」が減少し、「いいえ」が増加しており、要介護2以

上では、お見舞いは難しいことが伺える。 
 

 

（20）若者への話しかけ 

Q20．若い人に自分から話しかけることがありますか。（どちらかに○） 

「はい」が48.7％、「いいえ」が48.6％となっている。 

 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

他の要介護度に比べ、要介護5の「いいえ」の割合が特に高くなっている。 
 

 

（21）50m歩行 

Q21．50ｍ以上歩けますか。（1つに○） 

「できる」が43.1％、「一部介助があればできる」が26.9％、「できない」が27.9％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

「できる」は要介護1（62.9％）が要支援2（59.1％）より3.8ポイント高くなっている。 

 

（%） 

n=3,718 
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（22）階段昇降 

Q22．階段を昇り降りできますか。（1つに○） 

「できる」が33.7％、「介助があればできる」が31.3％、「できない」が32.2％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

要介護度が重度化するにつれ、「できない」が増加しており、要介護5では、階段昇降はかなり厳し

いことが伺える。 

 

（23）手すりの使用 

Q23．階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか。（どちらかに○） 

「いいえ」が87.0％、「はい」が8.3％となっている。 

 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

「はい」は要介護1（14.8％）が要支援2（8.2％）より6.6ポイント高くなっている。 
 

 

（24）室内移動 

Q23-1．室内を移動するために利用しているものはありますか。（あてはまる全てに○） 

 

「手すり」が54.2％で も高く、以下、「杖」が29.0％、「車椅子」が16.9％となっている。 
 

 
 

［要介護状態区分］ 

全体的に「手すり」の利用が も高く、要介護5は「車椅子」の利用が高い。 
（％）

回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回

答

）

杖 車
椅
子

手
す
り

そ
の
他

利
用
し
て

い
な
い

不
明

全体 3,234 29.0 16.9 54.2 12.3 14.3 2.6

要支援１ 335 20.6 1.5 67.2 5.7 17.0 5.1

要支援２ 573 33.5 3.3 60.6 10.6 16.6 4.0

要介護１ 364 25.3 3.0 62.1 9.9 20.1 1.9

要介護２ 834 40.2 9.6 59.7 14.9 13.9 1.2

要介護３ 480 30.4 27.5 52.1 13.3 10.4 2.3

要介護４ 278 17.3 47.1 36.0 17.3 9.4 2.5

要介護５ 216 6.0 69.4 13.9 12.5 7.9 2.8

わからない 25 24.0 12.0 60.0 12.0 12.0 4.0
 

（%） 

n=3,234（複数回答） 
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（25）背中の丸み 

Q24．背中が丸くなってきましたか。（どちらかに○） 

「はい」が61.6％、「いいえ」が35.5％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

他の要介護度に比べ、要介護5は「はい」が低くなっている。 

 

（26）歩行速度 

Q25．以前に比べて歩く速度が遅くなってきたと思いますか。（どちらかに○） 

「はい」が85.7％、「いいえ」が7.1％となっている。 

 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

「はい」の要介護4の73.4％と5の46.4％が突出して低くなっており、歩行移動自体の減少も伺える。 

 

（27）杖 

Q26．杖を使っていますか。（どちらかに○） 

「はい」が54.2％、「いいえ」が41.6％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

「はい」の要支援2（68.8％）が要介護1（50.8％）より18.0ポイント高くなっている。 

 

（%） 

n=3,718 
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（28）椅子から立ち上がり 

Q27．椅子に座った状態からなにもつかまらずに立ち上がっていますか。（どちらかに○） 

「いいえ」が73.2％、「はい」が23.8％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

「はい」の要介護1（34.9％）が要支援2（27.3％）より7.6ポイント高くなっている。 

 

（29）15分歩行 

Q28．15分位続けて歩いていますか。（どちらかに○） 

「いいえ」が64.5％、「はい」が32.4％となっている。 

 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

要介護度が重度化するにつれ、「はい」が減少し、「いいえ」が増加しており、要介護3以上では、

15分歩行が難しいことが伺える。 

 

（30）転倒の有無 

Q29．この1年間に転んだことがありますか。（どちらかに○） 

「はい」が50.6％、「いいえ」が46.2％となっている。 

［要介護状態区分］     

要介護5は車椅子を利用したり、階段の昇降をしないなどで、転倒が回避されていることが推察さ

れる。 

 

（%） 

n=3,718 
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（31）転倒への不安 

Q30．転倒に対する不安は大きいですか。（どちらかに○） 

「はい」が88.9％、「いいえ」が7.5％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

要支援・要介護認定者は転倒の不安を抱えている。 

 

（32）体重減少 

Q31．6ヵ月間で2～3kg以上の体重減少がありましたか。（どちらかに○） 

「いいえ」が66.6％、「はい」が25.2％となっている。 

 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

要介護度が重度化するにつれ、「はい」が高くなっている。 

 

（33）身長・体重 

Q32．身長        cm    体重        kg 

［体重］ 

「150cm台」が30.9％、「140cm台」が22.8％、「160cm台」が21.2％などとなっている。 

 

［要介護状態区分］ 

参考として掲載する。 

 

（%） 

n=3,718 
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［体重］ 

「50kg台」が27.3％、「40kg台」が25.4％、「60kg台」15.5％などとなっている。 

 

［要介護状態区分］ 

参考として掲載する。 

 

（34）固いもの咀嚼 

Q33．半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか。（どちらかに○） 

「はい」が59.6％、「いいえ」が37.3％となっている。 

 

 

 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

いずれの要支援・要介護度においても、半数以上が「はい」と回答している。 

 

（35）汁物でのむせ 

Q34．お茶や汁物等でむせることがありますか。（どちらかに○） 

「はい」が50.7％、「いいえ」が46.9％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

要介護度が重度化するにつれ、「はい」が高くなっている。 

 

（%） 

n=3,718 
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（36）口の渇き 

Q35．口の渇きが気になりますか。（どちらかに○） 

「はい」が49.9％、「いいえ」が46.8％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

いずれの要支援・要介護度においても、半数近くが「はい」と回答している。 

 

 

（37）外出 

Q36．週に1回以上は外出していますか。（どちらかに○） 

「はい」が64.2％、「いいえ」が33.2％となっている。 
 

 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

要支援・介護度が重度化するにつれ、「いいえ」が増加しており、特に要介護5の割合が高くなって

いる。 

 

（38）1人でのバス外出 

Q37．バスや電車で1人で外出していますか。（1つに○） 

「できない」が67.9％で も高く、以下、「できるし、している」が17.8％、「できるけどしていな

い」が12.2％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

要支援・介護度が重度化するにつれ、「している」が減少しており、要介護2以上はほぼ「できない」

状態となっている。 

17.8

52.8

29.5

19.8

8.4

2.9

1.9

0.9

42.9

12.2

20.9

21.8

14.8

10.3

5.0

1.0

1.3

25.7

67.9

25.1

47.2

63.6

80.1

90.8

95.8

93.6

28.6

2.2

1.2

1.5

1.8

1.2

1.3

1.3

4.3

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=3718

要支援１

n=422

要支援２

n=648

要介護１

n=439

要介護２

n=929

要介護３

n=520

要介護４

n=312

要介護５

n=233

わからない

n=35

できるし、している できるけどしていない できない 不明  

（%） 

n=3,718 
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（39）外出減少 

Q38．昨年と比べて外出の回数が減っていますか。（どちらかに○） 

「はい」が65.3％、「いいえ」が27.6％となっている。 

 
［要介護状態区分］ 

いずれの要支援・要介護度においても、半数以上が「はい」と回答している。 

 

（40）減少理由 

Q38-1．外出が減っている理由を教えてください。（あてはまる全てに○） 

「足腰などの痛み」が56.6％で突出して高く、以下、「病気」が29.5％、「トイレの心配（尿漏れな

ど）」が26.5％などとなっている。 

 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=2,429（複数回答） 
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［要介護状態区分］ 

要支援1から要介護4までは、「足腰などの痛み」が高くなっており、要介護5では「病気」が高くなっ

ている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回

答

）

病
気

障
害

（
脳

卒
中
の
後

遺
症
な

ど

）

足
腰
な
ど

の
痛
み

ト
イ
レ
の

心
配

（
尿

も
れ
な

ど

）

耳
の
障
害

（
聞
こ
え

の
問
題
な

ど

）

目
の
障
害

外
で
の
楽

し
み
が
な

い 経
済
的
に

出
ら
れ
な

い そ
の
他

不
明

全体 2,429 29.5 16.8 56.6 26.5 13.3 11.7 13.9 6.9 12.7 1.9

要支援１ 278 20.9 4.0 65.1 21.6 15.1 9.0 15.8 9.4 9.4 2.9

要支援２ 451 23.1 10.2 72.3 23.3 16.6 14.6 14.6 9.1 8.9 0.9

要介護１ 288 28.5 12.8 55.6 29.9 16.0 11.8 18.4 5.6 14.2 1.7

要介護２ 620 31.3 19.5 58.4 28.1 12.1 11.1 13.4 6.9 11.6 1.6

要介護３ 340 31.2 26.2 48.8 30.9 10.6 13.2 13.8 4.7 14.1 2.1

要介護４ 189 38.6 27.0 40.2 31.7 11.6 9.0 8.5 3.7 20.6 1.6

要介護５ 137 49.6 27.0 23.4 22.6 5.8 8.0 5.1 5.1 21.9 2.2

わからない 24 25.0 20.8 58.3 12.5 25.0 12.5 20.8 16.7 16.7 4.2

（41）移動手段 

Q39．外出する際の移動手段は何ですか。（あてはまる全てに○） 

「自動車（人の運転）」が53.0％で も高く、以下、「タクシー」が38.8％、「徒歩」が34.1％となっ

ている。 

 
 

［要介護状態区分］ 

要支援者は「徒歩」、「タクシー」、「電車」などが高く、要介護度が重度化するにつれ、「自動車（人

の運転）」が高くなっている。要介護度5は近辺移動に「車椅子」を利用しているものと推察する。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回

答

）

徒
歩

自
転
車

バ
イ
ク

自
動
車

（
自

分
で
運
転

）

自
動
車

（
人

の
運
転

）

電
車

バ
ス

車
椅
子

電
動
車
い
す

（
カ
ー
ト

）

歩
行
器
・
シ

ル
バ
ー
カ
ー

タ
ク
シ
ー

そ
の
他

不
明

全体 3,718 34.1 3.5 0.2 3.1 53.0 17.6 15.0 19.7 1.1 10.3 38.8 1.6 3.7

要支援１ 422 62.3 10.4 0.2 10.0 35.5 42.2 31.5 1.4 0.7 10.7 45.7 0.7 1.7

要支援２ 648 45.8 4.8 0.3 4.9 47.1 28.5 25.3 5.7 1.1 13.7 46.8 0.9 3.1

要介護１ 439 49.0 5.2 1.1 2.3 55.6 20.7 20.0 6.4 1.1 10.0 36.2 1.6 2.3

要介護２ 929 29.6 1.6 0.0 1.9 61.2 13.6 11.7 19.8 1.4 14.2 46.5 1.2 2.0

要介護３ 520 18.5 0.8 0.0 0.6 64.8 4.8 4.2 36.0 1.3 6.9 31.5 2.1 2.3

要介護４ 312 6.7 0.6 0.0 0.6 58.7 1.9 2.2 46.8 0.6 5.1 25.0 2.2 3.8

要介護５ 233 3.4 0.0 0.0 0.4 44.6 0.9 1.3 53.6 0.4 1.7 19.7 5.6 12.4

わからない 35 65.7 8.6 2.9 8.6 31.4 31.4 25.7 5.7 2.9 5.7 37.1 0.0 0.0  

（%） 

n=3,718（複数回答） 



第3章  在宅介護保険認定者調査 

285 

（42）物忘れ 

Q40．周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか。（どちらかに

○） 

「いいえ」が51.5％、「はい」が44.9％となっている。 

 

 

［要介護状態区分］ 

要介護度が重度化するにつれ、「はい」が概ね高い。 

 

（43）電話 

Q41．自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか。（どちらかに○） 

 

「はい」が50.5％、「いいえ」が47.7％となっている。 

 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

要介護度が重度化するにつれ、「いいえ」が増加している。 

 

（44）今日の月日 

Q42．今日が何月何日かわからない時がありますか。（どちらかに○） 

「はい」が56.9％、「いいえ」が40.7％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

要支援・介護度による大きな特徴の差はみられない。 

（%） 

n=3,718 
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（45）5分前 

Q43．5分前のことが思い出せますか。（どちらかに○） 

「はい」が64.0％、「いいえ」が32.9％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

他の要介護度に比べ、要介護5の「いいえ」が高くなっている。 

 

（46）活動の判断 

Q44．その日の活動（食事をする、衣服を選ぶなど）を自分で判断できますか。（1つに○） 

「困難なくできる」（39.2％）と「いくらか困難となっているが、できる」（33.3％）を合わせた『で

きる』が72.5％で、「判断するときに、他人からの合図や見守りが必要」（13.2％）と「ほとんど判断

できない」（12.2％）を合わせた『できない』が25.4％となっている。 

 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度が重度化するにつれ、「困難なくできる」と「いくらか困難となっているが、で

きる」を合わせた『できる』が減少している。 

 

（47）考えの伝達 

Q45．人に自分の考えをうまく伝えられますか。（1つに○） 

「伝えられる」（47.8％）と「いくらか困難となっているが、伝えられる」（28.5％）を合わせた『伝

えられる』が76.3％で、「あまり伝えられない」（14.2％）と「ほとんど伝えられない」（7.7％）を合

わせた『伝えられない』が21.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

要支援者は「伝えられる」が高いが、要介護者は、いずれの要介護度においても「伝えられる」が

半数以下となっている。 

 

（48）充実感 

Q46．（ここ2週間）毎日の生活に充実感がない。（どちらかに○） 

「いいえ」が47.9％、「はい」が46.5％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

他の要介護度に比べ、要介護5の「はい」が高くなっている。 

 

（%） 

n=3,718 
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（49）楽しめない 

Q47．（ここ2週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった。（どちらかに○） 

「いいえ」が58.4％、「はい」が35.5％となっている。 

 

 

［要介護状態区分］ 

他の要介護度に比べ、要介護5の「はい」が高くなっている。 

 

（50）おっくう 

Q48．（ここ2週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる。（どちらかに○）

「はい」が50.5％、「いいえ」が44.1％となっている。 

 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

要支援・介護度による大きな特徴の差はみられない。 

 

（51）役立つ人間 

Q49．（ここ2週間）自分が役に立つ人間だと思えない。（どちらかに○） 

 

「はい」が50.0％、「いいえ」が43.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

要支援・介護度による大きな特徴の差はみられない。 

 

（52）わけのない疲労感 

Q50．（ここ2週間）わけもなく疲れたような感じがする。（どちらかに○） 

「いいえ」が47.5％、「はい」が46.9％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

要支援・介護度による大きな特徴の差はみられない。 

（%） 

n=3,718 
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（53）健康 

Q51．あなたは、普段から健康だと思いますか。（1つに○） 

「とても健康」（2.2％）と「まあまあ健康」（36.4％）を合わせた『健康』が38.6％、「あまり健康

ではない」（28.2％）と「健康ではない」（25.2％）を合わせた『健康ではない』が53.4％となってい

る。 

 
［性別］ 

性別による大きな特徴の差はみられない。 

 

［年齢］ 

年代が上がるにつれ、『健康』が高くなっており、『健康』ゆえに長寿という相関が伺える。 

 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

『健康』は要支援1の51.0％で、『健康ではない』は要介護5の69.5％で も高くなっている。 

 

（54）健康維持 

Q51-1．あなたは、日常的に健康維持のために特に気をつけていることはありますか。（あては

まる全てに○） 

 

「食事や栄養に気をつけている」が55.2％で も高く、以下、「休養や睡眠を十分にとるようにし

ている」が50.3％、「体を動かしたり、運動をするようにしている」が47.3％などとなっている。 
 

 
 

n=1,436（複数回答） 

（%） 
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［要介護状態区分］ 

要支援・介護度が重度化するにつれ、「体を動かしたり、運動をするようにしている」は低くなっ

ている。 

(%)
回
答
者
数

（

人
）

（

複

数
回
答
）

食
事
や
栄
養

に
気
を
つ
け

て
い
る

体
を
動
か
し

た
り

、

運
動

を
す
る
よ
う

に
し
て
い
る

休
養
や
睡
眠

を
十
分
に
と

る
よ
う
に
し

て
い
る

ス
ト
レ
ス
解

消
を
心
が
け

て
い
る

定
期
的
に
健

康
診
断
を
受

け
る
よ
う
に

し
て
い
る

仕
事
や
家
事

な
ど
で
疲
れ

す
ぎ
な
い
よ

う
に
し
て
い

る タ
バ
コ
や
飲

酒
を
控
え
る

よ
う
に
し
て

い
る

体
重
や
血
圧

な
ど
を
日
頃

か
ら
自
分
で

管
理
し
て
い

る そ
の
他

特
に
何
も
し

て
い
な
い

不
明

全体 1,436 55.2 47.3 50.3 18.6 38.2 16.9 9.6 29.9 1.2 16.6 5.6

要支援１ 215 66.0 59.5 56.3 21.4 42.8 25.1 10.7 43.3 1.4 7.9 7.0

要支援２ 269 67.7 59.5 60.2 25.7 45.7 28.3 9.3 43.5 0.4 7.1 3.7

要介護１ 205 48.8 44.9 49.3 15.6 35.6 16.1 9.3 26.3 1.0 20.0 2.9

要介護２ 360 52.2 44.4 48.9 15.3 36.9 10.8 10.6 25.3 1.7 18.1 7.5

要介護３ 178 43.8 35.4 37.1 10.7 33.7 4.5 6.7 16.3 0.6 25.3 6.2

要介護４ 80 53.8 28.8 46.3 16.3 27.5 2.5 5.0 18.8 3.8 25.0 2.5

要介護５ 46 34.8 21.7 28.3 19.6 17.4 4.3 4.3 6.5 0.0 34.8 8.7

わからない 16 43.8 50.0 62.5 25.0 43.8 37.5 25.0 25.0 0.0 18.8 0.0
 

（55）病気けが 

Q52．あなたは、現在治療中、または後遺症のある病気やケガはありますか。（あてはまる全て

に○） 

「高血圧」が40.6％で も高く、以下、「筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）」が25.0％、「脳

卒中（脳出血・脳梗塞等）」が21.3％、「心臓病」が21.0％などとなっている。 
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［要介護状態区分］ 

いずれの要支援・介護度においても「高血圧」が高いが、要介護4・5は「認知症（アルツハイマー

病等）」も高くなっている。 
(%)

回
答
者
数

（
人

）

（
複

数
回
答

）

高
血
圧

脳
卒
中

（
脳

出
血
・
脳
梗

塞
等

）

心
臓
病

糖
尿
病

高
脂
血
症

（
脂
質
異

常

）

呼
吸
器
の
病

気

（
肺
炎
や

気
管
支
炎

等

）

胃
腸
・
肝

臓
・
胆
の
う

の
病
気

腎
臓
・
前
立

腺
の
病
気

筋
骨
格
の
病

気

（
骨
粗

し
ょ

う
症
、

関
節
症
等

）

外
傷

（
転

倒
・
骨
折

等

）

が
ん

（
新
生

物

）

血
液
・
免
疫

の
病
気

う
つ
病

認
知
症

（
ア

ル
ツ
ハ
イ

マ
ー

病
等

）

パ
ー

キ
ン
ソ

ン
病

目
の
病
気

耳
の
病
気

そ
の
他

な
い

不
明

全体 3,718 40.6 21.3 21.0 16.8 6.4 8.3 9.0 11.0 25.0 11.5 6.8 2.2 3.7 18.6 4.6 19.2 7.9 8.6 1.6 4.2

要支援１ 422 47.6 10.9 23.9 15.4 10.2 10.0 11.8 9.0 33.2 11.1 9.0 4.0 3.3 3.8 0.7 20.4 9.7 7.6 0.9 3.3

要支援２ 648 44.6 14.8 21.9 15.7 7.6 10.5 11.0 9.4 36.1 13.9 6.2 2.3 3.9 3.7 3.2 23.6 10.0 8.8 0.9 4.5

要介護１ 439 44.9 18.7 25.5 13.9 7.3 7.5 10.3 11.8 22.3 9.8 8.2 1.1 4.8 24.1 1.6 17.5 8.0 8.7 3.2 3.0

要介護２ 929 43.1 22.5 22.7 19.7 6.2 8.6 10.1 13.3 25.2 10.8 6.4 2.4 3.9 20.3 5.4 21.0 8.3 9.1 1.2 1.9

要介護３ 520 36.2 31.7 16.3 18.3 5.8 7.7 4.6 10.4 18.7 13.1 6.5 2.7 3.7 30.0 7.7 17.7 5.8 9.4 1.7 3.5

要介護４ 312 35.3 27.9 18.3 17.9 2.9 8.7 5.8 12.2 19.6 12.5 6.7 1.0 1.6 34.3 6.7 12.8 3.8 7.4 1.0 5.1

要介護５ 233 23.2 28.3 11.2 12.9 3.0 6.0 6.0 7.3 13.3 10.7 6.0 1.3 3.9 32.6 9.4 11.2 4.7 9.0 2.6 6.9

わからない 35 45.7 17.1 14.3 11.4 5.7 2.9 2.9 8.6 8.6 14.3 2.9 0.0 8.6 5.7 5.7 20.0 11.4 14.3 2.9 14.3

 

（56）通院頻度 

Q52-1．（通院している方のみ）その頻度は次のどれですか。（1つに○） 

「月1回程度」が42.9％で も高く、以下、「2ヶ月に1回程度」が13.3％、「月2回から3回」が12.6％

などとなっている。 
 

 

（%） 

n=3,501 
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［要介護状態区分］ 

要支援・介護度による大きな特徴の差はみられない。 

8.7

10.6

12.2

6.8

9.8

6.7

5.5

3.3

6.9

12.6

12.9

14.4

14.1

12.2

12.4

13.0

8.5

13.8

42.9

48.0

47.0

49.0

46.0

36.9

32.4

27.0

44.8

13.3

10.9

12.6

13.1

13.7

16.0

14.0

9.5

6.9

8.4

11.4

6.9

9.5

8.8

6.7

8.5

5.2

17.2

2.3

1.7

1.6

1.0

1.9

3.0

3.4

5.2

3.4

11.7

4.5

5.4

6.6

7.7

18.3

23.2

41.2

6.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=3,501

要支援１

n=404

要支援２

n=613

要介護１

n=412

要介護２

n=900

要介護３

n=493

要介護４

n=293

要介護５

n=211

わからない

n=29

週１回以上 月２回から３回 月１回程度

２ヶ月に１回程度 ３ヶ月に１回程度 それ以上の間隔または不定期

不明
 

 

（57）医療機関所在地 

Q52-2．（通院している方のみ）現に通院している医療機関はどちらにありますか。（あてはまる

全てに○） 

 

「松戸市内」が78.2％で突出して高くなっている。 
 

 
 

 

 

n=3,501（複数回答） 

（%） 
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［要介護状態区分］ 

要支援・介護度による大きな特徴の差はみられない。 

（％）
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

松
戸
市
内

松
戸
市
外

（
柏
市
、

流

山
市
、

市
川
市
、

鎌
ヶ

谷
市

）

上
記
以
外
の
千
葉
県
内

東
京
都
、

茨
城
県
、

埼

玉
県

そ
の
他

不
明

全体 3,501 78.2 13.1 1.4 5.7 0.5 11.0

要支援１ 404 85.9 13.6 2.0 10.6 0.7 5.2

要支援２ 613 86.6 12.1 1.8 6.7 0.5 4.7

要介護１ 412 81.3 14.3 2.2 6.1 0.7 6.3

要介護２ 900 82.0 14.3 0.7 6.0 0.2 6.7

要介護３ 493 73.6 12.4 1.4 2.2 0.6 16.4

要介護４ 293 62.8 13.7 1.0 3.4 0.3 23.2

要介護５ 211 46.4 11.8 2.4 2.8 0.0 40.8

わからない 29 79.3 10.3 0.0 3.4 0.0 13.8
 

（58）通院介助 

Q52-3．通院に介助が必要ですか。（どちらかに○） 

 

「必要となっている」が64.4％、「必要はない」が25.0％となっている。 

 
 

（%） 

n=3,501 
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［要介護状態区分］ 

要支援・介護度が重度化するにつれ、「必要はない」が概ね低くなっている。 

 

（59）健康診査 

Q53．あなたは、毎年健康診査を受けていますか。（どちらかに○） 

「はい」が47.9％、「いいえ」が47.1％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

要支援・介護度が重度化するにつれ、「はい」が概ね低くなっている。 

 

（%） 

n=3,718 
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（60）歯科健康診査 

Q54．あなたは、毎年歯科健康診査を受けていますか。（どちらかに○） 

「いいえ」が64.1％、「はい」が31.1％となっている。 

 
［要介護状態区分］ 

他の要介護度に比べ、要介護3・5の「はい」の割合が高くなっている。 

 

（61）薬 

Q55．現在、医師の処方した薬を何種類飲んでいますか。（1つに○） 

「5種類以上」が58.6％で も高く、以下、「3種類」が11.9％、「4種類」が11.3％などとなってい

る。 

 

（%） 

n=3,718 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

いずれの要支援・介護度においても「5種類以上」が突出して高くなっている。 

 

（62）タバコ 

Q56．あなたは、タバコを吸っていますか。（1つに○） 

「もともと吸っていない」が62.2％、「吸っていたが止めた」が28.2％などとなっている。 

 

 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

いずれの要支援・介護度においても、現在喫煙している割合は低くなっている。 

4.2

5.9

5.6

5.9

4.3

2.5

0.0

1.3

5.7

1.4

1.9

1.7

2.1

1.0

1.7

0.3

0.4

2.9

28.2

22.7

24.5

26.7

32.8

29.2

32.4

28.8

34.3

62.2

64.0

64.0

61.5

59.7

63.8

64.4

64.8

48.6

4.1

5.5

4.2

3.9

2.2

2.7

2.9

4.7

8.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=3,718

要支援１

n=422

要支援２

n=648

要介護１

n=439

要介護２

n=929

要介護３

n=520

要介護４

n=312

要介護５

n=233

わからない

n=35

ほぼ毎日吸っている 時々吸っている 吸っていたが止めた もともと吸っていない 不明
 

（63）酒 

Q57．あなたは、お酒を飲みますか。（1つに○） 

 

「もともと飲まない」が54.7％で も高く、以下、「飲んでいたが止めた」が20.7％、「時々飲む」

が13.4％、「ほぼ毎日飲む」が7.2％となっている。 

 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

要支援・介護度が重度化するにつれ、飲酒している割合は低くなっている。 
 

7.2

10.7

8.3

8.7

7.1

5.6

2.9

2.6

8.6

13.4

17.1

17.3

13.7

14.5

11.0

7.4

3.9

20.0

20.7

13.7

13.3

20.0

22.4

24.8

30.4

27.5

20.0

54.7

54.3

56.6

54.0

53.9

55.4

56.1

60.9

48.6

4.0

4.3

4.5

3.6

2.0

3.3

3.2

5.2

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=3,718

要支援１

n=422

要支援２

n=648

要介護１

n=439

要介護２

n=929

要介護３

n=520

要介護４

n=312

要介護５

n=233

わからない

n=35

ほぼ毎日飲む 時々飲む 飲んでいたが止めた もともと飲まない 不明
 

 

（64）家族への相談 

Q58．あなたは、何かあったときに、家族や友人などに相談していますか。（どちらかに○） 

 

「はい」が75.2％、「いいえ」が10.8％となっている。 

 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

要支援・介護度が重度化するにつれ、「はい」が概ね低くなっている。 

 

（65）相談相手 

Q58-1．あなたが相談する相手の方を教えてください。（あてはまる全てに○） 

「娘」が47.5％で も高く、以下、「息子」が43.6％、「配偶者」が40.0％、「ケアマネジャー」が

36.3％などとなっている。 
 

 

n=2,795（複数回答） 



第3章  在宅介護保険認定者調査 

305 

［要介護状態区分］ 

要支援1～要介護2は「娘」、「息子」が、要介護3以上は「配偶者（夫・妻）」、「娘」が高くなってい

る。 
(%)

回
答
者
数

（
人

）
（
複

数
回
答

）

配
偶
者

（
夫
・
妻

）

息
子

娘 子
の
配
偶
者

兄
弟
・
姉
妹

自
分
の
親

配
偶
者
の
親

友
人
・
知
人

職
場
の
人

隣
近
所
の
人

医
師
・
歯
科

医
師
・
看
護

師 民
生
委
員

自
治
会
・
町

内
会

老
人
ク
ラ
ブ

社
会
福
祉
協

議
会

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー

市
役
所

（
支

所
含
む

）
・

保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

県
の
窓
口

（
保
健
所
な

ど

）

そ
の
他

不
明

全体 2,795 40.0 43.6 47.5 13.0 11.4 0.7 0.1 13.0 0.3 3.8 17.0 2.8 0.5 0.7 0.5 3.6 36.3 2.2 0.3 1.9 0.3

要支援１ 328 31.4 45.4 48.8 9.8 16.8 0.9 0.0 27.1 0.6 7.6 22.0 7.0 0.6 0.6 0.3 9.1 33.5 2.7 0.0 1.8 0.3

要支援２ 500 32.8 45.6 48.4 12.6 17.0 0.6 0.0 20.0 0.4 5.4 19.8 4.4 0.6 1.0 0.6 8.6 36.2 3.0 0.2 2.0 0.2

要介護１ 337 36.5 47.5 48.7 14.2 7.1 0.3 0.0 11.0 0.6 4.7 17.5 2.7 0.6 0.6 0.3 3.3 35.3 1.5 0.3 2.4 0.3

要介護２ 736 42.4 43.1 46.2 14.8 11.3 0.8 0.1 9.0 0.0 2.9 15.6 2.2 0.7 1.1 1.1 1.4 40.9 2.2 0.3 1.9 0.0

要介護３ 390 50.3 41.8 47.4 13.8 7.2 0.8 0.3 6.9 0.0 1.8 14.9 0.5 0.3 0.0 0.0 1.3 35.1 2.3 0.8 1.8 0.8

要介護４ 217 50.2 40.6 48.4 8.8 9.7 0.5 0.0 6.9 0.0 2.3 14.3 0.5 0.5 0.0 0.5 0.5 37.8 1.4 0.0 0.9 0.9

要介護５ 144 48.6 43.8 43.8 14.6 5.6 1.4 0.0 4.9 0.0 1.4 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 33.3 2.1 0.0 2.1 0.0

わからない 24 25.0 25.0 41.7 8.3 8.3 0.0 0.0 25.0 8.3 12.5 4.2 12.5 0.0 4.2 4.2 4.2 37.5 0.0 4.2 0.0 0.0

 

（66）グループ参加 

Q59．あなたは、日頃、グループや会等に参加しているものはありますか。（あてはまる全てに

○） 

 

「参加していない」が60.4％で も高いが、参加している人は「趣味関係のグループ」が8.4 

％で も高くなっている。 
 

 
 

n=3,718（複数回答） 

（%） 
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［要介護状態区分］ 

要支援者は「趣味関係のグループやクラブ」に若干参加しているが、要介護者は「参加していない」

状態となっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
グ

ル
ー

プ

ス
ポ
ー

ツ
関
係
の
グ

ル
ー

プ
や
ク
ラ
ブ

趣
味
関
係
の
グ
ル
ー

プ 老
人
ク
ラ
ブ

町
内
会
・
自
治
会

学
習
・
教
養
サ
ー

ク

ル シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン

タ
ー

そ
の
他
の
グ
ル
ー

プ

や
会

参
加
し
て
い
な
い

不
明

全体 3,718 1.9 3.1 8.4 6.6 4.0 2.2 1.0 9.2 60.4 12.6

要支援１ 422 4.7 11.8 22.3 13.7 9.7 5.7 1.9 10.7 37.0 10.9

要支援２ 648 3.1 3.9 13.3 10.3 5.7 4.0 2.2 9.3 49.1 12.7

要介護１ 439 1.1 2.5 6.8 8.2 5.5 0.9 0.9 10.0 60.8 12.8

要介護２ 929 1.3 1.3 5.4 5.0 2.8 1.5 0.6 8.6 68.5 10.1

要介護３ 520 1.0 0.4 4.0 1.7 2.1 1.2 0.2 10.0 71.5 11.5

要介護４ 312 0.6 0.0 2.6 1.6 0.3 0.6 0.3 9.6 72.1 13.1

要介護５ 233 0.0 1.3 0.4 1.3 0.4 0.0 0.0 5.6 76.0 15.9

わからない 35 5.7 5.7 11.4 22.9 11.4 2.9 2.9 17.1 45.7 11.4
 

 

（67）地域活動参加 

Q60．あなたは、日頃、地域で行われている活動に参加していますか。（あてはまる全てに○） 

 

「参加していない」が83.0％で も高いが、参加している人は「地域行事（祭りなどの地域の催し

もの等）」が3.9％で も高くなっている。 
 

 

 

n=3,718（複数回答） 

（%） 
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［要介護状態区分］ 

いずれの要支援・要介護度においても、ほとんど「参加していない」状態となっている。 
(%)

回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回

答

）

見
守
り
が

必
要
な
高

齢
者
を
支

援
す
る
活

動 介
護
が
必

要
な
高
齢

者
を
支
援

す
る
活
動

子
供
を
育

て
て
い
る

親
を
支
援

す
る
活
動

地
域
の
生

活
環
境
の

改
善

（
美

化

）
活
動

交
通
安

全
・
防
犯

防
災
の
活

動 地
域
行
事

（
祭
り
な

ど
の
地
域

の
催
し
も

の
等

）

そ
の
他
の

活
動

参
加
し
て

い
な
い

不
明

全体 3,718 0.9 1.1 0.0 1.2 0.6 3.9 1.1 83.0 9.8

要支援１ 422 2.4 1.2 0.0 3.1 1.4 9.0 2.6 74.6 9.7

要支援２ 648 1.2 1.4 0.0 1.5 0.6 5.6 1.1 79.0 11.1

要介護１ 439 1.4 1.6 0.0 1.4 0.9 4.3 0.5 82.7 9.8

要介護２ 929 0.9 1.1 0.0 0.6 0.3 3.1 1.3 86.1 7.6

要介護３ 520 0.0 1.2 0.0 0.6 0.4 2.5 0.8 89.4 6.3

要介護４ 312 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 92.0 7.4

要介護５ 233 0.4 0.9 0.0 0.0 0.0 0.9 0.4 85.8 12.4

わからない 35 0.0 2.9 2.9 11.4 5.7 8.6 2.9 68.6 14.3  

 

［日常生活圏域］ 

いずれの地区においても、ほとんど「参加していない」状態となっている。 
 

(%)

回
答
者
数
（
人
）

（
複
数
回
答
）

見
守
り
が
必
要
な

高
齢
者
を
支
援
す

る
活
動

介
護
が
必
要
な
高

齢
者
を
支
援
す
る

活
動

子
供
を
育
て
て
い

る
親
を
支
援
す
る

活
動

地
域
の
生
活
環
境

の
改
善
（
美
化
）

活
動

交
通
安
全
・
防
犯

防
災
の
活
動

地
域
行
事
（
祭
り

な
ど
の
地
域
の
催

し
も
の
等
）

そ
の
他
の
活
動

参
加
し
て
い
な
い

不
明

全体 3,718 0.9 1.1 0.0 1.2 0.6 3.9 1.1 83.0 9.8

本庁地区 202 0.5 1.0 0.0 1.0 0.5 5.0 1.5 86.6 5.4

明第１地区 345 0.9 1.2 0.0 0.9 0.3 2.3 1.4 85.8 8.7

明第２東地区 161 0.6 1.2 0.0 0.0 0.6 1.2 1.2 84.5 11.8

明第２西地区 177 1.1 0.6 0.0 1.7 0.0 3.4 0.6 87.0 6.8

矢切地区 153 1.3 0.7 0.0 0.7 0.0 2.6 0.7 88.9 6.5

東部地区 207 1.4 1.0 0.0 2.4 1.0 2.9 1.0 85.5 7.2

常盤平地区 453 0.9 1.3 0.0 1.5 0.2 3.3 1.1 85.9 7.7

五香松飛台地区 260 1.2 0.4 0.0 1.2 0.8 3.8 1.5 80.4 13.1

六実六高台地区 164 2.4 3.7 0.0 1.8 3.0 6.7 0.6 82.3 5.5

馬橋地区 247 0.0 1.2 0.0 1.6 0.0 3.6 2.0 82.6 9.3

小金地区 294 1.0 0.3 0.0 1.0 1.0 4.8 0.7 81.6 10.9

小金原地区 256 0.4 2.3 0.0 1.6 0.8 5.9 1.2 81.3 8.2

新松戸地区 223 0.9 0.9 0.0 1.8 0.4 7.2 0.0 84.3 6.3

馬橋西地区 127 0.8 1.6 0.0 0.0 1.6 4.7 1.6 80.3 11.0
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（68）不参加理由 

Q60-1．あなたが、地域で行われている活動に参加しない理由を教えてください。（あてはまる

全てに○） 

 

「健康や体力に自信がないから」が44.5％で も高く、以下、「外出する手段がないから（送迎や

誰かの手助けが必要）」が38.4％などとなっている。 
 

 

 

［要介護状態区分］ 

要支援1～要介護2は「健康や体力に自信がないから」が、要介護3以上は「外出する手段がないか

ら（送迎や誰かの手助けが必要）」が高くなっている。 
 

(%)
回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回

答

）

仕
事
な
ど
が
忙
し
く

、
ま
っ

た
く
時
間
が
と
れ
な
い
か
ら

時
間
を
と
れ
な
い
こ
と
は
な

い
が

、
時
間
が
あ
れ
ば
休
養

な
ど
に
あ
て
た
い
か
ら

参
加
し
た
い
と
思
う
活
動
が

な
い
か
ら

団
体
活
動
は
わ
ず
ら
わ
し
い

か
ら

、
一
人
で
で
き
る
趣
味

な
ど
が
あ
る
か
ら

ど
ん
な
団
体
や
活
動
が
あ
る

の
か
知
ら
な
い
か
ら

職
場
な
ど
で
サ
ー

ク
ル
活
動

な
ど
に
参
加
し
て
い
る
か
ら

健
康
や
体
力
に
自
信
が
な
い

か
ら

地
域
の
活
動
に
は
関
心
が
な

い
か
ら

外
出
す
る
手
段
が
な
い
か
ら

（
送
迎
や
誰
か
の
手
助
け
が

必
要

）

そ
の
他

不
明

全体 3,087 1.1 4.3 8.5 6.3 6.8 0.1 44.5 9.1 38.4 10.3 6.7

要支援１ 315 2.9 7.0 15.6 12.1 9.8 0.0 55.2 4.8 14.9 7.3 5.4

要支援２ 512 2.0 7.6 10.2 9.4 10.2 0.4 51.8 8.8 31.6 5.7 5.7

要介護１ 363 0.8 4.7 12.1 8.0 8.8 0.0 46.3 14.6 31.7 10.5 5.8

要介護２ 800 0.8 3.0 6.3 5.9 5.9 0.0 47.0 10.1 42.5 12.1 6.0

要介護３ 465 0.4 2.8 6.7 3.9 6.2 0.0 40.4 9.5 46.2 11.0 7.5

要介護４ 287 0.0 1.0 4.5 1.4 2.1 0.0 34.5 8.7 52.6 13.2 6.6

要介護５ 200 0.5 2.5 3.0 3.0 2.0 0.0 22.0 3.5 57.0 14.0 8.5

わからない 24 8.3 8.3 33.3 8.3 12.5 4.2 41.7 8.3 29.2 4.2 4.2
 

n=3,087（複数回答） 

（%）
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（69）参加希望活動 

Q61．あなたは、今後、参加してみたいと思う地域の活動はありますか。（あてはまる全てに○）

 

「特にない」が70.7％で も高いが、参加してみたい人は「地域行事（祭りなどの地域の催しもの

等）」が4.1％で も高くなっている。 
 

 

 

［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度による大きな特徴の差はみられない。 
 

(%)
回
答
者
数
（

人
）

（

複
数
回
答
）

見
守
り
が
必
要
な
高

齢
者
を
支
援
す
る
活

動 介
護
が
必
要
な
高
齢

者
を
支
援
す
る
活
動

子
供
を
育
て
て
い
る

親
を
支
援
す
る
活
動

地
域
の
生
活
環
境
の

改
善
（

美
化
）

活
動

交
通
安
全
・
防
犯
防

災
の
活
動

地
域
行
事
（

祭
り
な

ど
の
地
域
の
催
し
も

の
等
）

そ
の
他
の
活
動

特
に
な
い

不
明

全体 3,718 3.3 3.6 0.7 1.9 0.9 4.1 1.5 70.7 17.5

要支援１ 422 4.0 3.3 1.4 4.5 1.9 5.9 2.8 64.9 17.5

要支援２ 648 4.8 3.2 0.8 2.5 1.2 5.7 1.9 61.6 23.0

要介護１ 439 3.2 3.6 0.2 1.8 0.0 4.1 0.9 75.4 15.3

要介護２ 929 3.8 4.0 0.8 1.5 1.1 4.5 1.2 74.8 13.3

要介護３ 520 2.3 4.2 0.8 1.5 1.0 3.3 1.2 76.9 12.9

要介護４ 312 1.3 2.9 0.3 0.0 0.3 2.9 2.2 76.0 16.7

要介護５ 233 0.9 2.1 0.0 0.0 0.0 0.4 0.4 76.0 20.2

わからない 35 2.9 2.9 0.0 8.6 2.9 5.7 5.7 57.1 22.9  

n=3,718（複数回答） 

（%） 
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（70）隣近所付き合い 

Q62．あなたは、日頃から隣近所の方とどの程度のお付き合いをしていますか。（1つに○） 

 

「あいさつをする程度の人はいる」が35.6％で も高く、以下、「付き合っている人はほとんどい

ない」が24.7％、「世間話や立ち話をする程度の人はいる」が21.3％、「親しく付き合っている人（訪

問したり、悩みごとを相談するなど）がいる」が11.4％となっている。 

 

［日常生活圏域］ 

「親しく付き合っている人（訪問したり、悩みごとを相談するなど）がいる」は本庁地区（14.4％）

が、「世間話や立ち話をする程度の人はいる」は馬橋西地区（27.6％）が、「あいさつをする程度の人

はいる」は常盤平地区、馬橋地区（39.7％）が、「つきあっている人はほとんどいない」は東部地区

（31.9％）が高くなっている。 

11.4

14.4

10.7

10.6

9.6

7.8

10.6

11.3

11.9

14.0

12.6

11.6

10.5

9.4

13.4

21.3

20.8

22.3

24.2

21.5

19.0

15.0

22.5

23.1

17.7

16.2

19.4

21.9

23.8

27.6

35.6

33.2

35.1

37.3

39.0

34.0

37.2

39.7

35.0

34.8

39.7

34.7

37.9

32.7

34.6

24.7

27.2

25.2

23.0

23.2

25.5

31.9

21.6

23.5

29.3

23.9

27.2

23.4

29.6

19.7

7.0

4.5

6.7

5.0

6.8

13.7

5.3

4.9

6.5

4.3

7.7

7.1

6.3

4.5

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=3,718

本庁地区

n=202

明第１地区

n=345

明第２東地区

n=161

明第２西地区

n=177

矢切地区

n=153

東部地区

n=207

常盤平地区

n=453

五香松飛台地区

n=260

六実六高台地区

n=164

馬橋地区

n=247

小金地区

n=294

小金原地区

n=256

新松戸地区

n=223

馬橋西地区

n=127

親しく付き合っている人(訪問したり、悩みごとを相談するなど）がいる

世間話や立ち話をする程度の人はいる

あいさつをする程度の人はいる

付き合っている人はほとんどいない

不明  

（%） 

n=3,718 
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［性別］ 

「親しく付き合っている人（訪問したり、悩みごとを相談するなど）がいる」は女性（14.0％）が

男性（7.0％）より7.0ポイント高く、「あいさつをする程度の人はいる」は男性（42.3％）が女性（32.5％）

より9.8ポイント高くなっており、女性の親密な人間関係が伺える。 

11.4

7.0

14.0

21.3

19.2

22.4

35.6

42.3

32.5

24.7

25.8

24.2

7.0

5.7

7.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=3,718

男性

n=1,324

女性

n=2,295

親しく付き合っている人(訪問したり、悩みごとを相談するなど）がいる

世間話や立ち話をする程度の人はいる

あいさつをする程度の人はいる

付き合っている人はほとんどいない

不明
 

 

［年齢］ 

40～64歳は「親しく付き合っている人（訪問したり、悩みごとを相談するなど）がいる」、「世間話

や立ち話をする程度の人はいる」では も低く、「あいさつをする程度の人はいる」、「つきあってい

る人はほとんどいない」では も高く、人間関係の希薄さが伺える。 

11.4

6.3

9.7

10.0

15.3

11.7

10.7

21.3

16.1

19.0

21.0

23.4

24.2

19.3

35.6

44.8

35.0

37.9

36.7

39.4

32.4

24.7

31.5

26.5

27.4

18.8

17.8

30.2

7.0

1.4

9.7

3.7

5.8

6.9

7.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=3,718

40～64歳

n=143

65～69歳

n=226

70～74歳

n=438

75～79歳

n=654

80～84歳

n=813

85歳以上

n=1,329

親しく付き合っている人(訪問したり、悩みごとを相談するなど）がいる

世間話や立ち話をする程度の人はいる

あいさつをする程度の人はいる

付き合っている人はほとんどいない

不明
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［要介護状態区分］ 

「あいさつをする程度の人はいる」は要介護1（40.3％）と要支援1（40.0％）で高く、「つきあっ

ている人はほとんどいない」は要介護度が上がるほど高くなっている。「世間話や立ち話をする程度

の人はいる」は要支援1（31.5％）で高く、要介護度が上がるほど低くなっている。 

 

（71）不付き合い理由 

Q62-1．あなたが、隣近所の方とほとんどお付き合いしない理由を教えてください。（1つに○）

「特に理由はない」が36.6％で も高いが、理由がある人は「めんどうだから」が8.0％で も高

く、以下、「必要性を感じない」が6.6％、「年齢的に合わない」が5.6％などとなっている。 

8.0 

1.2 

5.6 

2.2 

0.7 

6.6 

36.6 

35.7 

3.5 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

めんどうだから

時間的に合わない

年齢的に合わない

プライバシーを知られたく

ないから

以前はしていたがトラブルが

あってやめた

必要性を感じない

特に理由はない

その他

不明

n=918

（%）
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［要介護状態区分］ 

「めんどうだから」は要介護1が15.6％で、「必要性を感じない」は要支援1が17.5％で も高くなっ

ている。 

8.0

7.5

9.0

15.6

8.8

6.6

5.8

1.0

37.5

1.2

2.5

0.0

1.0

1.6

1.1

0.0

1.0

12.5

5.6

15.0

11.2

1.0

5.6

8.3

2.5

0.0

0.0

2.2

2.5

3.4

3.1

2.4

2.8

0.0

1.0

12.5

0.7

0.0

4.5

1.0

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

6.6

17.5

3.4

12.5

5.6

6.6

7.5

3.8

0.0

36.6

37.5

47.2

42.7

39.4

32.0

31.7

23.1

37.5

35.7

15.0

18.0

20.8

32.9

38.7

49.2

63.5

0.0

3.5

2.5

3.4

2.1

3.2

3.9

3.3

6.7

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=918

要支援１

n=40

要支援２

n=89

要介護１

n=96

要介護２

n=249

要介護３

n=181

要介護４

n=120

要介護５

n=104

わからない

n=8

めんどうだから 時間的に合わない

年齢的に合わない プライバシーを知られたくないから

以前はしていたがトラブルがあってやめた 必要性を感じない

特に理由はない その他

不明  

（72）安全利用サービス 

Q63．あなたは普段、安全確保や安否確認のために、していることや利用しているサービスはあ

りますか。（あてはまる全てに○） 

 

「特にしていない」が63.4％で も高いが、安否確認をしている人は「定期的に電話をかける」の

8.1％が も高くなっている。 
 

 

n=3,718（複数回答） 

（%） 
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［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度が軽度なほど、何かしら安否確認をしている割合が高い。 
(%)

回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回

答

）

定
期
的
に
電

話
を
か
け
る

民
生
委
員
に

連
絡
を
す

る
・
訪
問
し

て
も
ら
う

民
間
の
セ

キ

ュ
リ

テ
ィ
ー

サ
ー

ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る

市
の
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
て

い
る

そ
の
他

特
に
し
て
い

な
い

不
明

全体 3,718 8.1 3.6 3.0 5.9 6.5 63.4 13.1

要支援１ 422 11.4 6.6 4.5 10.2 4.5 55.9 13.7

要支援２ 648 11.3 6.2 3.2 9.7 5.1 56.6 13.6

要介護１ 439 10.5 3.2 3.2 7.7 7.3 62.4 10.5

要介護２ 929 7.0 2.3 3.0 4.5 6.9 68.5 10.5

要介護３ 520 4.6 2.7 2.7 3.7 7.1 70.0 11.0

要介護４ 312 6.1 1.0 1.0 2.2 8.7 69.9 12.5

要介護５ 233 2.1 0.4 1.7 2.1 7.3 67.8 18.9

わからない 35 11.4 11.4 2.9 5.7 5.7 54.3 17.1
 

 

（73）避難場所 

Q64．あなたは、災害などが起こったときに、どこに避難するか知っていますか。（どちらかに

○） 

「知っている」が48.2％、「知らない」が45.8％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度が重度化するにつれ、「知らない」が増加している。 

 

（%） 

n=3,718 
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（74）避難相手 

Q65．あなたは、災害などが起こったときに、どなたと避難するか決めていますか。（どちらか

に○） 

「決めている」が47.7％、「決まっていない」が45.2％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

要支援1～要介護3は「決めている」が増加しているが、要介護4・5は減少している。 

9.9

23.0

12.7

12.1

5.7

4.2

4.2

2.6

34.3

80.7

69.9

76.2

81.1

87.3

88.8

85.6

82.4

54.3

2.3

1.4

4.2

2.1

1.6

1.2

1.6

1.7

8.6

7.2

5.7

6.9

4.8

5.4

5.8

8.7

13.3

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=3,718

要支援１

n=422

要支援２

n=648

要介護１

n=439

要介護２

n=929

要介護３

n=520

要介護４

n=312

要介護５

n=233

わからない

n=35

協力できる 協力できない その他 不明
 

 

 

 

（%） 

n=3,718 
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（75）避難支援 

Q66．あなたは、災害などが起こったときに、手助けがないと避難ができない方から支援を求め

られた場合、協力できますか。（1つに○） 

「協力できない」が80.7％で、「協力できる」が9.9％となっている。 

 

［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度が重度化するにつれ、「協力できる」が低下している。 

 

（%） 

n=3,718 
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（76）非協力理由 

Q66-1．協力できない理由を教えてください。（1つに○） 

「自分に手助けが必要だから」が70.0％で も高いが、以下、「自分で精一杯だから」が25.7％な

どとなっている。 

 

自分に手助け

が必要だから, 
70.0 

自分で精一杯

だから,  25.7 

家族で精一杯

だから,  2.9 

その他, 0.5  不明, 0.9 

 

 

［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度が重度化するにつれ、「自分に手助けが必要だから」が概ね増加している。 

 

 

（%） 

n=2,999 
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（77）緊急時情報 

Q67．あなたは緊急時の対応として、家族の連絡先、病気や薬のことなどを記入した救急時情報

用紙や安心キットなどを活用していますか。（1つに○） 

「今は活用していないが活用したいと思っている」が57.4％で も高く、以下、「活用している」

が19.4％、「活用するつもりはない」が12.8％となっている。 

 

 

［要介護状態区分］ 

要介護度が重度化するにつれ、「活用するつもりはない」が増加している。 

 

（%） 

n=3,718 
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3．生きがいやこころのハリについて 

（1）生きがいの有無 

Q68．あなたは、日常生活を送る中で「こころのハリ」や「生きがい」を感じていますか。（1つ

に○） 

「常に感じている」（14.4％）と「ときどき感じている」（22.9％）を合わせた『感じている』が37.3％、

「あまり感じていない」（32.8％）と「ほとんど感じていない」（19.1％）を合わせた『感じていない』

が51.9％となっている。 

 
 

［一人暮らし・日中独居］ 

「こころのハリ」や「生きがい」を『感じている』は一人暮らし（43.9％）、家族などと同居（二

世帯住宅を含む）（37.0％）、その他（施設入居など）（23.0％）となっている。 

14.4

18.6

13.5

15.3

13.8

11.4

5.6

22.9

25.3

23.5

22.7

26.4

21.2

17.4

32.8

31.2

34.0

33.0

33.7

35.7

35.8

19.1

14.7

20.6

20.0

19.0

23.7

28.3

10.8

10.2

8.5

9.0

7.0

8.1

12.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=3,718

一人暮らし

n=845

家族などと同居

（二世帯住宅を含む）

n=1,935

（日中独居）よくある

n=476

（日中独居）たまにある

n=768

（日中独居）ほとんどない

n=633

その他（施設入居など）

n=374

常に感じている ときどき感じている あまり感じていない ほとんど感じていない 不明
 

※日中独居“よくある”“たまにある”“ほとんどない”は“家族などと同居（二世帯住宅を含む）”の内訳 

 

 

 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

「こころのハリ」や「生きがい」を『感じている』は要支援1（53.8％）で も高く、要介護度が

上がるほど低い傾向がみられ、要介護5（12.4％）では1割台となっている。 

 
 

［健康だと思うか］ 

「こころのハリ」や「生きがい」を『感じていない』は “健康ではない（計）”（62.2％）が“健

康（計）”（42.3％）より19.9ポイント高くなっている。 

14.4

51.9

20.4

22.9

48.5

39.2

32.8

57.2

72.1

19.1

23.9

52.9

10.8

18.4

15.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=3,718

健康（計）

n=1,436

健康ではない（計）

n=1,985

常に感じている ときどき感じている あまり感じていない ほとんど感じていない 不明
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（2）生きがい 

Q68-1．あなたが、現在「こころのハリ」や「生きがい」を感じていることは、どんなことです

か。（あてはまる全てに○） 

 

「テレビやラジオの視聴」が48.1％で も高く、以下、「家族との団らん」が38.4％、「ご近所や友

達とのつきあい」が22.3％、「学習や教養を高めること・趣味の活動」が21.0％などとなっている。 
 

9.2 

10.1 

22.3 

7.3 

21.0 

2.7 

6.3 

2.5 

16.1 

38.4 

48.1 

8.5 

20.3 

10.0 

2.8 

3.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

働くこと（自営・家事等を含む）

家族の世話や介護

ご近所や友達とのつきあい

スポーツ・レクリエーション

学習や教養を高めること・趣味の活動

町会・自治会の活動

老人クラブの活動

ボランティア活動

おしゃれや服装のこと

家族との団らん

テレビやラジオの視聴

信仰に関すること

旅行や買い物などの外出

その他

特にない

不明

（%）

n=1,389（複数回答）

 

［要介護状態区分］ 

要支援1～要介護2は「テレビやラジオの視聴」が、要介護3以上は「家族との団らん」が も高く

なっている。 
(%)

回
答
者
数

（人

）
（複
数
回
答

）

働
く
こ
と

（自
営
・
家
事
等
を
含
む

）

家
族
の
世
話
や
介
護

ご
近
所
や
友
達
と
の
つ
き
あ
い

ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

学
習
や
教
養
を
高
め
る
こ
と
・
趣
味
の
活
動

町
会
・
自
治
会
の
活
動

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

お
し

ゃ
れ
や
服
装
の
こ
と

家
族
と
の
団
ら
ん

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
視
聴

信
仰
に
関
す
る
こ
と

旅
行
や
買
い
物
な
ど
の
外
出

そ
の
他

特
に
な
い

不
明

全体 1,389 9.2 10.1 22.3 7.3 21.0 2.7 6.3 2.5 16.1 38.4 48.1 8.5 20.3 10.0 2.8 3.2

要支援１ 227 13.2 15.0 27.3 11.5 29.5 4.4 8.8 7.0 20.7 24.2 48.0 8.8 28.6 4.8 3.1 4.0

要支援２ 295 13.2 12.2 25.4 5.8 20.3 2.0 8.1 2.7 18.6 37.6 52.9 10.5 23.4 5.8 1.4 2.4

要介護１ 177 6.8 9.6 25.4 9.6 18.6 1.7 10.7 0.0 17.5 34.5 44.1 9.6 19.8 11.9 2.3 2.8

要介護２ 342 7.3 5.3 20.8 4.7 20.5 2.9 3.5 1.2 16.4 41.2 50.6 7.0 17.3 14.0 3.2 2.9

要介護３ 163 3.7 6.7 16.0 8.0 16.6 3.1 2.5 2.5 9.8 52.1 42.9 5.5 11.7 17.2 2.5 3.1

要介護４ 71 1.4 7.0 9.9 4.2 18.3 0.0 1.4 0.0 9.9 50.7 49.3 7.0 22.5 8.5 5.6 0.0

要介護５ 29 3.4 13.8 10.3 0.0 13.8 0.0 3.4 0.0 6.9 55.2 48.3 13.8 13.8 3.4 0.0 0.0

わからない 15 40.0 40.0 33.3 20.0 40.0 13.3 33.3 13.3 13.3 40.0 26.7 13.3 40.0 13.3 0.0 6.7
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［一人暮らし・日中独居］ 

いずれの居住形態においても「テレビやラジオの視聴」が も高いが、家族などと同居のうち、日

中一人にならない人は「家族との団らん」が高くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

働
く
こ
と

（
自
営
・
家
事
等

を
含
む

）

家
族
の
世
話
や
介
護

ご
近
所
や
友
達
と
の
つ
き
あ

い ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ

ョ
ン

学
習
や
教
養
を
高
め
る
こ

と
・
趣
味
の
活
動

町
会
・
自
治
会
の
活
動

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

お
し

ゃ
れ
や
服
装
の
こ
と

家
族
と
の
団
ら
ん

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
視
聴

信
仰
に
関
す
る
こ
と

旅
行
や
買
い
物
な
ど
の
外
出

そ
の
他

特
に
な
い

不
明

全体 1,389 9.2 10.1 22.3 7.3 21.0 2.7 6.3 2.5 16.1 38.4 48.1 8.5 20.3 10.0 2.8 3.2

一人暮らし 371 9.4 5.1 29.6 8.9 22.9 3.2 8.4 3.8 20.8 18.9 47.2 10.2 23.5 10.0 2.2 3.5

家族などと同居
（二世帯住宅を含む） 715 8.4 11.5 19.6 6.6 20.6 2.4 6.0 2.7 14.5 47.7 48.3 7.8 19.9 10.9 2.9 2.7

（日中独居）よくある 181 8.3 10.5 25.4 8.3 23.8 2.8 9.9 2.2 15.5 38.7 47.5 12.2 23.8 13.3 2.8 3.9

（日中独居）たまにある 309 9.1 12.6 19.4 9.1 24.3 2.3 5.5 3.9 16.5 48.9 51.5 6.5 20.7 10.7 2.6 1.6

（日中独居）ほとんどない 206 6.8 10.2 13.6 1.5 12.6 1.0 2.4 1.0 11.2 54.9 44.2 6.8 15.0 10.2 3.9 1.5

その他（施設入居など） 86 7.0 15.1 17.4 9.3 17.4 1.2 2.3 0.0 14.0 36.0 41.9 8.1 19.8 8.1 4.7 3.5
 

※“日中よく一人になる”“日中たまに一人になる”“日中一人にならない”は“家族などと同居（二世帯住宅を含む）”

の内訳 

 

［健康だと思うか］ 

すべての項目において“健康（計）” が“健康ではない（計）”を上回っており、特に「旅行や買

い物などの外出」が7.3ポイント、「スポーツ・レクリエーション」、「おしゃれや服装のこと」が5.6

ポイント高くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

働
く
こ
と

（
自
営
・
家
事
等
を
含

む

）

家
族
の
世
話
や
介
護

ご
近
所
や
友
達
と
の
つ
き
あ
い

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

学
習
や
教
養
を
高
め
る
こ
と
・
趣

味
の
活
動

町
会
・
自
治
会
の
活
動

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

お
し
ゃ
れ
や
服
装
の
こ
と

家
族
と
の
団
ら
ん

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
視
聴

信
仰
に
関
す
る
こ
と

旅
行
や
買
い
物
な
ど
の
外
出

そ
の
他

特
に
な
い

不
明

全体 1,389 9.2 10.1 22.3 7.3 21.0 2.7 6.3 2.5 16.1 38.4 48.1 8.5 20.3 10.0 2.8 3.2

健康（計） 701 11.0 11.8 24.1 10.0 23.0 3.3 7.6 3.1 18.8 40.5 49.9 8.3 23.8 9.0 2.9 2.9

健康ではない（計) 599 7.3 8.7 20.9 4.3 19.2 2.3 4.5 2.2 13.2 38.4 47.2 8.2 16.5 11.7 2.3 2.3
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（3）不安の有無 

Q69．あなたは、現在、生活の中で不安になったり、心配になったりすることはありますか。（1

つに○） 

 

「ほとんどない」（10.6％）と「あまりない」（16.3％）を合わせた『ない』は26.9％、「ときどき

ある」（39.5％）と「よくある」（25.0％）を合わせた『ある』が64.5％となっている。 

 
 

［一人暮らし・日中独居］ 

『ある』は一人暮らし（71.9％）、家族などと同居（64.7％）、その他（施設入居など）（51.1％）

となっており、家族などと同居では、日中独居になるにつれ、高くなっている。 

 

10.6

7.2

11.4

6.3

11.2

16.3

14.4

16.3

13.3

16.7

13.2

16.4

20.4

21.7

39.5

41.7

41.4

41.2

47.0

34.4

30.2

25.0

30.2

23.3

31.7

20.6

20.9

20.9

8.7

7.7

7.2

7.6

4.8

8.1

12.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=3,718

一人暮らし

n=845

家族などと同居

（二世帯住宅を含む）

n=1,935

（日中独居）よくある

n=476

（日中独居）たまにある

n=768

（日中独居）ほとんどない

n=633

その他（施設入居など）

n=374

ほとんどない あまりない ときどきある よくある 不明
 

※日中独居“よくある”“たまにある”“ほとんどない”は“家族などと同居（二世帯住宅を含む）”の内訳 

 

 

 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

『ある』は要支援2（69.7％）で も高くなっている。 

 
 

［隣近所とのつきあい］ 

「親しくつきあっている人（訪問したり、悩みごとを相談など）がいる」から『ない』、不安や心

配ごとがないから「つきあっている人はほとんどいない」という相関が推察される。 
 

10.6

11.3

7.8

9.7

15.3

16.3

15.4

15.5

16.9

17.2

39.5

42.8

47.7

43.1

30.9

25.0

23.4

21.9

24.4

30.5

8.7

7.1

7.1

5.8

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=3,718

親しく付き合っている人(訪問したり、

悩みごとを相談するなど）がいる

n=423

世間話や立ち話をする程度の人はいる

n=791

あいさつをする程度の人はいる

n=1,324

付き合っている人はほとんどいない

n=918

ほとんどない あまりない ときどきある よくある 不明
 

 



第3章  在宅介護保険認定者調査 

325 

［健康だと思うか］ 

『ある』は“健康（計）”（57.6％）が“健康ではない（計）”（71.6％）よりも14.0ポイント低くなっ

ている。 

 
 

（4）不安 

Q69-1．あなたが、不安になったり、心配になったりするのはどのようなことですか。（あては

まる全てに○） 

 

「自分の体調や病気について」が86.9％で も高く、以下、「家族の病気について」が32.3％、「将

来の自分の暮らしの先行き（生活設計など）について」が28.8％、「現在の生活や家計について」が

25.6％などとなっている。 
 

86.9 

32.3 

21.5 

25.6 

28.8 

12.7 

0.3 

8.6 

7.2 

1.0 

3.7 

12.4 

1.3 

1.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

自分の体調や病気について

家族の病気について

自分や身近な人が寝たきりや認知症

になったときの介護について

現在の生活や家計について

将来の自分の暮らしの先行き

（生活設計など）について

家庭や家族について

子育てについて

住居や住まいについて

財産や資産について

仕事について

人とのつきあいについて

こころのハリや生きがいについて

その他

不明

（%）

n=2,395（複数回答）
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［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度による大きな特徴の差はみられない。 

％
回
答
者
数

（

人
）

(

複

数
回
答

)

自
分
の
体
調

や
病
気
に
つ

い
て

家
族
の
病
気

に
つ
い
て

自
分
や
身
近

な
人
が
寝
た

き
り
や
認
知

症
に
な
っ

た

と
き
の
介
護

に
つ
い
て

現
在
の
生
活

や
家
計
に
つ

い
て

将
来
の
自
分

の
暮
ら
し
の

先
行
き
（

生

活
設
計
な

ど
）

に
つ
い

て 家
庭
や
家
族

に
つ
い
て

子
育
て
に
つ

い
て

住
居
や
住
ま

い
に
つ
い
て

財
産
や
資
産

に
つ
い
て

仕
事
に
つ
い

て 人
と
の
つ
き

あ
い
に
つ
い

て こ
こ
ろ
の
ハ

リ
や
生
き
が

い
に
つ
い
て

そ
の
他

不
明

全体 2,395 86.9 32.3 21.5 25.6 28.8 12.7 0.3 8.6 7.2 1.0 3.7 12.4 1.3 1.4

要支援１ 286 88.8 32.5 23.4 24.8 32.2 11.2 0.3 12.2 6.3 1.0 5.9 15.7 0.3 1.0

要支援２ 452 89.2 33.2 25.0 26.1 35.2 13.1 0.2 10.4 7.7 0.7 5.1 14.4 0.7 1.5

要介護１ 280 86.8 32.5 20.0 22.5 25.0 9.6 0.0 6.1 6.1 0.4 3.2 15.0 1.1 0.7

要介護２ 635 87.9 32.1 22.0 27.1 30.9 14.5 0.3 8.5 8.7 1.3 3.3 12.1 1.4 0.9

要介護３ 326 88.3 31.6 17.2 25.2 23.9 10.7 0.3 6.7 6.4 1.2 3.1 11.3 1.5 1.8

要介護４ 185 83.8 27.6 16.8 23.8 20.5 14.1 0.0 8.6 5.9 0.0 0.5 7.0 2.2 1.6

要介護５ 112 78.6 32.1 18.8 25.9 21.4 17.0 0.0 3.6 6.3 3.6 1.8 8.9 2.7 2.7

わからない 23 82.6 34.8 34.8 13.0 43.5 13.0 4.3 26.1 13.0 4.3 4.3 8.7 0.0 0.0
 

［世帯構成］ 

家族などと同居（二世帯住宅を含む）のうち、日中独居にならない人は「家族の病気について」、「自

分や身近な人が寝たきりや認知症になったときの介護について」が若干高くなっている。 
 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

自
分
の
体
調
や
病
気
に
つ
い
て

家
族
の
病
気
に
つ
い
て

自
分
や
身
近
な
人
が
寝
た
き
り
や
認
知

症
に
な
っ
た
と
き
の
介
護
に
つ
い
て

現
在
の
生
活
や
家
計
に
つ
い
て

将
来
の
自
分
の
暮
ら
し
の
先
行
き

（
生
活
設
計
な
ど

）
に
つ
い
て

家
庭
や
家
族
に
つ
い
て

子
育
て
に
つ
い
て

住
居
や
住
ま
い
に
つ
い
て

財
産
や
資
産
に
つ
い
て

仕
事
に
つ
い
て

人
と
の
つ
き
あ
い
に
つ
い
て

こ
こ
ろ
の
ハ
リ
や
生
き
が
い
に
つ
い

て そ
の
他

不
明

全体 2,395 86.9 32.3 21.5 25.6 28.8 12.7 0.3 8.6 7.2 1.0 3.7 12.4 1.3 1.4

一人暮らし 607 90.9 15.2 16.3 28.8 37.9 5.4 0.0 12.0 7.1 0.5 5.4 16.1 0.8 0.8
家族などと同居
（二世帯住宅を含む） 1,252 87.3 39.5 24.7 25.6 26.1 16.3 0.4 8.1 7.5 1.5 3.8 11.6 1.4 1.1

（日中独居）よくある 347 88.8 32.0 23.6 29.1 29.1 15.3 0.6 8.6 7.2 1.7 4.3 14.4 1.7 1.2

（日中独居）たまにある 519 88.1 42.2 25.2 26.2 27.2 18.1 0.2 9.6 6.7 1.9 3.5 11.8 1.2 1.0

（日中独居）ほとんどない 350 86.6 44.0 25.4 21.1 22.0 14.9 0.6 5.4 8.6 0.9 4.0 9.1 1.1 0.9

その他（施設入居など） 191 80.6 24.1 13.6 17.8 22.0 9.9 0.0 5.8 9.9 0.5 0.5 12.0 3.1 1.0  

※日中独居“よくある”“たまにある”“ほとんどない”は“家族などと同居（二世帯住宅を含む）”の内訳 
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［健康だと思うか］ 

「自分の体調や病気について」は“健康ではない（計）”（90.9％）が“健康（計）”（81.9％）より

9.0ポイント高くなっている。 
(%)

回
答
者
数

（
人

）
（
複

数
回
答

）

自
分
の
体
調

や
病
気
に
つ

い
て

家
族
の
病
気

に
つ
い
て

自
分
や
身
近

な
人
が
寝
た

き
り
や
認
知

症
に
な
っ
た

と
き
の
介
護

に
つ
い
て

現
在
の
生
活

や
家
計
に
つ

い
て

将
来
の
自
分

の
暮
ら
し
の

先
行
き

（
生

活
設
計
な

ど

）
に
つ
い

て 家
庭
や
家
族

に
つ
い
て

子
育
て
に
つ

い
て

住
居
や
住
ま

い
に
つ
い
て

財
産
や
資
産

に
つ
い
て

仕
事
に
つ
い

て 人
と
の
つ
き

あ
い
に
つ
い

て こ
こ
ろ
の
ハ

リ
や
生
き
が

い
に
つ
い
て

そ
の
他

不
明

全体 2,395 86.9 32.3 21.5 25.6 28.8 12.7 0.3 8.6 7.2 1.0 3.7 12.4 1.3 1.4

健康（計） 827 81.9 32.5 22.1 23.9 29.1 12.3 0.4 10.2 8.5 1.7 4.0 11.5 1.2 1.0

健康ではない（計） 1420 90.9 32.9 21.1 27.7 29.6 13.2 0.3 8.2 6.8 0.6 3.6 13.1 1.3 1.0

 

（5）不安や心配時に周りにしてほしいこと 

Q69-2．あなたは、不安になったり、心配になったりしたとき、周りの人にしてほしいことは

ありますか。（あてはまる全てに○） 

 

「声をかけてほしい」が50.6％で も高く、以下、「定期的に訪問してほしい」が21.2％、「市役所

など不安や心配ごとを解決してくれそうなところに連絡してほしい」18.0％などとなっている。 
 

50.6 

21.2 

18.0 

8.7 

7.0 

15.3 

0 10 20 30 40 50 60

声をかけてほしい

定期的に訪問してほしい

市役所など不安や心配ごとを解決して

くれそうなところに連絡してほしい

放っておいてほしい

その他

不明

（%）

n=2,395（複数回答）

 
 

［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度による大きな特徴の差はみられない。 

％
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回

答

）

声
を
か
け

て
ほ
し
い

定
期
的
に

訪
問
し
て

ほ
し
い

市
役
所
な

ど
不
安
や

心
配
ご
と

を
解
決
し

て
く
れ
そ

う
な
と
こ

ろ
に
連
絡

し
て
ほ
し

い 放

っ
て
お

い
て
ほ
し

い そ
の
他

不
明

全体 2,395 50.6 21.2 18.0 8.7 7.0 15.3

要支援１ 286 49.0 23.1 17.8 8.7 3.1 18.9

要支援２ 452 50.9 19.0 22.8 7.7 6.0 18.4

要介護１ 280 54.3 22.1 16.4 10.0 5.4 14.3

要介護２ 635 48.2 20.8 18.4 9.1 9.0 13.1

要介護３ 326 53.4 21.8 15.6 8.9 8.6 12.9

要介護４ 185 51.4 23.8 10.8 8.1 9.2 16.2

要介護５ 112 55.4 20.5 15.2 7.1 4.5 11.6

わからない 23 34.8 26.1 26.1 17.4 4.3 17.4  
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4．介護保険サービスについて 

（１）介護保険サービス 

Q70．あなたは、介護保険サービスを利用していますか。（どちらかに○） 

 

「利用している」が87.8％、「利用していない」は4.4％にとどまっている。 

 
［世帯構成］ 

「利用している」は家族などと同居（二世帯住宅を含む）が も高い。 

 

［要介護状態区分］ 

要支援1～要介護2は「利用している」が増加しているが、要介護3以上は減少している。 

87.8

84.1

84.4

88.8

93.4

92.7

91.7

90.6

57.1

4.4

6.9

6.2

3.9

1.9

2.9

3.8

1.7

28.6

7.8

9.0

9.4

7.3

4.6

4.4

4.5

7.7

14.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=3,718

要支援１

n=422

要支援２

n=648

要介護１

n=439

要介護２

n=929

要介護３

n=520

要介護４

n=312

要介護５

n=233

わからない

n=35

利用している 利用していない 不明  

（%） 

n=3,718 
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（２）不利用理由 

Q70-1．あなたがどのサービスも利用していない理由を教えてください。（1つに○） 

「自分でまだできるから」が36.6％で も高く、以下、「家族等の介護で十分だから」が12.8％な

どとなっている。 

 
 

（３）在宅利用 

Q70-2．次のような在宅サービスを利用していますか。（あてはまる全てに○） 

 

「通所介護（デイサービス）」が51.5％で も高く、以下、「福祉用具貸与」が34.1％、「訪問介護」

が27.7％などとなっている。 

27.7 

51.5 

8.1 

7.1 

20.4 

7.2 

13.8 

1.6 

12.8 

6.3 

0.4 

1.8 

34.1 

17.4 

13.7 

6.2 

2.6 

0 10 20 30 40 50 60

訪問介護

通所介護（デイサービス）

訪問看護

訪問入浴介護

通所リハビリテーション（デイケア）

訪問リハビリテーション

短期入所（ショートステイ）

認知症対応型通所介護

訪問診療（医師の訪問）

医師や薬剤師などによる療養上の指導

（居宅療養管理指導）

夜間対応型訪問介護

小規模多機能型居宅介護

福祉用具貸与

福祉用具購入

住宅改修

その他

不明

（%）

n=3,264（複数回答）

 

（%） 

n=164 
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［要介護状態区分］ 

要支援1～要介護1は「通所介護（デイサービス）」、「訪問介護」が、要介護2～4は「通所介護（デ

イサービス）」、「福祉用具貸与」が、要介護5は「福祉用具貸与」、「訪問診療（医師の訪問）」が高く

なっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回
答

）

訪
問
介
護

通
所
介
護

（
デ
イ
サ
ー

ビ
ス

）

訪
問
看
護

訪
問
入
浴
介
護

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

（
デ
イ

ケ
ア

）

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

短
期
入
所

（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ

）

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

訪
問
診
療

（
医
師
の
訪
問

）

医
師
や
薬
剤
師
な
ど
に
よ
る
療
養
上

の
指
導

（
居
宅
療
養
管
理
指
導

）

夜
間
対
応
型
訪
問
介
護

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

福
祉
用
具
貸
与

福
祉
用
具
購
入

住
宅
改
修

そ
の
他

不
明

全
体

3,264 27.7 51.5 8.1 7.1 20.4 7.2 13.8 1.6 12.8 6.3 0.4 1.8 34.1 17.4 13.7 6.2 2.6

要
支
援
１

355 26.5 34.9 2.3 1.1 17.5 2.5 0.8 0.6 2.0 2.0 0.0 1.4 12.7 9.0 8.2 9.3 6.2

要
支
援
２

547 32.0 42.6 2.7 2.7 22.1 3.5 4.0 1.1 4.2 3.7 0.0 0.2 23.6 12.6 11.7 6.9 2.2

要
介
護
１

390 25.4 63.3 5.6 3.3 19.7 3.1 9.7 2.1 7.4 6.7 0.3 1.3 18.7 9.2 7.4 3.6 0.5

要
介
護
２

868 23.8 56.3 6.0 6.3 24.5 5.9 15.1 1.2 11.1 5.0 0.2 1.5 39.9 20.4 16.8 5.0 1.6

要
介
護
３

482 23.9 59.3 8.7 8.9 21.4 11.2 20.5 2.7 15.1 7.5 0.2 1.9 44.6 21.2 16.2 5.8 2.5

要
介
護
４

286 31.8 56.3 18.5 13.3 17.8 15.4 29.4 2.4 26.9 11.2 0.7 3.5 53.5 29.0 20.3 8.0 1.4

要
介
護
５

211 37.4 38.9 30.8 26.5 10.9 19.9 29.9 1.9 46.0 17.1 3.3 7.1 56.9 27.0 15.2 10.0 4.7

わ
か
ら
な
い

20 25.0 70.0 0.0 5.0 20.0 0.0 5.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 5.0 15.0 0.0
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（4）生活の変化 

Q70-3．介護保険サービスを利用したことにより、あなたの生活に具体的にどのような変化が

ありましたか。（あてはまる全てに○） 

 

「体調が良くなった」が25.9％で も高く、以下、「精神的ストレスが減った」が24.6％、「外出す

る機会が増えた」が23.6％、「意欲が出てきた」が19.8％などとなっている。 

一方、「特に変化はない」が19.7％となっている。 
 

16.0 

19.8 

25.9 

24.6 

12.9 

23.6 

3.6 

1.1 

2.4 

1.2 

3.1 

2.2 

19.7 

9.2 

0 5 10 15 20 25 30

自分で身の回りのことができるようになった

意欲が出てきた

体調が良くなった

精神的ストレスが減った

家族に対する気兼ねが減った

外出する機会が増えた

自分で身の回りのことをしなくなった

意欲がなくなった

精神的ストレスが増えた

家族に対する気兼ねが増えた

外出する機会が減った

その他

特に変化はない

不明

（%）

n=3,264（複数回答）

 
 

［要介護状態区分］ 

要支援者は「精神的ストレスが減った」が、要介護1は「体調がよくなった」が、要介護2・3は「外

出する機会が増えた」が、要介護4・5は「特に変化はない」が も高くなっている。 
(%)

回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

自
分
で
身
の
回
り

の
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な

っ
た

意
欲
が
出
て
き
た

体
調
が
良
く
な

っ

た 精
神
的
ス
ト
レ
ス

が
減

っ
た

家
族
に
対
す
る
気

兼
ね
が
減

っ
た

外
出
す
る
機
会
が

増
え
た

自
分
で
身
の
回
り

の
こ
と
を
し
な
く

な

っ
た

意
欲
が
な
く
な

っ

た 精
神
的
ス
ト
レ
ス

が
増
え
た

家
族
に
対
す
る
気

兼
ね
が
増
え
た

外
出
す
る
機
会
が

減

っ
た

そ
の
他

特
に
変
化
は
な
い

不
明

全体 3,264 16.0 19.8 25.9 24.6 12.9 23.6 3.6 1.1 2.4 1.2 3.1 2.2 19.7 9.2

要支援１ 355 16.1 22.3 29.9 30.4 7.0 17.5 0.6 0.3 2.0 0.6 3.1 2.0 16.6 8.5

要支援２ 547 18.8 19.6 28.7 29.4 7.3 21.8 1.3 0.5 2.0 1.1 2.2 1.6 18.8 9.5

要介護１ 390 13.8 21.8 28.5 23.3 12.6 27.7 3.6 0.8 3.1 0.8 2.8 3.3 22.3 6.4

要介護２ 868 19.6 23.7 24.3 24.4 16.0 27.1 3.6 1.2 1.6 1.4 4.0 2.1 14.9 9.2

要介護３ 482 16.4 18.9 24.9 21.0 15.6 28.6 4.4 1.0 2.9 1.7 2.7 2.5 20.7 7.3

要介護４ 286 8.7 11.2 23.1 18.2 16.8 21.3 6.6 3.1 2.8 1.4 3.5 2.1 24.8 11.5

要介護５ 211 5.2 9.5 19.9 22.3 13.7 12.8 6.6 1.4 2.4 0.9 1.9 2.8 31.8 13.7

わからない 20 30.0 15.0 25.0 10.0 15.0 25.0 10.0 0.0 5.0 5.0 5.0 0.0 30.0 15.0
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（5）利用上限 

Q70-4．介護保険サービスには利用上限が設定されていますが、どのような利用をしています

か。（1つに○） 

 

「上限を超えないように利用している」が43.5％で も高く、以下、「いつも上限まで余裕がある」

が23.7％、「わからない」が18.0％などとなっている。 

 
 

［要介護状態区分］ 

他の要支援・要介護度に比べ、要介護5は「上限を超えて利用している」（18.5％）が高くなってい

る。 
 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

上
限
を
超

え
て
利
用

し
て
い
る

上
限
を
超

え
な
い
よ

う
に
利
用

し
て
い
る

い
つ
も
上

限
ま
で
余

裕
が
あ
る

わ
か
ら
な

い 不
明

全体 3,264 5.4 43.5 23.7 18.0 9.3

要支援１ 355 1.1 44.8 21.1 19.2 13.8

要支援２ 547 2.4 42.8 21.6 21.8 11.5

要介護１ 390 3.3 39.0 29.5 16.9 11.3

要介護２ 868 4.6 43.9 26.8 17.4 7.3

要介護３ 482 6.8 45.4 24.9 16.6 6.2

要介護４ 286 9.4 51.0 20.6 11.5 7.3

要介護５ 211 18.5 40.3 16.6 17.1 7.6

わからない 20 0.0 45.0 5.0 40.0 10.0
 

（%） 

n=3,264 
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（6）未上限理由 

Q70-4-1．上限を超えずに利用できる理由として挙げられるものを教えてください。（あてはま

る全てに○） 

 

「現在のサービスで、生活ができるから」が64.0％で も高く、以下、「家族にみてもらっている

から」が41.7％、「なるべく自分でするようにしているから」が28.0％、「ケアマネジャーが決めたか

ら」が17.5％などとなっている。 

64.0 

17.5 

15.1 

41.7 

7.5 

0.9 

1.4 

28.0 

2.1 

1.4 

0 10 20 30 40 50 60 70

現在のサービスで、生活ができるから

ケアマネジャーが決めたから

自己負担が大変だから

家族にみてもらっているから

利用したいサービスがなかったから

サービス提供事業者が見つからなかったから

利用したいサービス提供事業者・施設の定員

がいっぱいだから

なるべく自分でするようにしているから

その他

不明

（%）

n=775（複数回答）

 
 

［要介護状態区分］ 
 

要支援1～要介護3では、「現在のサービスで、生活ができるから」が も高くなっているが、要介

護4以上になると「家族にみてもらっているから」が も高くなっている。また、要支援1～2では「な

るべく自分でするようにしているから」が比較的高くなっている。 

 



第3章  在宅介護保険認定者調査 

334 

（7）ケアマネ選択理由 

Q71．現在のケアマネジャーに決めた理由を教えてください。（あてはまる全てに○） 

 

「親身に相談に乗ってくれたから」が29.6％で も高く、以下、「自宅から近いから」が22.1％、「地

区が決まっているから」18.0％などとなっている。 

22.1

16.7

29.6

10.6

18.0

14.0

10.8

8.8

0 5 10 15 20 25 30 35

自宅から近いから

話しやすいから

親身に相談に乗ってくれたから

併設のサービスがあったから

地区が決まっているから

その他

特にない

不明

（%）

n=3,718（複数回答）

 

 

［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度による大きな特徴の差はみられない。 
 

％
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

自
宅
か
ら
近
い
か
ら

話
し
や
す
い
か
ら

親
身
に
相
談
に
乗
っ

て
く
れ
た
か
ら

併
設
の
サ
ー

ビ
ス
が

あ
っ

た
か
ら

地
区
が
決
ま
っ

て
い

る
か
ら

そ
の
他

特
に
な
い

不
明

全体 3,718 22.1 16.7 29.6 10.6 18.0 14.0 10.8 8.8

要支援１ 422 14.0 13.0 22.5 5.0 41.9 9.7 8.8 8.8

要支援２ 648 19.0 15.6 28.4 6.2 31.6 9.7 8.5 8.6

要介護１ 439 26.2 18.7 28.7 11.4 11.8 15.3 13.2 8.2

要介護２ 929 24.2 20.0 32.0 13.7 12.3 15.8 10.4 6.2

要介護３ 520 24.4 18.1 34.2 12.9 9.6 16.2 12.5 5.8

要介護４ 312 24.7 14.7 31.1 13.5 8.7 17.3 13.5 8.7

要介護５ 233 25.3 14.6 25.3 17.2 7.7 19.7 12.9 9.0

わからない 35 17.1 14.3 34.3 5.7 5.7 5.7 14.3 28.6
 

 



第3章  在宅介護保険認定者調査 

335 

（8）ケアマネ選択相談 

Q72．現在のケアマネジャーやサービス事業所を選択するにあたって参考または相談したところ

はどこですか。（あてはまる全てに○） 

 

「地域包括支援センター・在宅介護支援センター」が35.2％で も高く、以下、「市からの書類」

が24.2％、「知人・家族の紹介」が23.1％などとなっている。 

24.2

35.2

1.4

23.1

13.9

12.1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

市からの書類

地域包括支援センター・在宅介護支援センター

インターネットで検索

知人・家族の紹介

その他

不明

（%）

n=3,718（複数回答）

 

 

［要介護状態区分］ 

要支援1～要介護2は「地域包括支援センター・在宅介護支援センター」が、要介護3以上は「市か

らの書類」が高くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

市
か
ら
の
書
類

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
・
在

宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
で
検
索

知
人
・
家
族
の

紹
介

そ
の
他

不
明

全体 3,718 24.2 35.2 1.4 23.1 13.9 12.1

要支援１ 422 22.7 53.6 0.7 14.7 7.1 13.0

要支援２ 648 24.4 48.6 0.6 18.1 8.5 10.5

要介護１ 439 21.4 34.6 1.6 24.8 15.5 12.1

要介護２ 929 22.9 33.4 1.5 26.6 15.6 8.7

要介護３ 520 30.0 24.8 1.9 28.3 17.7 7.5

要介護４ 312 26.6 24.0 1.6 25.3 20.5 11.5

要介護５ 233 27.9 21.9 3.0 27.9 16.7 16.3

わからない 35 14.3 22.9 0.0 17.1 22.9 25.7
 

 

 

 

 

 



第3章  在宅介護保険認定者調査 

336 

（9）地域包括支援センター 

Q73．地域包括支援センターを利用していますか。（1つに○） 

 

「知らない」が32.7％で も高く、以下、「知っているが利用していない」が29.3％、「利用してい

る」が24.6％などとなっている。 

 
 

［要介護状態区分］ 

要支援者に比べ、要介護者の認知度は低く、これがケアマネジャーの選択と相関しているものと推

察する。 

 

 

（%） 

n=3,718 
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5．介護保険や権利擁護の制度について 

（1）介護保険制度介護保険制度 

Q74．あなたは、次の介護保険制度について、知っているものはありますか。（知っているもの

全てに○） 

 

「介護保険のサービスを利用する場合、まず市に要介護（要支援）認定の申請をする」が61.7％で

も高く、以下、「サービスを利用したときは、原則、かかった費用の1割を利用者が負担する」が61.1％、

「要介護（要支援）認定区分に応じて、利用できる介護（介護予防）サービスの利用限度額が異なる」

が51.5％などとなっている。 

44.0

37.8

61.7

51.5

61.1

33.4

21.5

0 10 20 30 40 50 60 70

原則として40歳以上の方全員が加入し、保険料を納める

65歳以上の方（第１号被保険者）の保険料は、市町村ごとに

被保険者本人の所得や世帯の課税状況によって決まる

介護保険のサービスを利用する場合、まず市に

要介護（要支援）認定の申請をする

要介護（要支援）認定区分に応じて、利用できる介護

（介護予防）サービスの利用限度額が異なる

サービスを利用したときは、原則、かかった費用の

１割を利用者が負担する

介護保険は、被保険者が納める保険料と利用者の１割の

負担金のほかに、約半分は税金を財源にしている

不明

（%）

n=3,718（複数回答）

 
 

［要介護状態区分］ 

いずれの要支援・要介護度においても「介護保険のサービスを利用する場合、まず市に要介護（要

支援）認定の申請をする」、「サービスを利用したときは、原則、かかった費用の1割を利用者が負担

する」が高くなっている。 
(%)

回
答
者
数

（人

）
（複
数
回
答

）

原
則
と
し
て
4
0
歳
以
上
の
方
全

員
が
加
入
し

、
保
険
料
を
納
め
る

6
5
歳
以
上
の
方

（第
１
号
被
保

険
者

）の
保
険
料
は

、
市
町
村
ご

と
に
被
保
険
者
本
人
の
所
得
や
世

帯
の
課
税
状
況
に
よ

っ
て
決
ま
る

介
護
保
険
の
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
場
合

、
ま
ず
市
に
要
介
護

（要

支
援

）認
定
の
申
請
を
す
る

要
介
護

（要
支
援

）認
定
区
分
に

応
じ
て

、
利
用
で
き
る
介
護

（介

護
予
防

）サ
ー
ビ
ス
の
利
用
限
度

額
が
異
な
る

サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
は

、

原
則

、
か
か

っ
た
費
用
の
１
割
を

利
用
者
が
負
担
す
る

介
護
保
険
は

、
被
保
険
者
が
納
め

る
保
険
料
と
利
用
者
の
１
割
の
負

担
金
の
ほ
か
に

、
約
半
分
は
税
金

を
財
源
に
し
て
い
る

不
明

全体 3,718 44.0 37.8 61.7 51.5 61.1 33.4 21.5

要支援１ 422 47.9 42.7 70.4 54.7 66.8 41.7 13.7

要支援２ 648 46.5 42.7 67.7 57.7 68.4 38.6 16.4

要介護１ 439 36.7 32.1 54.0 44.9 52.6 28.5 24.4

要介護２ 929 44.9 38.5 62.8 53.4 63.7 34.0 20.1

要介護３ 520 48.3 36.7 61.3 50.0 61.5 32.3 22.7

要介護４ 312 43.3 36.9 61.5 54.8 59.9 28.5 21.5

要介護５ 233 45.9 34.8 61.8 52.4 57.5 31.3 28.3

わからない 35 28.6 37.1 42.9 25.7 40.0 22.9 37.1
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［世帯構成］ 

いずれの世帯構成においても「介護保険のサービスを利用する場合、まず市に要介護（要支援）認

定の申請をする」、「サービスを利用したときは、原則、かかった費用の1割を利用者が負担する」が

高くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回
答

）

原
則
と
し
て
4
0
歳
以
上
の
方
全
員

が
加
入
し

、
保
険
料
を
納
め
る

6
5
歳
以
上
の
方

（
第
１
号
被
保
険

者

）
の
保
険
料
は

、
市
町
村
ご
と
に

被
保
険
者
本
人
の
所
得
や
世
帯
の
課

税
状
況
に
よ

っ
て
決
ま
る

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合

、
ま
ず
市
に
要
介
護

（
要
支

援

）
認
定
の
申
請
を
す
る

要
介
護

（
要
支
援

）
認
定
区
分
に
応

じ
て

、
利
用
で
き
る
介
護

（
介
護
予

防

）
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
限
度
額
が
異

な
る

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
は

、
原

則

、
か
か

っ
た
費
用
の
１
割
を
利
用

者
が
負
担
す
る

介
護
保
険
は

、
被
保
険
者
が
納
め
る

保
険
料
と
利
用
者
の
１
割
の
負
担
金

の
ほ
か
に

、
約
半
分
は
税
金
を
財
源

に
し
て
い
る

不
明

全体 3,718 44.0 37.8 61.7 51.5 61.1 33.4 21.5

一人暮らし 845 39.2 38.8 60.4 51.2 61.8 35.9 19.6

家族などと同居
（二世帯住宅を含む） 1,935 48.7 40.2 65.8 55.9 66.0 34.3 18.2

その他（施設入居など） 374 35.8 28.1 47.6 40.9 44.7 23.5 37.4
 

 

（2）介護保険料 

Q75．今後、65歳以上の方が増加し、要介護の認定対象者が増加する一方、それを支える40歳から

64歳までの方は減少していきます。あなたは、負担する費用と受けられるサービスについて

も近い考え方はどれですか。（それぞれ1つに○） 

 

 負担している保険料 
 

「とても負担である」（16.3％）と「やや負担である」（31.6％）を合わせた『負担である』が47.9％、

「それほど負担ではない」（14.7％）と「負担とは思わない」（7.8％）を合わせた『負担ではない』

が22.5％となっている。 

 
 

 

 

 

 

 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度の重軽度における保険料の負担感は様々となっている。 

16.3

12.8

16.5

12.8

16.7

16.3

17.6

24.9

11.4

31.6

32.0

33.8

27.3

33.0

36.7

30.4

26.2

25.7

14.7

21.6

16.5

15.0

14.0

12.3

12.8

11.6

5.7

7.8

10.7

8.6

7.1

8.5

5.8

5.4

6.9

2.9

17.0

12.6

13.4

23.5

18.0

18.1

19.9

14.2

25.7

12.6

10.4

11.1

14.4

9.8

10.8

13.8

16.3

28.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=3,718

要支援１

n=422

要支援２

n=648

要介護１

n=439

要介護２

n=929

要介護３

n=520

要介護４

n=312

要介護５

n=233

わからない

n=35

とても負担である やや負担である それほど負担ではない

負担とは思わない 負担している金額がわからない 不明
 

 

 サービス利用料（利用者負担） 
 

「とても負担となっている」（13.2％）と「やや負担となっている」（34.6％）を合わせた『負担と

なっている』が47.8％で、「それほど負担ではない」（27.4％）と「負担とは思わない」（9.7％）を合

わせた『負担ではない』が37.1％となっている。 

 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

要介護度が重度化するにつれ、『負担ではない』が概ね低下している。 

 
 

 受けられるサービス 
 

「保険料などの負担もサービスも現行水準を維持すべきとなっている」が30.0％で も高く、「保

険料などの負担が増えても施設サービスも在宅サービスも両方充実していくべき」が21.4％、「サー

ビスが多少限定されても保険料などの負担を抑えるべきとなっている」が14.3％などとなっている。 

 

（%） 

n=3,718 
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［要介護状態区分］ 

いずれの要支援・要介護度においても「保険料などの負担もサービスも現行水準を維持すべきと

なっている」が も高くなっている。 

 
 

（3）権利擁護 

Q76．あなたは、高齢者が安心して暮らせるための権利擁護の制度や仕組みを知っていますか。

（知っているもの全てに○） 

 

「成年後見制度」が28.1％で も高く、以下、「クーリングオフ制度」が26.3％、「日常生活自立支

援事業（地域福祉権利擁護事業）」が24.1％などとなっている。 

24.1

28.1

6.9

12.3

3.8

26.3

47.1

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業）

成年後見制度

市民後見人の活動

松戸市高齢者虐待の通報・相談窓口

法テラス

クーリングオフ制度

不明

（%）

n=3,718（複数回答）
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［要介護状態区分］ 

いずれの要支援・要介護度においても「クーリングオフ制度」と「成年後見制度」は高くなってい

る。また、「日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業）」は要支援1と要支援2で高くなっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

（
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事

業

）

成
年
後
見
制
度

市
民
後
見
人
の
活
動

松
戸
市
高
齢
者
虐
待
の
通

報
・
相
談
窓
口

法
テ
ラ
ス

ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
制
度

不
明

全体 3,718 24.1 28.1 6.9 12.3 3.8 26.3 47.1

要支援１ 422 32.2 32.7 7.6 13.5 3.6 32.7 37.9

要支援２ 648 29.0 29.0 8.0 13.9 3.5 27.2 41.7

要介護１ 439 23.0 26.9 5.7 11.4 2.5 21.2 50.1

要介護２ 929 21.4 27.8 7.3 11.3 4.7 27.9 47.6

要介護３ 520 20.8 27.9 6.9 12.9 3.5 26.9 49.4

要介護４ 312 21.8 27.9 4.2 12.2 4.5 26.9 50.6

要介護５ 233 21.5 33.5 6.9 11.2 4.7 25.8 47.6

わからない 35 25.7 22.9 11.4 17.1 2.9 8.6 57.1  
 

（4）認知症 

Q77．あなたは認知症に関する次の内容を知っていますか。（知っているもの全てに○） 

 

「脳の障害によって、記憶力・判断力・理解力が低下する病気であり、多くの人がかかる可能性が

ある」が69.0％で も高く、以下、「原因や状態によっては、早期に発見し適切な治療を受けること

によって、症状を軽くしたり、進行を遅らせたりすることができる」が54.9％などとなっている。 

69.0

54.9

34.7

38.0

35.2

21.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

脳の障害によって、記憶力・判断力・理解力が低下する病気

であり、多くの人がかかる可能性がある

原因や状態によっては、早期に発見し適切な治療を受けること

によって、症状を軽くしたり、進行を遅らせたりすることができる

何もわからなくなってしまうわけではなく、感情やプライドは

保たれるため、本人は多くの不安や混乱を抱えている

環境の変化への適応が難しくなるため、住み慣れた家庭や地域

の暮らしの中で、生活することが大切である

徘徊などの行動には原因があり、無理に押さえ込むのではなく、

接し方を工夫したり、周りの環境を整えることが大切である

不明

（%）

n=3,718（複数回答）
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［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度による大きな特徴の差はみられない。 
％

回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回
答

）

脳
の
障
害
に
よ

っ
て

、
記
憶
力
・

判
断
力
・
理
解
力
が
低
下
す
る
病

気
で
あ
り

、
多
く
の
人
が
か
か
る

可
能
性
が
あ
る

原
因
や
状
態
に
よ

っ
て
は

、
早
期

に
発
見
し
適
切
な
治
療
を
受
け
る

こ
と
に
よ

っ
て

、
症
状
を
軽
く
し

た
り

、
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る

何
も
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
う

わ
け
で
は
な
く

、
感
情
や
プ
ラ
イ

ド
は
保
た
れ
る
た
め

、
本
人
は
多

く
の
不
安
や
混
乱
を
抱
え
て
い
る

環
境
の
変
化
へ
の
適
応
が
難
し
く

な
る
た
め

、
住
み
慣
れ
た
家
庭
や

地
域
の
暮
ら
し
の
中
で

、
生
活
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

徘
徊
な
ど
の
行
動
に
は
原
因
が
あ

り

、
無
理
に
押
さ
え
込
む
の
で
は

な
く

、
接
し
方
を
工
夫
し
た
り

、

周
り
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る

不
明

全体 3,718 69.0 54.9 34.7 38.0 35.2 21.1

要支援１ 422 74.2 65.9 42.9 47.6 40.8 16.6

要支援２ 648 75.0 63.6 37.8 43.7 44.3 15.7

要介護１ 439 67.4 50.8 31.9 35.3 31.4 20.5

要介護２ 929 69.4 56.2 35.3 37.6 32.5 18.8

要介護３ 520 67.7 50.0 32.5 35.8 34.0 23.1

要介護４ 312 67.6 49.4 32.1 37.2 32.7 24.7

要介護５ 233 61.4 48.5 31.8 28.3 33.9 31.3

わからない 35 54.3 54.3 34.3 28.6 28.6 22.9  
 

（5）認知症対策 

Q78．松戸市が行っている認知症対策について、より充実させたほうがいいと思うものはどれで

すか。（あてはまる全てに○） 

 

「認知症サポーター養成講座（認知症に関する正しい知識を理解し、認知症の方や家族を見守る認

知症サポーターを養成する講座）」が33.8％で も高く、以下、「防災行政用無線による徘徊高齢者の

探索（認知症の方が徘徊し、行方不明になった場合に早期発見するため防災行政用無線で放送する）」

が31.6％などとなっている。 

30.3

24.7

33.8

31.6

34.5

0 5 10 15 20 25 30 35 40

認知症予防教室や認知症講演会

認知症の方を介護する方の集まり

認知症サポーター養成講座（認知症に関する正しい

知識を理解し、認知症の方や家族を見守る認知症

サポーターを養成する講座）

防災行政用無線による徘徊高齢者の探索（認知症

の方が徘徊し、行方不明になった場合に早期発見

するため防災行政用無線で放送する）

不明

（%）

n=3,718（複数回答）

 
 

［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度による大きな特徴の差はみられない。 
％

回
答
者
数

（人
）
（複
数
回
答

）

認
知
症
予
防
教
室
や
認
知
症
講
演
会

認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
方
の
集
ま
り

認
知
症
サ
ポ

ー
タ

ー
養
成
講
座

（認
知
症

に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
理
解
し

、認
知

症
の
方
や
家
族
を
見
守
る
認
知
症
サ
ポ

ー

タ

ー
を
養
成
す
る
講
座

）

防
災
行
政
用
無
線
に
よ
る
徘
徊
高
齢
者
の

探
索

（認
知
症
の
方
が
徘
徊
し

、行
方
不

明
に
な

った
場
合
に
早
期
発
見
す
る
た
め

防
災
行
政
用
無
線
で
放
送
す
る

）

不
明

全体 3,718 30.3 24.7 33.8 31.6 34.5

要支援１ 422 39.3 27.3 37.2 36.5 29.1

要支援２ 648 32.7 25.3 33.5 33.8 32.4

要介護１ 439 31.2 24.4 32.1 29.8 34.9

要介護２ 929 29.1 26.5 35.5 32.3 33.2

要介護３ 520 29.4 22.7 34.6 32.7 32.7

要介護４ 312 26.3 22.4 34.3 29.5 36.9

要介護５ 233 22.3 25.3 31.8 27.0 39.9

わからない 35 31.4 25.7 37.1 37.1 34.3  



第3章  在宅介護保険認定者調査 

344 

6．今後の生活について 

（１）希望介護場所 

Q79．あなたは、今後どこで介護を受けたいと思いますか。（1つに○） 

「現在の住まいで介護を受けたい」が45.5％で も高く、以下、「特別養護老人ホームや老人保健

施設などの介護保険施設に入所して介護を受けたい」が14.1％などとなっている。 

 
 

［日常生活圏域］ 

「現在の住まいで介護を受けたい」は六実六高台地区（51.8％）が も高くなっている。 

45.5

43.6

49.0

47.2

45.8

49.7

49.3

48.1

46.9

51.8

41.7
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1.2

3.1

1.1

2.0

1.4

0.7

1.9

0.6

2.0

2.7

0.8

2.2

0.0

9.4

8.9

6.4

9.3
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10.1

11.3

10.0
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10.5

5.1

11.3

9.0

7.9

8.7

9.9

8.4

9.3

11.3

9.2

10.1

7.7

5.4

8.5

10.9

8.2

7.0

7.2

11.0

10.0

10.9

9.0

8.1

7.9

14.4

7.2

8.8

9.6

4.9

10.1

10.5

8.2

7.2

7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=3,718

本庁地区

n=202

明第１地区

n=345

明第２東地区

n=161

明第２西地区

n=177

矢切地区

n=153

東部地区
n=207

常盤平地区

n=453

五香松飛台地区

n=260

六実六高台地区

n=164

馬橋地区

n=247

小金地区

n=294

小金原地区

n=256

新松戸地区

n=223

馬橋西地区

n=127

現在の住まいで介護を受けたい

介護付きの有料老人ホームや高齢者住宅に住み替えて介護を受けたい

特別養護老人ホームや老人保健施設などの介護保険施設に入所して介護を受けたい

病院に入院して介護を受けたい

その他

一概に言えない

わからない

不明

 

（%） 

n=3,718 
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［世帯構成］ 

家族などと同居（二世帯住宅を含む）は「現在の住まいで介護を受けたい」が53.2％で も高くなっ

ている。 

45.5

42.7

53.2

12.6

6.4

7.8

4.8

15.2

14.1

14.6

14.1

17.1

4.6

5.9

4.1

2.7

1.4

0.7

0.2

11.0

9.4

9.2

9.6

9.1

8.7

9.5

7.0

12.6

10.0

9.6

7.0

19.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=3,718

一人暮らし

n=845

家族などと同居

（二世帯住宅を含む）

n=1,935

その他（施設入居など）

n=374

現在の住まいで介護を受けたい

介護付きの有料老人ホームや高齢者住宅に住み替えて介護を受けたい

特別養護老人ホームや老人保健施設などの介護保険施設に入所して介護を受けたい

病院に入院して介護を受けたい

その他

一概に言えない

わからない

不明
 

 

［要介護状態区分］ 

「現在の住まいで介護を受けたい」は要介護度2と3が高くなっている。 

 



第3章  在宅介護保険認定者調査 

346 

（２）在宅理由 

Q79-1．あなたが、在宅を選択する理由を教えてください。（1つに○） 

 

「現在の住まいで生活を続けたいから」が52.2％で も高く、以下、「施設に入るだけの経済的余

裕がないから」が15.0％、「在宅で十分な介護が受けられるから」が14.9％などとなっている。 

 
 

［要介護状態区分］ 

いずれの要支援・要介護度においても「現在の住まいで生活を続けたいから」が も高くなってい

る。 

 

 

（%） 

n=1,690 
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（3）希望介護形態 

Q79-2．その際に、あなたはどのような介護を受けたいですか。（1つに○） 

 

「家族の介護を中心に、ホームヘルパーなどの外部の介護も利用したい」が44.5％で も高く、以

下、「ホームヘルパーなどの外部の介護を中心に、家族による介護も受けたい」が22.6％、「家族だけ

に介護されたい」が10.9％などとなっている。 

 
 

［要介護状態区分］ 

要介護度が上がるにつれ、「家族の介護を中心に、ホームヘルパーなどの外部の介護も利用したい」

は概ね高くなっている。 
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2.8
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9.5
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6.2

4.4

5.7

5.0

18.2

5.3
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4.9

3.2

4.6

4.0

8.5
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9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=1,690

要支援１

n=173

要支援２

n=263

要介護１
n=189

要介護２

n=482

要介護３

n=275

要介護４

n=141

要介護５

n=100

わからない
n=11

家族だけに介護されたい

家族の介護を中心に、ホームヘルパーなどの外部の介護も利用したい

ホームヘルパーなどの外部の介護を中心に、家族による介護も受けたい

ホームヘルパーなどの外部の介護だけを受けたい

その他

わからない

不明
 

（%） 

n=1,690 
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（4）施設理由 

Q79-3．あなたが、施設入所を選択する理由を教えてください。（1つに○） 

 

「家族に負担をかけたくないから」が27.4％で も高く、以下、「家族は高齢や体力が弱いなど、

十分な介護ができないから」が18.5％、「専門的な介護が受けられるから」が10.6％、「家族は仕事を

しているなど、介護の時間が十分にとれないから」が10.4％となっている。 

 
 

［要介護状態区分］ 

東部地区の「家族に負担をかけたくないから」（40.0％）が も高くなっている。 

9.4

7.8

12.2

5.4

5.0

3.6

2.2

11.3

8.8

2.6

9.8

12.0

7.2

10.6

13.3

10.4

13.7

11.1

5.4

12.5

14.3

17.8

6.6

7.4

10.3

18.0

8.4

2.9

7.6

16.7

18.5

15.7

13.3

16.2

12.5

17.9

11.1

18.9

29.4

25.6

16.4

21.7

21.7

22.7

10.0

27.4

29.4

31.1

29.7

30.0

21.4

40.0

31.1

23.5

28.2

19.7

26.5

31.9

24.2

23.3

10.6

5.9

7.8

16.2

15.0

10.7

11.1

8.5

8.8

15.4

16.4

6.0

11.6

16.7

3.3

9.5

9.8

7.8

8.1

10.0

17.9

11.1

12.3

7.4

7.7

4.9

12.0

11.6

10.6
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2.4

2.0

4.4
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0.0

0.0

0.0

0.0

0.9
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0.0

0.0

0.0

1.5

0.0

0.6

2.0

1.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.3

6.3

7.8

5.6

8.1

7.5

7.1

2.2

2.8

4.4

2.6

9.8

3.6

7.2

0.0

6.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=934

本庁地区

n=51

明第１地区

n=90

明第２東地区

n=37

明第２西地区

n=40

矢切地区

n=28

東部地区

n=45

常盤平地区

n=106

五香松飛台地区

n=68

六実六高台地区

n=39

馬橋地区

n=61

小金地区

n=83

小金原地区

n=69

新松戸地区

n=66

馬橋西地区

n=30

家族がいないから

家族は仕事をしているなど、介護の時間が十分にとれないから

家族は高齢や体が弱いなど、十分な介護ができないから

家族に負担をかけたくないから

専門的な介護が受けられるから

緊急時の対応の面で安心だから

在宅で受けられる介護サービスでは不十分だから

介護のための部屋がない、入浴しにくいなど住宅の構造に問題があるから

その他

わからない

不明
 

（%） 

n=934 
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［世帯構成］ 

家族などと同居（二世帯住宅を含む）も「家族に負担をかけたくないから」施設入所を選択してい

る。 

 
 

［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度による大きな特徴の差はみられない。 
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（4）施設選択時重視 

Q79-4．あなたが施設を選ぶ際に重視したいことはどのようなことですか。（あてはまる全てに

○） 

 

「具合が悪くなった時にすぐに治療や看護を受けられること」が59.9％で も高く、以下、「職員

からきめ細やかな介護をしてもらえること」が52.6％、「料金が安いこと」が50.9％などとなってい

る。 
 

 

 

［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度による大きな特徴の差はみられない。 
(％）

回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回
答

）

職
員
か
ら
き
め
細
や
か
な
介
護
を
し
て
も

ら
え
る
こ
と

具
合
が
悪
く
な

っ
た
時
に
す
ぐ
に
治
療
や

看
護
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

リ
ハ
ビ
リ
が
充
実
し
て
い
る
こ
と

設
備
が
整

っ
て
い
る
こ
と

雰
囲
気
が
明
る
い
こ
と

個
室
が
整
備
さ
れ
る
な
ど

、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
保
た
れ
る
こ
と

料
金
が
安
い
こ
と

地
元

（
近
所

）
に
あ
る
こ
と

家
族
の
希
望
に
合
う
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

不
明

全体 934 52.6 59.9 30.9 40.4 40.9 38.8 50.9 36.6 24.2 0.7 1.1 2.4 7.0

要支援１ 118 37.3 66.9 28.0 39.8 44.1 44.1 49.2 28.0 21.2 0.8 0.8 3.4 4.2

要支援２ 185 49.7 65.9 35.1 44.3 40.0 35.1 47.6 37.3 24.3 0.5 1.1 3.2 7.6

要介護１ 102 56.9 58.8 31.4 46.1 49.0 40.2 54.9 33.3 23.5 1.0 2.0 1.0 4.9

要介護２ 214 54.2 60.3 34.1 39.7 38.8 39.7 53.3 38.3 22.4 0.0 0.0 1.4 8.4

要介護３ 129 59.7 55.8 31.8 39.5 41.9 39.5 58.1 38.8 34.1 0.8 1.6 2.3 3.1

要介護４ 85 61.2 54.1 24.7 31.8 42.4 37.6 43.5 44.7 24.7 2.4 1.2 2.4 7.1

要介護５ 56 64.3 62.5 21.4 44.6 42.9 42.9 48.2 44.6 23.2 1.8 1.8 1.8 7.1

わからない 11 36.4 54.5 36.4 45.5 18.2 54.5 54.5 36.4 9.1 0.0 0.0 9.1 18.2
 

n=934（複数回答） 

（%） 
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（5）申込施設 

Q79-5．既に申込みをしている施設はありますか。（あてはまる全てに○） 

 

「申込はしていない」が53.7％で も高いが、申込をしている人は「特別養護老人ホーム」が9.9％、

「介護老人保健施設」が2.1％などとなっている。 
 

 
 

［要介護状態区分］ 

特別養護老人ホームは要支援・要介護度が重度化するにつれ、「申込をしている」割合が概ね高く

なっている。 

(%)
回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム 介
護
老
人
保
健
施
設

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム

そ
の
他

申
込
は
し
て
い
な
い

不
明

全体 934 9.9 2.1 0.9 1.2 53.7 32.8

要支援１ 118 2.5 0.8 0.0 0.8 59.3 36.4

要支援２ 185 2.7 1.6 0.5 1.1 61.1 33.0

要介護１ 102 9.8 2.0 0.0 0.0 54.9 33.3

要介護２ 214 10.7 2.3 1.4 1.4 57.9 27.6

要介護３ 129 16.3 1.6 1.6 2.3 47.3 32.6

要介護４ 85 21.2 4.7 0.0 1.2 41.2 31.8

要介護５ 56 17.9 1.8 1.8 1.8 41.1 35.7

わからない 11 0.0 0.0 0.0 0.0 54.5 45.5  

n=934（複数回答） 

（%） 
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（6）申込期間 

Q79-5-1． 初の施設に申し込んでからどのくらいの期間がたちますか。（1つに○） 

 

「1年未満」が38.9％で も高く、以下、「1年以上2年未満」が17.5％、「2年以上3年未満」が14.3％、

「4年以上」が12.7％などとなっている。 
 

 

 

（7）入所許可時の対応 

Q79-5-2．施設より入所許可の連絡があったらあなたはどうしますか。（1つに○） 

 

「すぐに入所する」が40.5％で も高く、以下、「第一希望の施設なら入所するが、それ以外なら

辞退する」と「今のところ在宅で生活できそうなので辞退する」がともに11.9％となっている。 
 

 

（%） 

n=126 

（%） 

n=126 
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7．介護保険制度以外のサービスについて 

（１）高齢者施策 

Q82．松戸市では、介護保険制度以外にも高齢者施策を実施していますが、その施策の必要性に

ついてうかがいます。より充実させたほうがいいと思うものはどれですか。（あてはまる全

てに○） 

 

「一人暮らし高齢者の人が、急病等の緊急事態に対応するための緊急通報装置の貸与」が33.4％で

も高く、以下、「老人ホームなどの施設を増やす施策」が32.3％などとなっている。 
 

24.6

20.5

33.4

29.5

29.7

31.8

15.4

26.3

15.4

8.7

8.0

7.7

5.4

10.7

7.2

10.0

3.1

29.2

30.3

14.6

32.3

1.8

24.4

0 5 10 15 20 25 30 35 40

要支援・要介護状態になるおそれのある65歳以上

の方に対して行う介護予防事業

市内11ヶ所の地域包括支援センターで行っている、

介護・福祉・保健・医療等の総合的な相談窓口

一人暮らし高齢者の人が、急病等の緊急事態に対応

するための緊急通報装置の貸与

買物・食事の用意が困難な高齢者に食事を届け、

安否の確認をする配食サービス

一人暮らし高齢者や高齢者世帯の人が、軽易な日常

生活の援助を安価で利用できる軽度生活援助事業

急病等で自宅に救急車が来た時に救急隊が迅速な

対応ができるように、かかりつけ医等の情報を記入し、…

地震での家具転倒防止のための器具の購入費・取付費

の一部を助成する制度

在宅介護者の支援のため、紙おむつを支給する制度

高齢者の健康維持のために、はり・きゅう・あん摩の

助成券を交付する事業

地域で生きがいづくりやボランティア活動などをする

老人クラブへの支援

クラブ活動や高齢者のつどいの場としての老人福祉

センターやシニア交流センター

老人福祉センターの中にある無料で入浴できる浴室

市内の公衆浴場の入浴料を割り引きすることにより、

入浴を通じた交流を楽しんでもらう事業

敬老祝金の贈呈や町会等での敬老事業への支援

生涯学習大学や各種教養講座などの学習機会の

場の提供

シルバー人材センターの支援や高齢者無料職業紹介所

事業など、就労促進

ご長寿ハッピーコンテストや良い歯のコンクール

などのイベントの実施により高齢者の健康をめざす事業

低所得者の方に対する医療費の自己負担分の助成

介護保険の利用料・保険料などの助成

高齢者向けの住宅や家賃補助事業などの住宅施策

老人ホームなどの施設を増やす施策

その他

不明

（%）

n=3,718（複数回答）

 



第3章  在宅介護保険認定者調査 

354 

［要介護状態区分］ 

要支援1は「救急時情報用紙の配布」が、要支援2～要介護1は「緊急通報装置の貸与」が、要介護2・

3「老人ホームなどの施設を増やす施策」が、要介護4・5は「紙おむつを支給する制度」が も高く

なっている。 
 

(%)

回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
6
5
歳
以
上
の
方
に
対
し

て
行
う
介
護
予
防
事
業

市
内
1
1
ヶ

所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
行
っ

て
い
る
、

介
護
・
福

祉
・
保
健
・
医
療
等
の
総
合
的
な
相
談
窓
口

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
人
が
、

急
病
等
の
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
た
め
の

緊
急
通
報
装
置
の
貸
与

買
物
・
食
事
の
用
意
が
困
難
な
高
齢
者
に
食
事
を
届
け
、

安
否
の
確
認
を

す
る
配
食
サ
ー

ビ
ス

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
人
が
、

軽
易
な
日
常
生
活
の
援
助

を
安
価
で
利
用
で
き
る
軽
度
生
活
援
助
事
業

急
病
等
で
自
宅
に
救
急
車
が
来
た
時
に
救
急
隊
が
迅
速
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
、

か
か
り
つ
け
医
等
の
情
報
を
記
入
し
、

自
宅
に
備
え
て
お
く
救

急
時
情
報
用
紙
の
配
布

地
震
で
の
家
具
転
倒
防
止
の
た
め
の
器
具
の
購
入
費
・
取
付
費
の
一
部
を

助
成
す
る
制
度

在
宅
介
護
者
の
支
援
の
た
め
、

紙
お
む
つ
を
支
給
す
る
制
度

高
齢
者
の
健
康
維
持
の
た
め
に
、

は
り
・
き
ゅ

う
・
あ
ん
摩
の
助
成
券
を

交
付
す
る
事
業

地
域
で
生
き
が
い
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
を
す
る
老
人
ク
ラ

ブ
へ
の
支
援

ク
ラ
ブ
活
動
や
高
齢
者
の
つ
ど
い
の
場
と
し
て
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

や

シ
ニ
ア
交
流
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
中
に
あ
る
無
料
で
入
浴
で
き
る
浴
室

市
内
の
公
衆
浴
場
の
入
浴
料
を
割
り
引
き
す
る
こ
と
に
よ
り
、

入
浴
を
通

じ
た
交
流
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
事
業

敬
老
祝
金
の
贈
呈
や
町
会
等
で
の
敬
老
事
業
へ
の
支
援

生
涯
学
習
大
学
や
各
種
教
養
講
座
な
ど
の
学
習
機
会
の
場
の
提
供

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

の
支
援
や
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
事
業
な

ど
、

就
労
促
進

ご
長
寿
ハ
ッ

ピ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
や
良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
に
よ
り
高
齢
者
の
健
康
を
め
ざ
す
事
業

低
所
得
者
の
方
に
対
す
る
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
助
成

介
護
保
険
の
利
用
料
・
保
険
料
な
ど
の
助
成

高
齢
者
向
け
の
住
宅
や
家
賃
補
助
事
業
な
ど
の
住
宅
施
策

老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
施
設
を
増
や
す
施
策

そ
の
他

不
明

全
体

3,718 24.6 20.5 33.4 29.5 29.7 31.8 15.4 26.3 15.4 8.7 8.0 7.7 5.4 10.7 7.2 10.0 3.1 29.2 30.3 14.6 32.3 1.8 24.4

要
支
援
１

422 28.9 24.4 38.2 29.1 34.1 38.4 15.9 21.3 19.7 10.9 11.6 8.3 4.7 10.4 9.0 11.6 2.8 26.1 22.0 12.1 31.8 0.7 20.4

要
支
援
２

648 28.4 22.1 40.0 30.9 33.2 35.8 19.4 21.0 19.4 9.3 9.3 8.3 6.9 14.8 7.6 10.8 3.9 29.0 27.2 15.0 31.3 2.0 23.8

要
介
護
１

439 25.7 17.8 33.3 26.9 28.7 30.1 12.1 19.8 14.8 8.9 9.1 7.3 6.4 10.7 7.1 7.5 3.9 25.7 28.5 13.4 28.5 2.1 28.2

要
介
護
２

929 22.6 21.4 32.7 32.0 31.6 32.3 15.8 27.1 16.4 9.0 7.9 7.5 5.5 10.5 7.3 10.9 3.4 31.8 34.6 15.9 35.7 2.2 21.4

要
介
護
３

520 23.1 23.1 31.5 29.8 26.9 29.8 15.6 33.7 14.2 9.0 6.3 7.5 3.8 10.4 6.0 10.2 2.1 32.5 36.0 15.0 36.7 2.7 19.6

要
介
護
４

312 23.1 17.0 32.1 31.1 31.1 26.9 12.2 35.9 10.3 6.4 5.1 7.1 5.1 9.0 9.0 8.7 1.9 31.1 32.7 15.7 31.4 0.6 26.0

要
介
護
５

233 22.7 16.7 28.8 28.8 22.3 27.5 14.6 37.3 9.0 5.6 6.9 7.3 3.0 6.4 3.9 10.3 2.6 30.9 32.6 15.0 32.6 1.3 27.0

わ
か
ら
な
い

35 22.9 11.4 25.7 37.1 17.1 20.0 17.1 20.0 8.6 11.4 8.6 11.4 11.4 5.7 11.4 17.1 2.9 25.7 20.0 20.0 25.7 2.9 34.3
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（2）困っていること 

Q80．あなたは、普段の生活で特に困っていることがありますか。（3つまで○） 

 

「家の中の修理、電球の交換、部屋の模様替え」が21.0％で も高く、以下、「掃除」が17.2％、「通

院」が14.1％、「入浴」が12.7％、「買物」が12.2％などとなっている。 
 

 

 
 

［要介護状態区分］ 

要支援1～要介護2は「家の中の修理、電球の交換、部屋の模様替え」が、要介護3は「入浴」が、

要介護4・5は「排泄」が も高くなっている。 
(%)

回
答
者
数

（人

）
（複
数

回
答

）

家
の
中
の
修
理

、
電
球
の
交

換

、
部
屋
の
模
様
替
え

掃
除

洗
濯

買
物

ご
み
だ
し

自
治
会
活
動

公
共
料
金
の
支
払
い

家
・
庭
の
中
の
移
動

散
歩
・
外
出

通
院

食
事
の
準
備
・
調
理
・
後

始
末

食
事
を
食
べ
る

薬
を
飲
む

、
は
る

、
ぬ
る

歯
磨
き

、
入
れ
歯
の
管
理

つ
め
き
り

か
ら
だ
の
向
き
を
変
え
る
・

寝
起
き
動
作

着
替
え

排
泄

（ト
イ
レ

）

洗
顔

洗
髪

入
浴

不
明

全
体

3,718 21.0 17.2 5.6 12.2 7.2 3.4 1.5 3.7 10.5 14.1 9.4 1.8 4.1 2.1 10.2 3.4 4.4 9.2 0.4 2.4 12.7 33.3

要
支
援
１

422 32.5 26.5 4.0 12.6 9.0 5.5 1.7 4.3 5.7 11.4 8.8 0.5 0.9 0.2 6.9 0.7 0.5 1.2 0.0 1.7 3.6 33.2

要
支
援
２

648 31.2 29.3 4.6 19.6 11.6 5.7 1.2 3.4 10.6 13.0 9.6 0.3 1.9 0.5 11.3 1.2 2.2 1.5 0.5 1.5 5.9 26.7

要
介
護
１

439 20.7 14.1 4.8 14.8 7.3 4.3 2.3 1.6 11.8 17.8 12.1 1.1 5.0 2.5 9.1 1.4 2.7 4.8 0.2 2.7 7.5 36.2

要
介
護
２

929 22.1 15.5 7.2 13.0 6.7 2.9 1.7 4.4 13.8 17.1 10.2 1.5 3.9 1.8 13.0 2.6 3.4 7.0 0.3 2.5 14.5 30.9

要
介
護
３

520 11.5 12.1 6.9 10.0 6.3 1.3 1.2 4.4 11.9 14.6 10.0 1.9 6.2 3.7 10.2 5.0 7.7 15.4 1.0 3.7 19.6 32.5

要
介
護
４

312 7.7 6.4 5.4 3.5 1.9 1.6 1.0 4.5 8.0 9.6 6.7 4.8 6.1 4.5 11.5 9.0 10.6 26.9 0.6 3.8 26.3 37.2

要
介
護
５

233 9.4 6.0 3.9 3.4 2.1 0.9 0.0 3.0 5.6 12.0 6.0 7.7 8.6 4.3 5.6 11.6 9.9 27.5 0.9 1.3 20.6 42.1

わ
か
ら
な
い

35 34.3 28.6 5.7 17.1 14.3 5.7 0.0 0.0 8.6 20.0 14.3 0.0 5.7 2.9 8.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 31.4

 

n=3,718（複数回答） 

（%）
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（3）介護保険以外サービス 

Q81．あなたは、普段の生活で介護保険以外のサービスなどを利用していますか。（あてはまる

全てに○） 

 

「利用していない」が41.6％で も高いが、利用している人は「外出支援（タクシー等による車で

の送迎）」が14.6％、「宅配弁当」が12.4％、「家事援助（掃除・洗濯・調理・ごみ出し等）」が10.2％

などとなっている。 
 

 

 

［要介護状態区分］ 

要支援1は「家事援助（掃除・洗濯・調理・ごみ出し等）」が、要支援2～要介護1は「宅配弁当」が、

要介護2以上は「外出支援（タクシー等による車での送迎）」が も高くなっている。 
 

(%)

回
答
者
数

（
人

）

（
複
数
回
答

）

宅
配
弁
当

家
事
援
助

（
掃
除
・
洗
濯
・
調

理
・
ご
み
出
し
等

）

買
い
物
の
配
達
サ
ー

ビ
ス

身
体
介
護

（
着
替
え
や
入
浴

、

食
事
の
お
世
話
等

）

外
出
支
援

（
タ
ク
シ
ー

等
に
よ

る
車
で
の
送
迎

）

書
類
の
代
行
申
請
等

地
域
サ
ロ
ン
等
で
の
交
流
会

そ
の
他

利
用
し
て
い
な
い

不
明

全体 3,718 12.4 10.2 6.7 4.4 14.6 2.7 1.2 2.5 41.6 22.9

要支援１ 422 14.2 16.6 12.3 0.5 9.5 2.8 2.4 1.9 36.5 23.5

要支援２ 648 16.4 14.8 11.9 1.2 15.6 3.1 1.9 3.7 34.4 22.5

要介護１ 439 15.9 9.8 7.3 3.0 14.8 2.1 1.1 2.1 44.0 21.2

要介護２ 929 11.8 8.6 4.7 2.9 16.7 2.9 1.0 1.5 47.0 19.6

要介護３ 520 11.5 8.7 2.9 7.5 15.8 1.7 0.4 1.5 46.9 20.4

要介護４ 312 9.0 5.4 3.5 10.3 13.5 2.6 0.0 3.5 43.6 24.4

要介護５ 233 3.0 4.3 1.7 14.6 15.9 3.0 0.4 6.4 40.8 27.5

わからない 35 17.1 11.4 11.4 0.0 8.6 0.0 5.7 8.6 25.7 31.4
 

n=3,718（複数回答） 

（%）



第3章  在宅介護保険認定者調査 

357 

8．介護者としての状況ついて 

（1）介護者の有無 

Q83．ご家族の中に、あなたが現に介護をしている方はいますか。（どちらかに○） 

 

「いない」が51.7％、「いる」が24.8％となっている。 

 

 

［回答者別］ 

在宅介護保険認定者である本人（封筒のあて名の方）の17.0％が家族の介護をしている。 

 

24.8

17.0

34.0

37.0

51.7

56.4

49.9

40.7

23.5

26.6

16.1

22.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=3,718）

本人（封筒のあて

名の方）

（n=1,720）

家族

（n=1,686）

後見人

（n=27）

いる いない 不明
 

 

［本人（封筒のあて名の方）のうち被介護者「いる」］ 

家族を介護している本人（封筒のあて名の方）の身体状況は「要介護2」（28.0％）が も高く、以

下、「要支援2」（23.5％）、「要支援1」（16.4％）などとなっている。 

要支援１, 16.4

要支援２, 23.5

要介護１, 9.9

要介護２, 28.0

要介護３, 10.9

要介護４, 3.4

要介護５, 1.7
わからない, 1.7 不明, 4.4

単位（%）
n=293

 

（%） 

n=3,718 
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 （2）被介護者所在地 

Q84．その方は、どちらにいらっしゃいますか。（あてはまる全てに○） 

 

［本人（封筒のあて名の方）のうち被介護者「いる」］ 

「同居」が68.3％で突出して高くなっている。 
 

9.2 

8.2 

3.8 

68.3 

3.8 

3.1 

0.3 

6.8 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

施設（介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護

療養型医療施設）

その他施設（グループホーム、有料老人ホーム、サー

ビス付き高齢者向け住宅、ケアハウス）

入院中

同居

市内に別居

市外に別居

その他

不明

 

 

（3）施設理由 

Q84-1．施設への入所を選んだ主な理由を教えてください。（1つに○） 

 

［本人（封筒のあて名の方）のうち被介護者「施設に入所」］ 

介護への身体的負担が大きかったから」が35.3％で も高く、以下、「専門的なケア※（医療ケア、

認知症ケア等）」が19.6％、「自宅の居住環境では介護を続けていくことが難しかったから」が17.6％

などとなっている。 
 

介護への身体的負担

が大きかったから, 
35.3 

介護への精神的負担

が大きかったから,  9.8 

自宅の居住環境では

介護を続けていくこと

が難しかったから, 

17.6 

専門的なケア※（医

療ケア、認知症ケア

等）が必要だったか

ら, 19.6 

その他, 7.8 

わからない,  0.0 
不明, 

9.8 

 
 

 

 

 

 

 

 

n=293（複数回答） 

（%） 
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（4）介護時間 

Q84-2．その方へ見守りを含め介護する時間は一日どのくらいですか。（1つに○） 

 

［本人（封筒のあて名の方）のうち被介護者「介護保険施設以外で生活」］ 

時間単位では「必要なときに手を貸す程度」が46.3％で も高く、次いで「ほとんど終日」が21.6％

となっている。 

 

（5）介護日数 

Q84-3．その方を一か月にどのくらい介護していますか。（1つに○） 

 

［本人（封筒のあて名の方）のうち被介護者「介護保険施設以外で生活」］ 

日数単位では「ほとんど毎日」が64.9％で突出して高くなっている。 

ほとんど毎日, 
64.9 

月に８回程度, 

5.6 

月４回程度, 4.8 

月２回以下, 2.2 

不明, 22.5 

 

（6）介護期間 

Q84-4．これまでの介護期間はどのくらいですか。（1つに○） 

［本人（封筒のあて名の方）のうち被介護者「介護保険施設以外で生活」］ 

年数単位では「5年以上」が31.2％で も高く、次いで「2～3年」が27.7％となっている。 

１年以内, 13.0 

２～３年, 27.7 

４～５年, 13.0 

５年以上, 31.2 

不明, 15.2 

 

（%） 

n=231 

（%） 

n=231 
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（7）協力者 

Q84-5．その方の介護にあたり協力者はいますか。（あてはまるもの全てに○） 

 

［本人（封筒のあて名の方）のうち被介護者「介護保険施設以外で生活」］ 

協力者は「娘」が27.7％で も高く、以下、「配偶者」が22.5％、「息子」が18.2％などとなってい

る。 
 

 
 

（8）介護方法 

Q85．今後の介護の方法はどのように考えていますか。（1つに○） 

 

［本人（封筒のあて名の方）のうち被介護者「いる」］ 

「可能な限り在宅で」が52.6％で突出して高く、次いで「必要に応じて施設への入所」が16.0％と

なっている。 
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（9）在宅介護に必要 

Q85-1．可能な限り在宅で介護していくためには何が必要だと思いますか。（あてはまるもの全

てに○） 

 

［本人（封筒のあて名の方）のうち今後の介護「可能な限り在宅で」］ 

「必要なときにいつでも利用できるサービス」が67.5％で も高く、以下、「緊急時に対応してく

れる事業」が48.7％、「身体的負担を軽減するためのサービス」が45.5％、「介護する家族が休息をと

れるようなサービス」が39.6％などとなっている。 
 

45.5

39.0

67.5

18.8

39.6

18.2

37.7

32.5

14.9

48.7

1.3

3.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

身体的負担を軽減する

ためのサービス

精神的負担を軽減する

ためのサービス

必要なときにいつでも利用

できるサービス

定期的に巡回して

くれるサービス

介護する家族が休息を

とれるようなサービス

介護しやすい住環境の整備

介護に関する費用負担の軽減

困ったときに気軽に介護相談

ができる場所

介護する家族同士がお互いに

知識や悩みを共有できる場所

緊急時に対応してくれる事業

その他

不明

n=154（複数回答）

（%）

 
 

 

（10）申込施設 

Q85-2．既に申込みをしている施設はどこですか。（あてはまる全てに○） 

 

［本人（封筒のあて名の方）のうち今後の介護「施設への入所」］ 

「申込はしていない」が60.9％で も高いが、申込をしている人は「特別養護老人ホーム」が13.0％

となっている。 

13.0

8.7

4.3

4.3

60.9

11.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

グループホーム

その他

申込はしていない

不明

n=69（複数回答）

（%）
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（11）申込期間 

Q85-3． 初に施設の申込みをしてからどのくらいの期間が経ちましたか。（1つに○） 

 

［本人（封筒のあて名の方）のうち被介護者「施設申込済み」］ 

「1年未満」が21.1％で も高くなっている。 

なお、回答者（対象母数）が少数のため参考として掲載する。 
 

 
 

（12）入所許可時の対応 

Q85-4．施設より入所許可の連絡があったらあなたはどうしますか。（1つに○） 

 

［本人（封筒のあて名の方）のうち被介護者「施設申込済み」］ 

「すぐに入所する」が36.8％で も高く、次いで「本人と話し合い入所を希望したら入所手続きを

する」が26.3％となっている。 

なお、回答者（対象母数）が少数のため参考として掲載する。 
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（13）地域ボランティア 

Q86．ご自身もしくはご家族の介護のために、地域のボランティアを受け入れてもよいと思いま

すか。（1つに○） 

「必要に応じて受け入れる」が42.8％で も高く、以下、「受け入れるつもりはない」が26.0％、「全

面的に受け入れる」が3.0％となっている。 

 

 

［要介護状態区分］ 

要支援・要介護度が重度化するにつれ、「受け入れ」への抵抗感が伺える。 
 

26.0

21.6

21.3

23.9

28.0

28.1

31.7

31.3

22.9

42.8

46.2

44.0

45.1

44.0

46.0

36.5

36.5

51.4

3.0

2.8

2.6

4.1

2.3

2.7

4.5

2.6

0.0

28.2

29.4

32.1

26.9

25.7

23.3

27.2

29.6

25.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=3,718

要支援１

n=422

要支援２

n=648

要介護１

n=439

要介護２

n=929

要介護３

n=520

要介護４

n=312

要介護５

n=233

わからない

n=35

受け入れるつもりはない 必要に応じて受け入れる 全面的に受け入れる 不明
 

 

 

 

（%） 

n=3,718 
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（14）費用 

Q86-1．その際の費用はどれくらいが適切だと思いますか。（1つに○） 

 

「介護保険料サービス利用料と同等」が35.4％で も高く、以下、「介護保険料サービス利用料よ

り安い」が26.9％、「ワンコイン（500円）程度」が16.6％、「交通費等の実費のみ」が6.0％となって

いる。 

 

 

［要介護状態区分］ 

要介護度が重度化するにつれ、「介護保険サービス利用料と同等」が減少、廉価志向が伺える一方、

「介護保険料サービス利用料より安い」も減少、安かろう悪かろうへの危惧とも推察する。 
 

35.4

43.0

33.4

37.5

35.6

34.0

30.5

29.7

38.9

26.9

17.9

23.2

29.6

28.6

30.0

32.0

31.9

22.2

6.0

7.7

6.6

5.1

6.0

4.0

8.6

6.6

0.0

16.6

12.1

17.2

14.8

15.8

22.9

16.4

17.6

16.7

3.0

2.9

4.0

2.8

3.7

1.2

0.8

4.4

5.6

12.2

16.4

15.6

10.2

10.2

7.9

11.7

9.9

16.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=1,703

要支援１

n=207

要支援２

n=302

要介護１

n=216

要介護２

n=430

要介護３

n=253

要介護４

n=128

要介護５

n=91

わからない

n=18

介護保険料サービス利用料と同等 介護保険料サービス利用料より安い 交通費等の実費のみ

ワンコイン（５００円）程度 その他 不明
 

 

 

 

（%） 

n=1,703 
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（15）介護の悩み 

Q87．あなた（主な介護者）が現在もしくは今後介護を行う上で、困ることや悩むことは何だと

思いますか。（あてはまる全てに○） 

 

「精神的に疲れる」が25.6％で も高く、以下、「腰痛など身体的な負担が大きい」が22.0％、「早

朝・夜間・深夜などの対応が大変である」が20.5％、「緊急時の対応が大変である」が18.6％などと

なっている。 
 

 

n=3,718（複数回答） 

（%） 
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［要介護状態区分］ 

いずれの要支援・要介護度においても「腰痛などの身体的な負担が大きい」、「精神的に疲れる」、「早

朝・夜間・深夜などの対応が大変である」が高くなっている。 
 

(%)
回
答
者
数

（
人

）
（
複
数
回
答

）

介
護
す
る
時
間
が
な
か
な
か
と
れ
な

い 相
談
で
き
る
人
が
い
な
い

相
談
す
る
場
所
が
わ
か
ら
な
い

介
護
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い

早
朝
・
夜
間
・
深
夜
な
ど
の
対
応
が

大
変
で
あ
る

緊
急
時
の
対
応
が
大
変
で
あ
る

腰
痛
な
ど
身
体
的
な
負
担
が
大
き
い

介
護
を
行
う
側
の
健
康
状
態
が
良
く

な
い

精
神
的
に
疲
れ
る

介
護
者
の
リ
フ
レ

ッ
シ

ュ
の
た
め
の

時
間
が
取
れ
な
い

家
族
や
近
隣
の
方
な
ど
の
理
解
が
足

り
な
い

本
人
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
た
が

ら
な
い

イ
ラ
イ
ラ
し
本
人
に
怒
鳴

っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る

思
わ
ず
手
を
上
げ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る

本
人
の
訴
え
を
無
視
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る

介
護
に
要
す
る
費
用
が
か
か
る

認
知
症
を
診
察
し
て
く
れ
る
医
療
機

関

（
診
療
科

）
が
わ
か
ら
な
い

認
知
症
の
方
へ
の
対
応
の
仕
方
が
わ

か
ら
な
い

急
激
に
症
状
が
悪
化
し
た
場
合
の
緊

急
受
入
施
設
が
わ
か
ら
な
い
ま
た
は

な
い

徘
徊
し
て
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
る

と
き
が
あ
る

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

不
明

全体 3,718 8.5 5.6 5.1 8.2 20.5 18.6 22.0 17.6 25.6 11.3 2.6 5.6 17.7 2.3 5.6 12.2 5.4 6.9 10.9 2.4 2.0 4.1 6.6 34.6

要支援１ 422 3.6 5.0 5.0 10.0 19.0 16.4 21.8 15.2 16.1 4.7 2.4 4.7 10.2 1.2 3.6 6.9 6.2 5.5 8.8 1.7 0.9 3.8 7.3 44.3

要支援２ 648 6.5 6.5 6.5 8.2 19.1 16.7 22.8 17.0 19.0 6.0 1.7 2.6 9.6 0.9 3.5 8.3 4.9 5.6 10.2 2.5 0.9 3.9 5.2 42.7

要介護１ 439 8.0 5.7 4.8 8.2 18.9 17.5 14.8 15.9 25.5 8.0 2.5 6.8 18.5 1.1 6.6 10.3 5.2 7.3 13.2 2.1 2.7 3.6 7.5 34.9

要介護２ 929 9.7 5.9 5.2 9.3 17.9 18.4 19.3 17.9 27.1 12.3 2.9 6.2 19.4 2.4 6.1 12.3 5.0 8.4 10.8 2.6 2.3 4.5 6.5 32.7

要介護３ 520 11.3 5.2 5.0 7.5 25.6 21.2 23.8 18.3 34.2 18.1 2.3 6.3 25.4 3.8 6.9 15.8 6.5 6.7 12.7 2.9 3.7 5.0 7.5 23.5

要介護４ 312 10.9 5.4 4.2 8.0 27.9 26.0 27.2 23.4 33.0 20.2 2.9 8.7 25.6 4.8 7.7 20.2 5.1 9.3 11.9 3.8 1.9 4.5 4.8 27.9

要介護５ 233 9.9 3.4 3.4 4.3 27.9 21.5 37.8 19.7 31.8 18.9 2.1 4.3 21.5 3.9 6.0 19.7 4.3 6.0 11.6 1.7 2.1 3.0 8.2 24.9

わからない 35 14.3 5.7 2.9 8.6 14.3 11.4 20.0 14.3 22.9 8.6 2.9 2.9 14.3 0.0 5.7 14.3 2.9 2.9 2.9 0.0 2.9 2.9 11.4 31.4
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9．まとめと考察 

●身体状態や日常の生活状況について 

地域活動等への参加状況については、「参加していない」が83％と突出して高く、その理由として

は、「健康や体力に自信がないから」、「外出する手段がないから（送迎や誰かの手助けが必要）」となっ

ており、調査対象が要支援・要介護認定者となっているため、1人での参加は難しいことが推察され

る。 

また、今後、参加してみたい活動についても、「特にない」が70％と高い。 

隣近所との付き合いの程度については、「あいさつをする程度の人はいる」が36％、次いで「つき

あっている人はほとんどいない」が25％で続き、人間関係の希薄さが伺える。 

健康感については、『健康』が約40％、『健康ではない』が約60％となっており、健康維持のために

気をつけていることのうち、「体を動かしたり、運動をするようにしている」は、要介護度が重度化

するにつれ、低下している。 
 

●こころのハリと生きがい等について 

日常生活を送る中で「こころのハリ」や「生きがい」を『感じている』人は全体の38％、『感じて

いない』人は全体の52％と『感じていない』が『感じている』よりも高い。 

要介護度が重度化するほど『感じている』割合が低下し、要支援者においては、まだ『感じている』

が上回っているが、要介護者においては、『感じていない』の割合が高くなっている。 

「こころのハリ」や「生きがい」を感じていることとして、「テレビやラジオの視聴」が も高く、

これは、身体状態の「健康や体力に自信がない」、「外出する手段がない」ことにもつながるものと考

える。 

また、「ご近所や友達とのつきあい」に「こころのハリ」や「生きがい」を感じる割合も少なくな

いことから、社会参加や地域とのつながりの促進も必要となっていると考える。 

健康感の低い人は「こころのハリ」や「生きがい」を感じておらず、健康づくりや要介護度の重度

化抑制の重要性が伺える。 

生活の中で不安や心配が『ある』は全体の約65％、『ない』は全体の27％であった。 

要支援者における不安や心配が『ある』の割合が高く、「こころのハリ」や「生きがい」を『感じ

ていない』とは逆の傾向がみられた。 

また、どのようなことを不安・心配に感じているかは「自分の体調や病気について」が突出してお

り、これが健康感を低下させ、さらに、生きがい感の喪失にも連鎖してしまうことが推察される。 

一人暮らし、家族などと同居、その他（施設入居など）の順で不安感が高くなっており、家族など

と同居では、日中独居になるにつれ、高くなっていることから、他者とのふれあいや交流の心身の安

定につながるものと推察される。 

また、不安や心配になったときにしてほしいことは「声をかけてほしい」が50％と高く、周りが不

安や心配に気づくことができる関係づくりや環境づくりも必要となっていると考える。 
 

●介護保険サービスや福祉サービスについて 

介護保険サービスについては、「利用している」が88％と高いが、「利用していない」もわずかなが

ら存在する。 

利用していない理由としては、「自分でまだできるから」が37％で も高く、次いで「家族等の介

護で十分だから」が13％となっており、要支援・要介護認定を受けていても、本人の自立や身内の介

護だけで暮らし、自助の限界点を高める実践例となっていると言える。 

介護保険サービスを利用して起きた変化については、「体調が良くなった」が も高く、「精神的ス

トレスが減った」、「外出する機会が増えた」、「意欲が出てきた」など、心身面ともに改善されている。 
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●介護保険や権利擁護の制度について 

介護保険制度の認知度については、「介護保険のサービスを利用する場合、まず市に要介護（要支

援）認定の申請をする」、「サービスを利用したときは、原則、かかった費用の1割を利用者が負担す

る」が62％と高く、「介護保険は、被保険者が納める保険料と利用者の1割の負担金のほかに、約半分

は税金を財源にしている」が低く、財源構成に公費が投入されていることへの認識は薄い。 

また、地域包括支援センターの認知度については、要介護・要支援認定を受けているにもかかわら

ず、約33％が「知らない」状況となっている。 

地域包括ケアシステムの構築及び介護保険事業の健全運営を推進する上で、中心的な役割を担う機

関となっているため、さらなる周知を図り、地域に根ざしていく必要がある。 

介護保険料については、『負担となっている』が48％で、『負担ではない』が23％となっている。 

サービス利用料については、『負担となっている』が40％で、『負担ではない』が45％であり、負担

感は低くなっている。 

また、受けられるサービスについては、「保険料などの負担もサービスも現行水準を維持すべきと

なっている」が30％で も高く、「保険料などの負担が増えても施設サービスも在宅サービスも両方

を充実していくべきとなっている」が21％、「サービスが多少限定されても保険料などの負担を抑え

るべきとなっている」が14％となっており、負担の抑制を望む意見が比較的高くなっている。 

権利擁護の制度や仕組みの認知度については、 も高い「成年後見制度」でも28％にとどまってお

り、権利擁護制度の認知度は低いため、総合的な情報提供と広報活動が重要となっている。 
 

●今後の生活について 

今後の生活については、「現在の住まいで介護をうけたい」が46％で も高い。 

在宅介護を希望する理由としては、「現在の住まいで生活を続けたいから」が52％で も高く、希

望する介護の形態については、「家族の介護を中心に、ホームヘルパーなどの外部の介護も利用した

い」が45％となっており、住み慣れた住まいで、気心知れた家族との生活を続けたいという傾向が伺

える。 
 

●市に期待することについて 

「一人暮らしの高齢者の人が、急病等の緊急事態に対応するための緊急通報装置の貸与」が34％、

「老人ホームなどの施設を増やす施策」が32％で、在宅志向、施設志向の意見が割れている。 
 

●主な介護者（お世話をする側）について 

施設入所を希望する理由としては、「介護への身体的負担が大きかったから」が も高く、在宅で

介護をすることを望みながらも、現実的な疲労感を抱えていることが伺える。 

また、介護上の悩みについては、「精神的に疲れる」、「腰痛など身体的な負担が大きい」及び「早

朝・夜間・深夜などの対応が大変となっている」が高くなっていることから、介護者の肉体的、精神

的負担が大きいことがわかる。今後も介護者へのケアが重要となっている。 

介護者として、地域ボランティアの受入れについては、「必要に応じて受け入れる」が43％で も

高いが、「受け入れるつもりはない」も26％と少なからず存在する。 
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1．ご自身や家族の状況について 

（１）地域 

F1 お住まいの地域を教えて下さい。（1つに○） 

 
 

（2）回答者 

F2．この調査に回答される方についてお伺いします。（1つに○） 

「家族・親族」が85.5％、「本人（封筒のあて名の方）」が9.8％となっている。 

 
 

（3）性別 

F3．あなたの性別についてお伺いします。（1つに○） 

「男性」が28.1％、「女性」が70.5％となっている。 

 

（%）

（%） 

n=777 

（%） 

n=777 
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（4）年齢 

F4．あなたの現在の満年齢をご記入ください。（平成26年1月17日現在） 

「65～69歳」が3.6％、「70～74歳」が6.2％で、これらを合わせた『65～74歳』は9.8％である。 

「75～79歳」が11.6％、「80～84歳」が20.8％、「85歳以上」が52.5％で、これらを合わせた『75歳

以上』は84.9％である。 

 
 

 [性別] 

(%)

40～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上 不明 65～74歳 75歳以上

全体 777 2.4 3.6 6.2 11.6 20.8 52.5 2.8 9.8 84.9

男性 218 2.3 8.7 13.3 19.3 27.1 27.5 1.8 22.0 73.9

女性 548 2.6 1.6 3.3 8.8 18.8 63.5 1.5 4.9 91.1

回答者数
（人）

年齢 高齢者区分

 
 

（5）要介護状態区分 

F5．あなたの現在の要介護状態区分はどれにあたりますか。（1つに○） 

「要介護1」が2.3％、「要介護2」が11.2％、「要介護3」23.0％、「要介護4」が30.8％、「要介護5」

が28.7％となっている。 

 

（%） 

n=777 

n=777 

（%） 
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（6）入所時要介護区分 

F6．あなたの入所時の要介護状態区分はどれにあたりますか。（1つに○） 

「要介護4」が27.7％で最も高く、以下、「要介護3」が27.5％、「要介護5」が21.8％、「要介護2」

が12.5％、「要介護1」が4.0％となっている。 

 
 

（7）病気けが 

F7．あなたは、現在治療中、または後遺症のある病気やケガはありますか。（あてはまる全てに

○） 

「認知症（アルツハイマー病等）」が45.0％で最も高く、以下、「高血圧」が27.9％「脳卒中（脳出

血・脳梗塞等）」が26.9％、などとなっている。 

27.9

26.9

12.9

14.9

3.2

4.6

4.1

4.4

11.5

12.4

2.6

1.2

4.9

45.0

5.1

10.0

4.1

6.9

6.4

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

高血圧

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

心臓病

糖尿病

高脂血症（脂質異常）

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）

胃腸・肝臓・胆のうの病気

腎臓・前立腺の病気

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）

外傷（転倒・骨折等）

がん（新生物）

血液・免疫の病気

うつ病などの神経・精神疾患

認知症（アルツハイマー病等）

パーキンソン病

目の病気

耳の病気

その他

不明

 

（%） 

n=777 

n=777（複数回答） 

（%）
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2．施設の利用状況について 

（１）入所施設 

Q1．あなたが入所している施設はどれにあたりますか。（1つに○） 

「介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）」が58.6％、「介護老人保健施設（老人保健施設）」が

31.1％、「介護療養型医療施設（療養型医療施設）」が6.6％となっている。 

 
 

［要介護状態区分］ 

「介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）」は要介護2の入所が高くなっている。 

58.6

55.6

65.5

60.3

57.7

57.0

70.0

31.1

33.3

29.9

35.2

32.6

29.6

10.0

6.6

11.1

2.3

1.1

7.1

12.1

10.0

1.5

0.0

2.3

1.7

1.7

1.3

0.0

2.2

0.0

0.0

1.7

0.8

0.0

10.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

n=777

要介護１

n=18

要介護２

n=87

要介護３

n=179

要介護４

n=239

要介護５

n=223

わからない

n=10

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 介護老人保健施設（老人保健施設）

介護療養型医療施設（療養型医療施設） その他

不明
 

 

（２）申込期間 

Q2．施設に申し込みをされてから入所するまでの期間はどのくらいでしたか。（1つに○） 

「待たずに入所」が26.8％で最も高く、以下、「3ヶ月未満」が19.9％、「1年以上2年未満」が12.9％、

「3ヶ月以上6ヶ月未満」が10.3％、「6ヶ月以上1年未満」が9.9％などとなっている。 

 

（%） 

n=777 

（%） 

n=777 
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（3）入所期間 

Q3．施設に入所されてどのくらいですか。（1つに○） 

「1年以上2年未満」が27.7％で最も高く、以下、「3年以上5年未満」が16.3％、「5年以上」が16.2％、

「2年以上3年未満」が12.5％、「6ヶ月未満」が12.4％、「6ヶ月以上1年未満」が12.2％となっている。 

 
 

（4）居室種類 

Q4．あなたの居室の種類はどれにあたりますか。（1つに○） 

「個室」が46.7％で最も高く、以下、「4人部屋」が44.5％、「2人部屋」が6.0％などとなっている。 

個室, 46.7

２人部屋, 
6.0

４人部屋, 

44.5

その他, 1.2 不明, 1.5

 
 

（5）入所による生活改善 

Q5．施設に入所したことにより、それまでの生活（家や病院などでの生活）とくらべて、改善

したと感じることはありますか（あてはまる全てに○） 

 「食生活がよくなった」が34.2％で最も高く、以下、「体調がよくなった」が30.1％、「特に変化はな

い」が26.5％、「精神的ストレスが減った」が20.7％、「家族に対する気兼ねが減った」が15.4％などと

なっている。 

4.8

7.2

30.1

34.2

20.7

15.4

3.3

6.4

26.5

8.4

0 5 10 15 20 25 30 35 40

自分で身の回りのことができるようになった

意欲が出てきた

体調がよくなった

食生活がよくなった

精神的ストレスが減った

家族に対する気兼ねが減った

外出する機会が増えた

その他の変化

特に変化はない

不明

（%）

n=777（複数回答）

 

（%） 

n=777 

（%） 

n=777 



第4章  介護保険施設利用者調査 

376 

（6）入所による変化 

Q6．施設に入所したことにより、下記のような変化がありましたか。（あてはまる全てに○） 

「特に変化はない」が38.4％で最も高く、以下、「外出する機会が減った」が24.7％、「自分で身の

回りのことをしなくなった」が15.6％、「意欲がなくなった」が13.9％などとなっている。 

15.6

13.9

5.3

10.2

3.0

24.7

5.0

38.4

14.2

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

自分で身の回りのことをしなくなった

意欲がなくなった

体調が悪くなった

精神的ストレスが増えた

家族に対する気兼ねが増えた

外出する機会が減った

その他の変化

特に変化はない

不明

（%）

n=777（複数回答）

 
 

［要介護状態区分］ 

いずれの要介護度においても「「外出する機会が減った」、「自分で身の回りのことをしなくなった」

が高くなっている。 
(%)

回
答
者
数
（
人
）

（
複
数
回
答
）

自
分
で
身
の
回
り
の

こ
と
を
し
な
く
な
っ

た 意
欲
が
な
く
な
っ
た

体
調
が
悪
く
な
っ
た

精
神
的
ス
ト
レ
ス
が

増
え
た

家
族
に
対
す
る
気
兼

ね
が
増
え
た

外
出
す
る
機
会
が

減
っ
た

そ
の
他
の
変
化

特
に
変
化
は
な
い

不
明

全体 777 15.6 13.9 5.3 10.2 3.0 24.7 5.0 38.4 14.2

要介護１ 18 11.1 11.1 11.1 11.1 0.0 27.8 5.6 38.9 16.7

要介護２ 87 19.5 9.2 3.4 8.0 3.4 36.8 3.4 34.5 9.2

要介護３ 179 13.4 14.0 1.7 11.2 3.9 30.7 4.5 35.8 14.0

要介護４ 239 17.6 16.7 7.9 12.1 4.6 24.7 5.0 34.3 12.6

要介護５ 223 14.3 13.0 5.8 8.1 0.9 16.1 5.4 46.6 16.1

わからない 10 20.0 20.0 10.0 10.0 0.0 20.0 10.0 30.0 20.0  
 

［入所施設］ 

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）、介護老人保健施設（老人保健施設）は「外出する機会

が減った」が最も高いが、介護療養型医療施設（療養型医療施設）は「意欲がなくなった」（21.6％）

が最も高くなっている。 

(%)

回
答
者
数
（
人
）
（
複

数
回
答
）

自
分
で
身
の
回
り
の
こ

と
を
し
な
く
な
っ
た

意
欲
が
な
く
な
っ
た

体
調
が
悪
く
な
っ
た

精
神
的
ス
ト
レ
ス
が
増

え
た

家
族
に
対
す
る
気
兼
ね

が
増
え
た

外
出
す
る
機
会
が
減
っ

た そ
の
他
の
変
化

特
に
変
化
は
な
い

不
明

全体 777 15.6 13.9 5.3 10.2 3.0 24.7 5.0 38.4 14.2

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム） 455 13.8 11.2 5.1 8.6 3.1 24.2 4.2 41.8 13.6

介護老人保健施設
（老人保健施設） 242 19.0 18.2 7.0 14.0 2.9 30.2 6.6 28.9 12.8

介護療養型医療施設
（療養型医療施設） 51 17.6 21.6 2.0 7.8 2.0 13.7 3.9 49.0 13.7

その他 12 16.7 8.3 0.0 8.3 8.3 0.0 8.3 66.7 8.3
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（7）施設選択者 

Q7．施設での生活を選んだのはどなたですか。（1つに○） 

「家族･親族」が56.8％、「ご本人と家族の双方」が32.4％、「ご本人」が3.9％などとなっている。 

 

（8）施設選択理由 

Q8．施設での生活を選んだ主な理由を教えてください。（あてはまる全てに○） 

「自宅の居住環境では介護を続けていくことが難しかったから」が50.6％で最も高く、「介護して

いる人の身体的負担が大きかったから」が48.1％、「専門的なケア（医療ケア、認知症ケア等）が必

要だったから」が46.2％、「介護している人の精神的負担が大きかったから」が41.4％などとなって

いる。 

22.3

48.1

41.4

50.6

46.2

0.5

6.0

1.5

0 10 20 30 40 50 60

ひとり暮らしで介護者が

いなかったから

介護している人の身体的

負担が大きかったから

介護している人の精神的

負担が大きかったから

自宅の居住環境では介護

を続けていくことが難しかったから

専門的なケア（医療ケア、

認知症ケア等）が必要だったから

わからない

その他

不明

（%）

n=777（複数回答）

 
 

（%） 

n=777 
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［要介護状態区分］ 

要介護度が重度化するにつれ、「介護している人の身体的負担が大きかったから」が高くなってい

る。 

22.3

27.8

34.5

27.9

18.0

16.6

30.0

48.1

38.9

41.4

44.7

52.3

52.5

10.0

41.4

44.4

43.7

39.1

45.2

41.3

0.0

50.6

55.6

46.0

50.3

54.0

51.6

10.0

46.2

33.3

34.5

43.0

44.4

57.8

50.0

0.5

0.0

1.1

1.1

0.0

0.0

10.0

6.0

0.0

1.1

7.3

7.1

5.8

10.0

1.5

11.1

0.0

2.8

0.4

0.0

10.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=777）

要介護１

（n=18）

要介護２

（n=87）

要介護３

（n=179）

要介護４

（n=239）

要介護５

（n=223）

わからない

（n=10）

ひとり暮らしで介護者がいなかったから

介護している人の身体的負担が大きかったから

介護している人の精神的負担が大きかったから

自宅の居住環境では介護を続けていくことが難しかったから

専門的なケア（医療ケア、認知症ケア等）が必要だったから

わからない

その他(  )

不明
 

 

［入所施設］ 

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）は「介護している人の身体的負担が大きかったから」

（50.3％）が、介護老人保健施設（老人保健施設）は「自宅の居住環境では介護を続けていくことが

難しかったから」（57.9％）が、介護療養型医療施設（療養型医療施設）は「専門的なケア（医療ケ

ア、認知症ケア等）が必要だったから」（74.5％）が最も高くなっている。 

22.3

25.7

19.0

15.7

8.3

48.1

50.3

47.9

45.1

16.7

41.4

47.5

35.1

33.3

8.3

50.6

48.8

57.9

37.3

33.3

46.2

38.9

55.0

74.5

50.0

0.5

0.4

0.0

2.0

8.3

6.0

5.9

6.2

2.0

8.3

1.5

1.1

0.4

2.0

8.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=777）

介護老人福祉施設

（特別養護老人ホーム）

（n=455）

介護老人保健施設

（老人保健施設）

（n=242）

介護療養型医療施設

（療養型医療施設）

（n=51）

その他

（n=12）

ひとり暮らしで介護者がいなかったから

介護している人の身体的負担が大きかったから

介護している人の精神的負担が大きかったから

自宅の居住環境では介護を続けていくことが難しかったから

専門的なケア（医療ケア、認知症ケア等）が必要だったから

わからない

その他(  )

不明
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（9）施設での過ごし方 

Q9．あなたは、主に施設でどのようにお過ごしですか。（1つに○） 

「ベッドで過ごしている」が36.2％で最も高く、以下、「ロビーで仲間と過ごしている」が35.0％、

「リハビリ体操を行っている」が9.7％などとなっている。 

 
 

［入所施設］ 

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）は「ロビーで仲間と過ごしている」（40.0％）が、介護

老人保健施設（老人保健施設）及び介護療養型医療施設（療養型医療施設）は「ベッドで過ごしてい

る」（39.3％、66.7％）が高いが、後者は特に突出している。 

0.1

0.2

0.0

0.0

0.0

9.7

5.9

15.7

9.8

25.0

3.2

3.7

2.1

3.9

0.0

35.0

40.0

31.8

15.7

8.3

36.2

31.9

39.3

66.7

50.0

4.4

5.5

2.9

2.0

8.3

7.1

8.6

5.4

0.0

8.3

4.4

4.2

2.9

2.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=777）

介護老人福祉施設

（特別養護老人ホーム）

（n=455）

介護老人保健施設

（老人保健施設）

（n=242）

介護療養型医療施設

（療養型医療施設）

（n=51）

その他

（n=12）

外出することが多い リハビリ体操を行っている

趣味の活動を行っている ロビーで仲間と過ごしている

ベッドで過ごしている わからない

その他 不明  
 

（10）施設での楽しみ 

Q10．施設での楽しみは何ですか。（あてはまる全てに○） 

「食事」が49.4％で最も高く、以下、「家族や友人の訪問」が40.7％、「入浴」が34.9％などとなっ

ている。 

 

（%） 

n=777 

n=777（複数回答） 

（%） 
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［入所施設］ 

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）は「食事」（55.8％）が、介護療養型医療施設（療養型

医療施設）は「家族や友人の訪問」（51.0％）が、介護老人保健施設（老人保健施設）は両者が同率

（45.5％）で最も高くなっている。 
(%)

回
答
者
数
（

人
）

（

複
数
回
答
）

食
事

入
浴

趣
味

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン 仲
間
と
の
会
話
・
レ

ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン

散
歩
や
外
出

家
族
や
友
人
の
訪
問

地
域
の
人
た
ち
と
の

交
流

テ
レ
ビ
・
読
書
・
パ

ソ
コ
ン

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

不
明

全体 777 49.4 34.9 5.0 7.9 19.2 7.3 40.7 1.4 17.4 1.5 8.9 10.2 3.5

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム） 455 55.8 37.8 6.6 5.1 20.7 9.9 37.6 2.2 20.4 1.1 8.1 8.6 3.5

介護老人保健施設
（老人保健施設） 242 45.5 33.1 2.9 12.4 20.2 3.7 45.5 0.4 13.6 2.5 9.1 12.8 0.8

介護療養型医療施設
（療養型医療施設） 51 23.5 25.5 3.9 11.8 7.8 3.9 51.0 0.0 11.8 2.0 11.8 13.7 2.0

その他 12 25.0 25.0 0.0 0.0 8.3 0.0 25.0 0.0 8.3 0.0 33.3 8.3 8.3  
 

（11）施設での地域活動 

Q11．施設が行っている地域活動に参加していますか。（どちらかに○） 

「していない」が56.5％、「している」は31.9％となっている。 

 
 

（12）施設生活 

Q12．施設での生活についてどのように感じますか。（それぞれ1つに○） 

「満足」と「まあ満足」を合わせた『満足』が高い項目は、「ウ．施設・設備」（64.7％）、「イ．職

員の対応等」（64.3％）、「ア．介護サービスの内容」（60.7％）などとなっている。 

27.9

34.2

35.6

28.2

18.8

21.5

32.8

30.1

29.1

23.6

22.1

18.3

27.7

25.7

25.6

33.7

41.1

41.8

4.9

3.1

2.7

5.7

6.8

9.4

1.7

2.2

0.9

2.3

1.5

3.5

5.0

4.6

6.0

6.6

9.7

5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア．介護サービス

イ．職員対応

ウ．施設・設備

エ．食事

オ．レクリエーション

などの活動

カ．費用負担

満足 まあ満足 普通 やや不満 不満 不明
 

（%） 

n=777 

n=777（複数回答） 
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［入所施設］ 

どの項目でも、『満足』は介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）で最も高くなっている。 

60.7

68.1

51.7

52.9

33.3

27.7

21.8

36.4

35.3

50.0

6.6

4.6

10.3

5.9

8.3

5.0

5.5

1.7

5.9

8.3

全体

n=777

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

n=455

介護老人保健施設（老人保健施設）

n=242

介護療養型医療施設（療養型医療施設）

n=51

その他

n=12

64.4

71.0

55.4

58.8

50.0

25.7

20.9

33.5

33.3

33.3

5.3

3.5

9.5

2.0

8.3

4.6

4.6

1.7

5.9

8.3

全体

n=777

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

n=455

介護老人保健施設（老人保健施設）

n=242

介護療養型医療施設（療養型医療施設）

n=51

その他

n=12

64.7

72.1

55.8

56.9

41.7

25.6

19.3

36.4

29.4

33.3

3.6

3.3

3.3

5.9

16.7

6.0

5.3

4.5

7.8

8.3

全体

n=777

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

n=455

介護老人保健施設（老人保健施設）

n=242

介護療養型医療施設（療養型医療施設）

n=51

その他

n=12

 
51.7

60.7

41.7

37.3

16.7

33.7

27.3

43.8

41.2

66.7

8.0

6.4

9.9

7.8

16.7

6.6

5.7

4.5

13.7

0.0

全体

n=777

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

n=455

介護老人保健施設（老人保健施設）

n=242

介護療養型医療施設（療養型医療施設）

n=51

その他

n=12

 
40.9

46.4

34.3

35.3

8.3

41.1

36.9

48.3

43.1

58.3

8.4

7.9

9.9

7.8

8.3

9.7

8.8

7.4

13.7

25.0

全体

n=777

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

n=455

介護老人保健施設（老人保健施設）

n=242

介護療養型医療施設（療養型医療施設）

n=51

その他

n=12

39.8

51.0

25.6

25.5

0.0

41.8

36.0

52.9

39.2

66.7

12.9

7.3

19.0

29.4

25.0

5.5

5.7

2.5

5.9

8.3

全体

n=777

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

n=455

介護老人保健施設（老人保健施設）

n=242

介護療養型医療施設（療養型医療施設）

n=51

その他

n=12

 

ア．介護サービスの内容 

イ．職員の対応等 

ウ．施設・設備 

エ．食事 

オ．レクリエーションなど 

の活動 

カ．費用負担 
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3．日常の生活状況等について 

（１）生きがいの有無 

Q13．あなたは、日常生活を送るなかで、「こころのハリ」や「生きがい」を感じていますか。 

「よく感じている」（4.6％）と「ときどき感じている」（17.8％）を合わせた『感じている』が22.4％、

「あまり感じていない」（35.5％）と「ほとんど感じていない」（27.7％）を合わせた『感じていない』

が63.2％となっている。 

 
 

［入所施設］ 

いずれの施設においても『感じていない』が高いが、介護療養型医療施設（療養型医療施設）は特

に高くなっている。 

4.6

5.1

4.1

2.0

8.3

17.8

18.5

17.4

9.8

25.0

35.5

34.9

39.3

31.4

25.0

27.7

25.9

28.5

45.1

25.0

14.4

15.6

10.7

11.8

16.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=777）

介護老人福祉施設

（特別養護老人ホーム）

（n=455）

介護老人保健施設

（老人保健施設）

（n=242）

介護療養型医療施設

（療養型医療施設）

（n=51）

その他

（n=12）

よく感じている ときどき感じている あまり感じていない

ほとんど感じていない 不明
 

 

（２）生きがい 

Q13-1．あなたが現在「こころのハリ」や「生きがい」を感じていることはどんなことですか。

（あてはまる全てに○） 

「食事をすること」が52.3％で最も高く、以下、「家族や友人とのふれあいに関すること」が48.3％、

「施設での行事」が40.2％、「自分の健康や体調に関すること」が31.6％、「テレビやラジオの視聴」

が31.0％などとなっている。 

31.6 

13.8 

48.3 

31.0 

7.5 

3.4 

16.1 

40.2 

52.3 

1.1 

1.1 

0 10 20 30 40 50 60

自分の健康や体調に関すること

趣味や学習、教養を高めること

家族や友人とのふれあいに関すること

テレビやラジオの視聴

おしゃれや服装に関すること

信仰に関すること

外出すること

施設での行事

食事をすること

その他

不明

（%）

 

（%） 

n=777 

n=174（複数回答） 
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（３）不安の有無 

Q14．あなたは、現在の生活の中で不安になったり、心配になったりすることはありますか。（1

つに○） 

「ほとんどない」（19.8％）と「あまりない」（25.2％）を合わせた『ない』が45.0％、「ときどき

ある」（27.4％）と「よくある」（10.8％）を合わせた『ある』が38.2％となっている。 

 
［入所施設］ 

介護老人保健施設（老人保健施設）は『ある』（45.1％）が『ない』（39.2％）を上回っている。 

19.8

24.0

14.0

19.6

0.0

25.2

25.5

25.2

25.5

33.3

27.4

24.6

33.1

25.5

33.3

10.8

9.5

12.0

15.7

16.7

16.7

16.5

15.7

13.7

16.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=777）

介護老人福祉施設

（特別養護老人ホーム）

（n=455）

介護老人保健施設

（老人保健施設）

（n=242）

介護療養型医療施設

（療養型医療施設）

（n=51）

その他

（n=12）

ほとんどない あまりない ときどきある よくある 不明
 

 

（４）不安 

Q14-1．次にあげた項目のうち不安になったり、心配になったりするのはどんなことですか。（あ

てはまる全てに○） 

 

「自分の体調や病気について」が72.4％で最も高く、以下、「家庭や家族の生活について」が30.3％、

「将来の自分の暮らしの先行き（生活設計）について」が25.6％、「現在の生活や家計について」が

21.9％、「こころのハリや生きがいについて」が19.5％などとなっている。 

72.4 

30.3 

21.9 

25.6 

7.4 

11.4 

9.8 

9.4 

19.5 

6.7 

1.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

自分の体調や病気について

家庭や家族の生活について

現在の生活や家計について

将来の自分の暮らしの先行き

（生活設計）について

災害や緊急時の対応について

住まいや住居について

財産や資産について

人とのつき合いについて

こころのハリや生きがいについて

その他

不明

（%）

n=297（複数回答）

 

（%） 

n=777 
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（５）悩み相談 

Q15．その心配事や悩みについて、だれに話を聞いてもらったり、相談したりしますか。（あては

まる全てに○） 

「家族・親族」が50.1％で最も高く、以下、「施設の介護職員」が27.2％、「施設の相談員」が10.3％

などとなっている。 

50.1

2.1

1.3

10.3

27.2

3.5

4.8

9.3

25.5

0 10 20 30 40 50 60

家族・親族

友人・知人

施設の入所者

施設の相談員

施設の介護職員

介護相談員

相談したりする人はいない

その他

不明

（%）

n=777（複数回答）

 
 

（６）Q16 訪問者頻度 

Q16．あなたの家族・親族や知り合いなどの方は、どのくらいの頻度で訪問されますか。（1つに

○） 

「毎週」が50.2％で最も高く、以下、「毎月」が28.8％、「年数回」が6.3％となっており、「訪問は

ない」は1.9％である。 
 

 

（%） 

n=777 
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4．権利擁護について 

（1）権利擁護 

Q17．あなたは、高齢者が安心して暮らせるための権利擁護の制度や仕組みを知っていますか。

（知っているもの全てに○） 

 

「成年後見制度」が26.9％で最も高く、以下、「日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業）」

が21.2％、「クーリングオフ制度」が18.4％などとなっている。 
 

21.2

26.9

4.4

9.0

3.1

18.4

57.8

0 10 20 30 40 50 60 70

日常生活自立支援事業

（地域福祉権利擁護事業）

成年後見制度

市民後見人の活動

松戸市高齢者虐待の通報

・相談窓口

法テラス

クーリングオフ制度

不明

（%）

n=777（複数回答）
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5．今後の生活について 

（１）今後の生活 

Q18．あなたは今後の生活についてどのようにお考えですか。（1つに○） 

「このまま施設で暮らしたい」が52.4％、「自宅に戻りたい」が21.3％などとなっている。 

 
 

［入所施設］ 

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）及び介護老人保健施設（老人保健施設）は「このまま施

設で暮らしたい」が最も高いが、前者は特に突出している。介護療養型医療施設（療養型医療施設）

は「身体状況が改善できれば自宅に戻りたい」が最も高い。 

52.4

65.3

36.0

27.5

33.3

3.9

1.3

9.5

0.0

0.0

13.8

7.3

21.1

29.4

41.7

7.5

5.5

11.2

7.8

8.3

10.8

9.2

12.4

19.6

8.3

3.2

2.9

3.3

5.9

0.0

8.5

8.6

6.6

9.8

8.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=777）

介護老人福祉施設

（特別養護老人ホーム）

（n=455）

介護老人保健施設

（老人保健施設）

（n=242）

介護療養型医療施設

（療養型医療施設）

（n=51）

その他

（n=12）

このまま施設で暮らしたい 別の施設へ移りたい

身体状況が改善できれば自宅に戻りたい 家族が対応できれば自宅に戻りたい

特に考えていない その他

不明
 

 

（%） 

n=777 
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（２）帰宅時問題 

Q18-1．帰宅にあたり、問題になることがあるとしたら何ですか。（あてはまる全てに○） 

「家族が介護するには心身の負担が大きすぎる」が72.7％で最も高く、以下、「段差が多いなど過

ごしにくい」が47.3％、「介護用の設備や用具がない」が37.6％、「介護してくれる家族がいない」が

27.3％などとなっている。 

20.6 

9.7 

47.3 

27.3 

3.6 

37.6 

20.6 

72.7 

1.2 

4.2 

1.8 

2.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

家が狭い

自分で使える部屋がない

段差が多いなど過ごしにくい

介護してくれる家族がいない

一緒に過ごす仲間がいなくなる

介護用の設備や用具がない

介護費用の負担が大きい

家族が介護するには心身の

負担が大きすぎる

帰宅できる家がない

その他

特にない

不明

（%）

n=165（複数回答）

 
 

［入所施設］ 

いずれの施設においても「家族が介護するには心身の負担が大きすぎる」が最も高く、以下、「段

差が多いなど過ごしにくい」、「介護用の設備や用具がない」などとなっている。 

(%)
回
答
者
数
（

人
）
（

複
数
回

答
）

家
が
狭
い

自
分
で
使
え
る
部
屋
が
な
い

段
差
が
多
い
な
ど
過
ご
し
に
く

い 介
護
し
て
く
れ
る
家
族
が
い
な

い 一
緒
に
過
ご
す
仲
間
が
い
な
く

な
る

介
護
用
の
設
備
や
用
具
が
な
い

介
護
費
用
の
負
担
が
大
き
い

家
族
が
介
護
す
る
に
は
心
身
の

負
担
が
大
き
す
ぎ
る

帰
宅
で
き
る
家
が
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

不
明

全体 165 20.6 9.7 47.3 27.3 3.6 37.6 20.6 72.7 1.2 4.2 1.8 2.4

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム） 58 19.0 17.2 53.4 32.8 1.7 37.9 15.5 75.9 1.7 3.4 0.0 0.0

介護老人保健施設
（老人保健施設）

78 25.6 6.4 42.3 24.4 5.1 41.0 26.9 71.8 1.3 2.6 2.6 3.8

介護療養型医療施設
（療養型医療施設） 19 5.3 0.0 52.6 15.8 5.3 26.3 15.8 68.4 0.0 10.5 5.3 5.3

その他 6 0.0 0.0 33.3 50.0 0.0 16.7 16.7 83.3 0.0 16.7 0.0 0.0
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6．まとめと考察 

●介護保険サービスの利用について 

施設に入所したことにより改善したことは、「食生活がよくなった」が35％、「体調がよくなった」

が30％、「精神的ストレスが減った」が20％、「家族に対する気兼ねが減った」が15％となっている。 

また、施設に入所したことにより変化したことは、「外出する機会が減った」が25％、「自分で身の

回りのことをしなくなった」が16％、「意欲がなくなった」が14％、「精神的ストレスが増えた」が10％

となっている。 

規則正しい生活を送ることにより心身が安定するとともに、やはり、在宅介護は、家族への気兼ね

が生じているようである。 

一方、施設入所は、対価を伴うサービス供給のため、気兼ねなく依存できることから、自立心を削

いでしまう傾向が伺え、また、他人との共同生活によるストレスも感じているようである。 
 

●日常の生活状況等について 

日常生活を送る中で「こころのハリ」や「生きがい」を『感じている』人は全体の22％、『感じて

いない』人は全体の63％となっている。 

「こころのハリ」や「生きがい」を感じることは、「食事をすること」が52％、「家族や友人とのふ

れあいに関すること」が48％、「施設での行事」が40％となっている。 

生活の中で不安や心配が『ある』人は全体の38％で、『ない』人は全体の45％と『ない』人が『あ

る』人を上回っている。 

また、どのようなことで不安・心配になるかは、「自分の体調や病気について」が72％で突出して

いる。 

心配ごとや悩みの相談相手は、「家族・親族」が50％で最も高く、施設に入所していても家族や親

族の存在が大きいことが伺える。 
 

●今後の生活について 

今後の生活については、「このまま施設で暮らしたい」が52％と高く、「自宅に戻りたい」は21％で

ある。 

自宅に戻るにあたっての問題は、「家族が介護するには心身の負担が大きすぎる」が突出して高く、

在宅介護における最も大きな課題であることが伺える。 

また、続く「段差が多いなど過ごしにくい」、「介護用の設備や用具がない」などの物理的な設備面

に関する問題については、改修の促進に向けた費用助成などの解消策が考えられる。 
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1．身体状態や日常の生活状況について 

（１）人間関係（相談・つきあい） 

（若年者 P19、高齢者 P173、在宅介護保険認定者 P303） 

あなたは、何かあったときに、家族や友人・知人などに相談をしていますか。（どちらかに○）

 

「はい」は、若年者が79.7％、高齢者が83.1％、在宅介護保険認定者が75.2％となっており、在宅

介護保険認定者がやや低くなっている。 

 
 

（２）相談相手 

（若年者 P22、高齢者 P174、在宅介護保険認定者 P304） 

1.（1）「はい」について 

あなたが相談する相手の方を教えてください。（あてはまるもの全てに○） 

 

若年者は「配偶者」、「友人・知人」が、一般高齢者は「配偶者」、「娘」が、在宅介護保険認定者は

「娘」、「息子」が高い。また、「ケアマネジャー」は、在宅介護保険認定者が36.3％となっている。 
 

（％）

回
答
者
数
（

人
）
（

複
数
回
答
）

配
偶
者
（

夫
・
妻
）

息
子

娘 子
の
配
偶
者

兄
弟
・
姉
妹

自
分
の
親

配
偶
者
の
親

友
人
・
知
人

職
場
の
人

隣
近
所
の
人

医
師
・
歯
科
医
師
・
看
護
師

民
生
委
員

自
治
会
・
町
内
会

老
人
ク
ラ
ブ

社
会
福
祉
協
議
会

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

市
役
所
（

支
所
含
む
）

・
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

県
の
窓
口
（

保
健
所
な
ど
）

そ
の
他

不
明

若年者 1,166 52.9 16.6 21.3 1.5 29.2 36.8 1.7 47.7 17.3 4.1 8.1 0.2 0.6 0.0 0.1 0.4 2.0 2.6 0.4 2.0 0.1

一般高齢者 2,607 70.8 37.5 42.7 4.8 21.4 1.0 0.2 34.4 3.2 4.9 11.1 0.4 0.8 0.4 0.2 0.2 0.1 1.1 0.2 0.6 0.3

在宅介護保険認定者 2,795 40.0 43.6 47.5 13.0 11.4 0.7 0.1 13.0 0.3 3.8 17.0 2.8 0.5 0.7 0.5 3.6 36.3 2.2 0.3 1.9 0.3 
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（３）隣近所との付き合い 

（若年者 P30、一般高齢者 P182、在宅介護保険認定者 P310） 

あなたは、日頃から、隣近所の方とどの程度のお付き合いをしていますか。（1つに○） 

 

他の年代に比べ、「親しく付き合っている人（訪問したり、悩み事を相談するなど）がいる」、「世

間話や立ち話をする程度の人はいる」は一般高齢者が高く、付き合いの度合いが比較的濃い。「あい

さつをする程度の人はいる」は若年者が、「付き合っている人はほとんどいない」は在宅介護保険認

定者が最も高く、人間関係が希薄になっている。 

7.2

18.1

11.4

29.7

39.9

21.3

44.7

32.1

35.6

14.9

7.7

24.7

3.5

2.2

7.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

若年者

n=1,463

一般高齢者

n=3,139

在宅介護保険認定者

n=3,718

親しく付き合っている人(訪問したり、悩みごとを相談するなど）がいる

世間話や立ち話をする程度の人はいる

あいさつをする程度の人はいる

付き合っている人はほとんどいない

不明
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2．生きがいやこころのハリについて 

（１）日常での生きがい 

（若年者 P38、一般高齢者 P192、在宅介護保険認定者 P319、介護保険施設利用者 P382） 

あなたは、日常生活を送る中で「こころのハリ」や「生きがい」を感じていますか。（1つに○）

 

『感じている』は一般高齢者（69.3％）と若年者（64.5％）が高いが、在宅介護保険認定者（37.3％）

と介護保険施設利用者（22.4％）では低くなっている。 
『いる』 『いない』

64.5 30.8

69.3 22.8

37.3 51.9

22.4 63.2

20.5 

32.6 

14.4 

4.6 

44.0 

36.7 

22.9 

17.8 

24.2 

19.9 

32.8 

35.5 

6.6 

2.9 

19.1 

27.7 

4.7 

7.9 

10.8 

14.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

若年者

n=1,463

一般高齢者

n=3,139

在宅介護保険認定者

n=3,718

介護保険施設利用者

n=777

常に感じている ときどき感じている あまり感じていない ほとんど感じていない 不明

 
 

（２）生きがいを感じること 

（若年者 P41、一般高齢者 P194、在宅介護保険認定者 P321、介護保険施設利用者 P382） 

2.（1）「常に感じている」または「ときどき感じている」について 

あなたが、現在「こころのハリ」や「生きがい」を感じていることは、どんなことですか。（あ

てはまるもの全てに○） 

 

選択肢が一部異なるため一概に比較できないが、「こころのハリ」や「生きがい」を感じる事

柄は、若年者で「働くこと」（56.5％）、一般高齢者で「旅行や買い物などの外出」（57.5％）、在

宅介護保険認定者で「テレビやラジオの視聴」（48.1％）、介護保険施設利用者で「食事」（52.3％）

であり、各年代や状況により様々となっている。 
（％）

回
答
者
数
（

人
）
（

複
数
回
答
）

働
く
こ
と
（

自

営

・

家

事

等

を

含

む
）

家
族
の
世
話
や
介
護

ご
近
所
や
友
達
と
の
つ
き
あ
い

自
分
の
健
康
や
体
調

家
族
や
友
人
と
の
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン

学
習
や
教
養
を
高
め
る
こ
と
・
趣
味

の
活
動

町
会
・
自
治
会
の
活
動

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

お
し
ゃ

れ
や
服
装
の
こ
と

家
族
と
の
団
ら
ん

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
視
聴

信
仰
に
関
す
る
こ
と

旅
行
や
買
い
物
な
ど
の
外
出

施
設
で
の
行
事

食
事

そ
の
他

特
に
な
い

不
明

若年者 944 56.5 23.0 28.3 － － 27.3 26.5 1.7 0.1 3.8 21.4 47.1 28.6 6.0 51.7 － － 4.0 0.4 0.4

一般高齢者 2,174 36.8 16.4 37.1 － － 31.0 33.8 8.9 5.2 7.2 28.1 40.4 49.7 5.7 57.5 － － 1.8 0.6 1.2

在宅介護保険認定者 1,389 9.2 10.1 22.3 － － 7.3 21.0 2.7 6.3 2.5 16.1 38.4 48.1 8.5 20.3 － － 10.0 2.8 3.2

介護保険施設利用者 174 － － － 31.6 48.3 － 13.8 － － － 7.5 － 31.0 3.4 16.1 40.2 52.3 1.1 － 1.1
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（３）生活での不安・心配 

（若年者 P44、一般高齢者 P196、在宅介護保険認定者 P323、介護保険施設利用者 P383） 

あなたは、現在、生活の中で不安になったり、心配になったりすることはありますか。（1つに

○） 

 

『ある』は若年者（73.0％）と在宅介護保険認定者（64.5％）が高く、一般高齢者は『ある』（56.0％）、

『ない』（40.3％）で同等、介護保険施設利用者は『ない』（45.0％）が高くなっている。 

『ない』 『ある』

22.9 73.0

40.3 55.9

26.9 64.5

45.0 38.2

5.5

16.8

10.6

19.8

17.4

23.5

16.3

25.2

53.7

46.9

39.5

27.4

19.3

9.1

25.0

10.8

4.1

3.7

8.7

16.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

若年者

n=1,463

一般高齢者

n=3,139

在宅介護保険認定者

n=3,718

介護保険施設利用者

n=777

ほとんどない あまりない ときどきある よくある 不明

 
 

（４）不安・心配の内容 

（若年者 P46、一般高齢者 P199、在宅介護保険認定者 P325、介護保険施設利用者 P383） 

2.（3）「ときどきある」または「よくある」について 

あなたが、不安になったり、心配になったりするのはどのようなことですか。（あてはまるも

の全てに○） 

 

選択肢が一部異なるため一概に比較できないが、「不安」や「心配」になる事柄は、若年者が

「将来の自分の暮らしの先行き（生活設計など）について」（66.0％）、一般高齢者、在宅介護保

険認定者及び介護保険施設利用者が「自分の体調や病気について」でそれぞれ69.0％、86.9％、

72.4％となっている。 
（％）

回
答
者
数
（

人
）
（

複
数
回
答
）

自
分
の
体
調
や
病
気
に
つ
い
て

家
族
の
病
気
に
つ
い
て

自
分
や
身
近
な
人
が
寝
た
き
り
や
認
知

症
に
な
っ

た
と
き
の
介
護
に
つ
い
て

現
在
の
生
活
や
家
計
に
つ
い
て

将
来
の
自
分
の
暮
ら
し
の
先
行
き
（

生

活
設
計
な
ど
）

に
つ
い
て

災
害
や
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て

家
庭
や
家
族
に
つ
い
て

子
育
て
に
つ
い
て

住
居
や
住
ま
い
に
つ
い
て

財
産
や
資
産
に
つ
い
て

仕
事
に
つ
い
て

人
と
の
つ
き
あ
い
に
つ
い
て

こ
こ
ろ
の
ハ
リ
や
生
き
が
い
に
つ
い
て

そ
の
他

不
明

若年者 1,068 56.2 42.6 43.0 51.8 66.0 - 25.1 9.3 21.6 18.5 38.3 14.0 11.8 1.8 0.3

一般高齢者 1,756 69.0 46.5 34.2 35.6 43.3 - 25.5 0.8 13.1 8.9 6.0 5.1 13.0 0.8 0.5

在宅介護保険認定者 2,395 86.9 32.3 21.5 25.6 28.8 - 12.7 0.3 8.6 7.2 1.0 3.7 12.4 1.3 1.4

介護保険施設利用者 297 72.4 - - 21.9 25.6 7.4 30.3 - 11.4 9.8 - 9.4 19.5 - 1.7

※　介護保険施設利用者は選択肢「家庭や家族について」が「家庭や家族の生活について」  



第5章 調査間の比較 

395 

3．介護保険や権利擁護の制度について 

（１）介護保険制度 

（若年者 P50、一般高齢者 P201、在宅介護保険認定者 P337） 

あなたは、次の介護保険制度について、知っているものはありますか。（知っているもの全て

に○） 

 

介護保険事業の財源が「保険料とサービス利用料の1割自己負担額及び税金」であることの理

解度は、あまり高くない状況である。 
 

（％）

回
答
者
数
（

人
）
（

複
数
回
答
）

原
則
と
し
て
4
0
歳
以
上
の
方
全
員
が
加
入
し
、

保
険
料

を
納
め
る

6
5
歳
以
上
の
方
（

第
１
号
被
保
険
者
）

の
保
険
料
は
、

市
町
村
ご
と
に
被
保
険
者
本
人
の
所
得
や
世
帯
の
課
税
状

況
に
よ
っ

て
決
ま
る

介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、

ま
ず
市
に
要

介
護
（

要
支
援
）

認
定
の
申
請
を
す
る

要
介
護
（

要
支
援
）

認
定
区
分
に
応
じ
て
、

利
用
で
き
る

介
護
（

介
護
予
防
）

サ
ー

ビ
ス
の
利
用
限
度
額
が
異
な
る

サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
は
、

原
則
、

か
か
っ

た
費
用

の
１
割
を
利
用
者
が
負
担
す
る

介
護
保
険
は
、

被
保
険
者
が
納
め
る
保
険
料
と
利
用
者
の

１
割
の
負
担
金
の
ほ
か
に
、

約
半
分
は
税
金
を
財
源
に
し

て
い
る

不
明

若年者 1,463 69.5 36.0 60.7 53.1 44.7 23.8 12.0

一般高齢者 3,139 64.6 68.3 61.0 44.8 46.5 33.9 11.7

在宅介護保険認定者 3,718 44.0 37.8 61.7 51.5 61.1 33.4 21.5
 

 

（２）地域包括支援センター 

（若年者 P54、一般高齢者 P210、在宅介護保険認定者 P336） 

地域包括支援センターを利用していますか。（1つに○） 

 

「知らない」は若年者（70.7％）、一般高齢者（64.3％）が高く、介護保険サービスを利用し

ている在宅介護認定者（32.7％）も認知度はあまり高くない。 

3.3 

1.8 

24.6 

24.9 

27.2 

29.3 

70.7 

64.3 

32.7 

1.1 

6.8 

13.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

若年者

n=1,463

一般高齢者

n=3,139

在宅介護保険認定者

n=3,718

利用している 知っているが利用していない 知らない 不明
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（３）権利擁護 

（一般高齢者 P206、在宅介護保険認定者 P341、介護保険施設利用者 P385） 

 

一般高齢者（44.9％）で「クーリングオフ制度」が、住宅介護保険認定者（28.1％）及び介護保険

施設利用者（26.9％）で「成年後見制度」が最も高い。 

また、いずれの調査対象においても「市民後見人の活動」、「法テラス」は認知度が低い。 
 

（％）

回
答
者
数
（

人
）
（

複
数
回
答
）

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（

地
域
福

祉
権
利
擁
護
事
業
）

成
年
後
見
制
度

市
民
後
見
人
の
活
動

松
戸
市
高
齢
者
虐
待
の
通
報
・
相
談

窓
口

法
テ
ラ
ス

ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
制
度

不
明

一般高齢者 3,139 30.9 40.5 9.5 16.0 5.9 44.9 30.1

在宅介護保険認定者 3,718 24.1 28.1 6.9 12.3 3.8 26.3 47.1

介護保険施設利用者 777 21.2 26.9 4.4 9.0 3.1 18.4 57.8
 

 

（4）認知症 

（若年者 P55、一般高齢者 P208、在宅介護保険認定者 P342） 

あなたは認知症に関する次の内容を知っていますか。（知っているもの全てに○） 

 

いずれの調査対象においても「脳の障害によって、記憶力・判断力・理解力が低下する病気であり、

多くの人がかかる可能性がある」が最も高い。 

「環境の変化への適応が難しくなるため、住み慣れた家庭や地域の暮らしの中で、生活することが

大切である」は一般高齢者（53.1％）が若年者（45.6％）より7.5ポイント高くなっている。 
 

（％）

回
答
者
数
（

人
）
（

複
数
回
答
）

脳
の
障
害
に
よ
っ

て
、

記
憶
力
・
判
断

力
・
理
解
力
が
低
下
す
る
病
気
で
あ
り
、

多
く
の
人
が
か
か
る
可
能
性
が
あ
る

原
因
や
状
態
に
よ
っ

て
は
、

早
期
に
発
見

し
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、

症
状
を
軽
く
し
た
り
、

進
行
を
遅
ら

せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

何
も
わ
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
う
わ
け
で

は
な
く
、

感
情
や
プ
ラ
イ
ド
は
保
た
れ
る

た
め
、

本
人
は
多
く
の
不
安
や
混
乱
を
抱

え
て
い
る

環
境
の
変
化
へ
の
適
応
が
難
し
く
な
る
た

め
、

住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
の
暮
ら
し

の
中
で
、

生
活
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

徘
徊
な
ど
の
行
動
に
は
原
因
が
あ
り
、

無

理
に
押
さ
え
込
む
の
で
は
な
く
、

接
し
方

を
工
夫
し
た
り
、

周
り
の
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る

不
明

若年者 1,463 87.3 74.9 50.6 45.6 47.8 4.3

一般高齢者 3,139 81.1 77.3 45.8 53.1 51.4 8.1

在宅介護保険認定者 3,718 69.0 54.9 34.7 38.0 35.2 21.1
 

 

あなたは、高齢者が安心して暮らせるための権利擁護の制度や仕組みを知っていますか。（知っ

ているているもの全てに○） 
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（5）認知症対策 

（若年者 P57、一般高齢者 P209、在宅介護保険認定者 P343） 

松戸市が行っている認知症対策について、より充実させたほうがいいと思うものはどれです

か。（あてはまるもの全てに○） 

 

本市が実施している認知症対策のうち、より充実させるべき事業として、若年者及び在宅介護

保険認定者は「認知症サポーターの養成」（54.3％、33.8％）を、一般高齢者は「認知症予防教

室や認知症講演会」（41.5％）を望んでいる。 
 

（％）

回
答
者
数
（

人
）
（

複
数
回
答
）

認
知
症
予
防
教
室
や
認
知
症
講
演
会

認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
方
の
集
ま
り

認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー

養
成
講
座
（

認
知

症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
理
解
し
、

認
知
症
の
方
や
家
族
を
見
守
る
認
知
症

サ
ポ
ー

タ
ー

を
養
成
す
る
講
座
）

防
災
行
政
用
無
線
に
よ
る
徘
徊
高
齢
者

の
探
索
（

認
知
症
の
方
が
徘
徊
し
、

行

方
不
明
に
な
っ

た
場
合
に
早
期
発
見
す

る
た
め
防
災
行
政
用
無
線
で
放
送
す

る
）

不
明

若年者 1,463 43.6 39.7 54.3 39.6 9.1

一般高齢者 3,139 41.5 25.5 40.5 38.1 22.2

在宅介護保険認定者 3,718 30.3 24.7 33.8 31.6 34.5
 

 

（6）介護保険料・サービス（受益と負担） 

（若年者 P52、一般高齢者 P203、在宅介護保険認定者 P338） 

今後、65歳以上の方が増加し、要介護の認定対象者が増加する一方、それを支える40歳から64

歳までの方は減少していきます。あなたは、負担する費用と受けられるサービスについて最も近

い考え方はどれですか。（それぞれ1つに○） 

 

 負担している保険料 

若年者（54.9％）、一般高齢者（60.6％）及び在宅介護保険認定者（47.9％）全てが、『負担で

ある』と感じている。 
 

『負担である』 『負担ではない』

54.9 23.7

60.6 24.6

47.9 22.5

21.5 

19.7 

16.3 

33.4 

40.9 

31.6 

18.9 

18.8 

14.7 

4.8 

5.8 

7.8 

19.6 

7.4 

17.0 

1.8 

7.3 

12.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

若年者

n=1,463

一般高齢者

n=3,139

在宅介護保険認定者

n=3,718

とても負担である やや負担である それほど負担ではない

負担とは思わない 負担している金額がわからない 不明
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 受けられるサービス 

若年者及び一般高齢者は「保険料納付が負担」と感じているにもかかわらず、「保険料負担が

増えても、在宅、施設サービスともに充実」を望んでいる。 

一方、在宅介護保険認定者は、「保険料負担もサービス供給も現状維持」を望んでおり、実際

のサービス水準や内容の認識度により、差が生じているものと推察する。 
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4．介護者として 

（１）世話をすべき家族 

（若年者 P74、一般高齢者 P227、在宅介護保険認定者 P357） 

ご家族の中に、あなたが現に介護をしている方はいますか。（どちらかに○） 

 

「いる」は若年者（15.3％）、一般高齢者（6.3％）、在宅介護保険認定者（本人（封筒のあて名の

方）回答）（17.0％）となっている。 

15.3

6.3

17.0

82.5

86.1

56.4

2.2

7.6

26.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

若年者

n＝1,463

一般高齢者

n＝3,139

在宅介護保険認定者

（本人（封筒のあて名の方）回答）

n＝1,720

いる いない 不明
 

 

（2）施設入所の理由 

（若年者 P78、一般高齢者 P229、在宅介護保険認定者 P358） 

4.（1）「いる」のうち、施設入所について 

施設への入所を選んだ主な理由を教えてください。（1つに○） 

 

若年者は「自宅の居住環境では介護保険施設利用者を続けいていくことが難しかったから」

（38.6％）が、一般高齢者及び在宅介護保険認定者（本人（封筒のあて名の方）回答）は「介護への

身体的負担が大きかったから」（33.3％、35.3％）が最も高くなっている。 

17.1

33.3

35.3

18.6

8.3

9.8

38.6

28.3

17.6

20.0

18.3

19.6

4.3

6.7

7.8

0.0

0.0

0.0

1.4

5.0

9.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

若年者

n＝70

一般高齢者

n＝60

在宅介護保険認定者

（本人（封筒のあて名の方）回答）

n＝51

介護への身体的負担が大きかったから

介護への精神的負担が大きかったから

自宅の居住環境では介護を続けていくことが難しかったから

専門的なケア※（医療ケア、認知症ケア等）が必要だったから

その他

わからない

不明
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（3）介護日数 

（若年者 P81、一般高齢者 P231、在宅介護保険認定者 P359） 

4.（1）「いる」のうち、施設入所以外について 

その方を一か月にどのくらい介護していますか。（1つに○） 

 

いずれの調査対象においても「ほとんど毎日」が突出して高いが、「月2回以下」が若年者（14.5％）、

一般高齢者（14.2％）に比べ、在宅介護保険認定者（本人（封筒のあて名の方）回答）（2.2％）で12

ポイントの差がある。 

61.2

56.7

64.9

5.9

6.4

5.6

9.9

5.0

4.8

14.5

14.2

2.2

8.6

17.7

22.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

若年者

n＝152

一般高齢者

n＝141

在宅介護保険認定者

（本人（封筒のあて名の方）回答）

n＝231

ほとんど毎日 月に８回程度 月４回程度 月２回以下 不明
 

 

（4）介護時間 

（若年者 P79、一般高齢者 P231、在宅介護保険認定者 P359） 

4.（1）「いる」のうち、施設入所以外について 

その方へ見守りを含め介護する時間は一日どのくらいですか。（1つに○） 

 

いずれの調査対象においても「必要なときに手を貸す程度」が高いが、若年者（59.9％）、一般高

齢者（58.9％）に比べ、在宅介護保険認定者（本人（封筒のあて名の方）回答）（46.3％）は13ポイ

ント低い。 

一方、「ほとんど終日」は若年者（10.5％）、一般高齢者（14.9％）に比べ、在宅介護保険認定者（本

人（封筒のあて名の方）回答）（21.6％）は6～11ポイント高くなっている。 

59.9

58.9

46.3

11.2

3.5

4.8

11.8

10.6

7.4

10.5

14.9

21.6

6.6

12.1

19.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

若年者

n＝152

一般高齢者

n＝141

在宅介護保険認定者

（本人（封筒のあて名の方）回答）

n＝231

必要なときに手を貸す程度 ２～３時間程度 半日程度 ほとんど終日 不明
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（5）介護上の困りごと 

（若年者 P90、一般高齢者 P238、在宅介護保険認定者 P365） 

あなた（主な介護者）が現在もしくは今後介護を行う上で、困ることや悩むことは何だと思い

ますか。（あてはまるもの全てに○） 

 

若年者、一般高齢者は「早朝・夜間・深夜などの対応が大変である」（44.6％、27.7％）が、在宅

介護保険認定者（本人（封筒のあて名の方）回答）は「腰痛など身体的な負担が大きい」（20.4％）

が最も高くなっている。 
 

（％）

回
答
者
数
（

人
）
（

複
数
回
答
）

介
護
す
る
時
間
が
な
か
な
か
と
れ
な
い

相
談
で
き
る
人
が
い
な
い

相
談
す
る
場
所
が
わ
か
ら
な
い

介
護
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い

早
朝
・
夜
間
・
深
夜
な
ど
の
対
応
が
大
変
で

あ
る

緊
急
時
の
対
応
が
大
変
で
あ
る

腰
痛
な
ど
身
体
的
な
負
担
が
大
き
い

介
護
を
行
う
側
の
健
康
状
態
が
良
く
な
い

精
神
的
に
疲
れ
る

介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ

の
た
め
の
時
間
が

取
れ
な
い

家
族
や
近
隣
の
方
な
ど
の
理
解
が
足
り
な
い

本
人
が
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
使
い
た
が
ら
な
い

こ
と
が
あ
る

イ
ラ
イ
ラ
し
本
人
に
怒
鳴
っ

て
し
ま
う
こ
と

が
あ
る

思
わ
ず
手
を
上
げ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

本
人
の
訴
え
を
無
視
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る 介
護
に
要
す
る
費
用
が
か
か
る

認
知
症
を
診
察
し
て
く
れ
る
医
療
機
関
（

診

療
科
）

が
わ
か
ら
な
い

認
知
症
の
方
へ
の
対
応
の
仕
方
が
わ
か
ら
な

い 急
激
に
症
状
が
悪
化
し
た
場
合
の
緊
急
受
入

施
設
が
わ
か
ら
な
い
ま
た
は
な
い

徘
徊
し
て
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
る
と
き
が

あ
る

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

不
明

若年者 1,463 34.3 13.3 18.0 30.6 44.6 32.5 24.8 11.3 43.9 19.8 3.6 12.6 24.2 3.9 11.6 37.0 15.0 22.1 20.5 8.3 2.3 3.1 7.6 4.6

一般高齢者 3,139 5.2 6.4 11.0 19.9 27.7 20.0 20.5 10.4 23.3 7.9 1.6 5.5 11.4 1.5 5.0 15.5 11.2 14.8 14.8 3.3 1.4 6.7 14.9 22.3

在宅介護保険認定者
（本人（封筒のあて
名の方）回答）

1,720 6.6 6.6 5.2 9.2 17.8 16.6 20.4 17.6 16.7 5.9 2.7 3.2 11.2 1.1 4.0 8.3 5.6 6.5 10.2 2.4 2.0 4.1 6.6 34.6

 
 

（6）今後の介護形態志向（介護する場合） 

（若年者 P84、一般高齢者 P233、在宅介護保険認定者 P360） 

4.（1）「いる」について 

今後の介護の方法はどのように考えていますか。（1つに○） 

 

いずれの調査対象においても「可能な限り在宅で」が最も高いが、在宅介護保険認定者（本人（封

筒のあて名の方）回答）（52.6％）は突出している一方で、「必要に応じて施設へ入所」、「できるだけ

施設への入所」も他の調査対象に比べ、高くなっている。 

40.2 

35.4 

52.6 

18.8 

22.2 

0.0 

12.5 

13.6 

16.0 

6.3 

5.6 

7.5 

1.3 

0.0 

0.7 

3.1 

4.5 

4.1 

1.8 

4.5 

4.4 

16.1 

14.1 

14.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

若年者

n=224

一般高齢者

n=198

在宅介護保険認定者

（本人（封筒のあて名の方）回答）

n=293

可能な限り在宅で 引き続き施設に入所 必要に応じて施設への入所 できるだけ施設への入所 その他 一概に言えない わからない 不明
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（7）在宅介護支援策 

（若年者 P84、一般高齢者 P234、在宅介護保険認定者 P361） 

4.（6）「可能な限り在宅で」について 

可能な限り在宅で介護していくためには何が必要だと思いますか。（あてはまるもの全てに○）

 

いずれの調査対象においても「必要なときにいつでも利用できるサービス」、「緊急時に対応してく

れる事業」が高く、迅速かつ柔軟なサービス供給体制への要望が伺える。 
 

（％）

回
答
者
数
（

人
）
（

複
数
回
答
）

身
体
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
サ
ー

ビ
ス

精
神
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
サ
ー

ビ
ス

必
要
な
と
き
に
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ

ス 定
期
的
に
巡
回
し
て
く
れ
る
サ
ー

ビ
ス

介
護
す
る
家
族
が
休
息
を
と
れ
る
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
の
実
施

介
護
し
や
す
い
住
環
境
の
整
備

介
護
に
関
す
る
費
用
負
担
の
軽
減

困
っ

た
と
き
に
気
軽
に
介
護
相
談
が
で
き
る
場

所 介
護
す
る
家
族
同
士
が
お
互
い
に
知
識
や
悩
み

を
共
有
で
き
る
場
所

緊
急
時
に
対
応
し
て
く
れ
る
事
業

そ
の
他

不
明

若年者 90 54.4 42.2 74.4 28.9 44.4 20.0 54.4 31.1 16.7 54.4 3.3 1.1

一般高齢者 70 41.4 34.3 68.6 18.6 35.7 18.6 41.4 38.6 7.1 54.3 1.4 5.7

在宅介護保険認定者
（本人（封筒のあて
名の方）回答）

154 45.5 39.0 67.5 18.8 39.6 18.2 37.7 32.5 14.9 48.7 1.3 3.2
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5．被介護者として 

（１）今後の介護形態志向（介護される場合） 

（若年者 P65、一般高齢者 P215、在宅介護保険認定者 P344） 

仮に、あなたご自身が老後に寝たきりや認知症になり、介護が必要となった場合に、どこで介

護を受けたいと思いますか。（1つに○） 

 

 

若年者は「特別養護老人ホームや老人保健施設などの介護保険施設に入所して介護を受けたい」

（21.9％）が、一般高齢者、在宅介護保険認定者は「現在の住まいで介護を受けたい」（29.3％、45.5％）

が最も高く、特に在宅介護保険認定者は突出している。 

19.9 

29.3 

45.5 

14.8 

10.5 

6.4 

21.9 

20.5 

14.1 

3.8 

5.1 

4.6 

1.2 

0.8 

1.4 

20.1 

15.8 

9.4 

15.8 

12.7 

8.7 

2.6 

5.3 

10.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

若年者

n=1,463

一般高齢者

n=3,139

在宅介護保険認定者

n=3,718

現在の住まいで介護を受けたい

介護付きの有料老人ホームや高齢者住宅に住み替えて介護を受けたい

特別養護老人ホームや老人保健施設などの介護保険施設に入所して介護を受けたい

病院に入院して介護を受けたい

その他

一概に言えない

わからない

不明
 

 

（2）在宅希望の理由 

（若年者 P67、一般高齢者 P216、在宅介護保険認定者 P346） 

5.（1）「現在の住まいで介護を受けたい」について 

あなたが、在宅を選択する理由を教えてください。（1つに○） 

 

いずれの調査対象においても「現在の住まいで生活を続けたいから」が最も高く、次いで「施設に

入るだけの経済的余裕がないから」となっている。 

14.9 

8.3 

5.5 

52.2 

55.8 

53.6 

3.4 

2.1 

2.1 

4.3 

2.7 

6.2 

2.8 

2.5 

4.5 

15.0 

22.8 

21.0 

1.4 

1.8 

1.0 

2.6 

2.4 

4.1 

0.8 

0.3 

1.7 

1.0 

0.4 

0.3 

1.6 

0.9 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

在宅介護保険認定者

n=1,690

一般高齢者

n=920

若年者

n=291

在宅で十分な介護が受けられるから 現在の住まいで生活を続けたいから 施設で他人の世話になるのはいやだから 他人との共同生活はしたくないから

施設では自由な生活ができないから 施設に入るだけの経済的余裕がないから 施設を利用することに抵抗を感じるから 具体的に施設を知らず不安だから

その他 わからない 不明
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（3）施設希望の理由 

（若年者 P70、一般高齢者 P219、在宅介護保険認定者 P348） 

5.（1）「施設等に入所して介護を受けたい」について 

あなたが、施設入所を選択する理由を教えてください。（1つに○） 

 

 

いずれの調査対象においても「家族に負担をかけたくないから」が最も高いが、若年者（54.1％）、

一般高齢者（47.4％）に比べ、在宅介護保険認定者（27.4％）は20～27ポイント低く、傾向に差があ

る。 

9.4 

7.1 

11.7 

10.4 

8.3 

4.4 

18.5 

8.8 

5.9 

27.4 

47.4 

54.1 

10.6 

11.5 

10.2 

9.5 

8.1 

7.3 

2.4 

1.9 

1.7 

4.3 

2.3 

1.7 

0.5 

0.5 

0.7 

0.6 

0.4 

0.3 

6.3 

3.8 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

在宅介護保険認定者

n=934

一般高齢者

n=1,134

若年者

n=591

家族がいないから 家族は仕事をしているなど、介護の時間が十分にとれないから

家族は高齢や体が弱いなど、十分な介護ができないから 家族に負担をかけたくないから

専門的な介護が受けられるから 緊急時の対応の面で安心だから

在宅で受けられる介護サービスでは不十分だから 介護のための部屋がない、入浴しにくいなど住宅の構造に問題があるから

その他 わからない

不明
 

 

（4）充実すべき高齢者施策 

（若年者 P58、一般高齢者 P224、在宅介護保険認定者 P353） 

松戸市では、介護保険制度以外にも高齢者施策を実施していますが、その施策の必要性につい

てうかがいます。より充実させたほうがいいと思うものはどれですか。（あてはまるもの全てに

○） 

 

いずれの調査対象においても比較的「緊急通報装置の貸与」、「配食サービス時の安否確認」及び「軽

度生活援助」といった在宅介護サービスが高いが、一般高齢者及び在宅介護保険認定者においては老

人ホームの増設」といった施設介護サービスの要望も高く、介護する家族などへの配慮も伺える。 
 

（％）

回
答
者
数
（

人
）

（

複
数
回
答
）

要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
6
5
歳
以
上
の
方

に
対
し
て
行
う
介
護
予
防
事
業

市
内
1
1
ヶ

所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
行
っ

て
い
る
、

介

護
・
福
祉
・
保
健
・
医
療
等
の
総
合
的
な
相
談
窓
口

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
人
が
、

急
病
等
の
緊
急
事
態
に
対
応
す
る

た
め
の
緊
急
通
報
装
置
の
貸
与

買
物
・
食
事
の
用
意
が
困
難
な
高
齢
者
に
食
事
を
届
け
、

安
否
の

確
認
を
す
る
配
食
サ
ー

ビ
ス

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
人
が
、

軽
易
な
日
常
生
活

の
援
助
を
安
価
で
利
用
で
き
る
軽
度
生
活
援
助
事
業

急
病
等
で
自
宅
に
救
急
車
が
来
た
時
に
救
急
隊
が
迅
速
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
、

か
か
り
つ
け
医
等
の
情
報
を
記
入
し
、

自
宅
に

備
え
て
お
く
救
急
時
情
報
用
紙
の
配
布

地
震
で
の
家
具
転
倒
防
止
の
た
め
の
器
具
の
購
入
費
・
取
付
費
の

一
部
を
助
成
す
る
制
度

在
宅
介
護
者
の
支
援
の
た
め
、

紙
お
む
つ
を
支
給
す
る
制
度

高
齢
者
の
健
康
維
持
の
た
め
に
、

は
り
・
き
ゅ

う
・
あ
ん
摩
の
助

成
券
を
交
付
す
る
事
業

地
域
で
生
き
が
い
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
を
す
る
老

人
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援

ク
ラ
ブ
活
動
や
高
齢
者
の
つ
ど
い
の
場
と
し
て
の
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

や
シ
ニ
ア
交
流
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
中
に
あ
る
無
料
で
入
浴
で
き
る
浴
室

市
内
の
公
衆
浴
場
の
入
浴
料
を
割
り
引
き
す
る
こ
と
に
よ
り
、

入

浴
を
通
じ
た
交
流
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
事
業

敬
老
祝
金
の
贈
呈
や
町
会
等
で
の
敬
老
事
業
へ
の
支
援

生
涯
学
習
大
学
や
各
種
教
養
講
座
な
ど
の
学
習
機
会
の
場
の
提
供

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

の
支
援
や
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
事

業
な
ど
、

就
労
促
進

ご
長
寿
ハ
ッ

ピ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
や
良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
よ
り
高
齢
者
の
健
康
を
め
ざ
す
事
業

低
所
得
者
の
方
に
対
す
る
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
助
成

介
護
保
険
の
利
用
料
・
保
険
料
な
ど
の
助
成

高
齢
者
向
け
の
住
宅
や
家
賃
補
助
事
業
な
ど
の
住
宅
施
策

老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
施
設
を
増
や
す
施
策

そ
の
他

不
明

若年者 1,463 33.2 33.4 57.7 52.4 50.0 36.8 19.2 30.1 11.9 18.4 17.4 16.5 12.3 11.4 17.5 37.4 5.1 46.1 40.9 35.4 39.0 2.9 5.6

一般高齢者 3,139 24.9 20.6 41.2 28.8 33.5 31.5 14.0 15.3 12.7 12.0 12.8 8.2 7.0 8.6 14.2 16.6 2.9 33.3 27.3 15.3 34.3 2.2 17.9

在宅介護保険認定者 3,718 24.6 20.5 33.4 29.5 29.7 31.8 15.4 26.3 15.4 8.7 8.0 7.7 5.4 10.7 7.2 10.0 3.1 29.2 30.3 14.6 32.3 1.8 24.4  
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3．まとめと考察 
 

●隣近所との付き合いについて 

「親しく付き合っている人（訪問したり、悩み事を相談するなど）がいる」、「世間話や立ち話をす

る程度の人はいる」は一般高齢者が高く、付き合いの度合いが比較的濃い。 

「あいさつをする程度の人はいる」は若年者が高く、「付き合っている人はほとんどいない」は在

宅介護保険認定者が最も高くなっており、人間関係が希薄な傾向が見られる。 

若年者は個人主義、プライバシーの意識が高まった世代であること、在宅介護保険認定者は外出機

会が減少したことが1つの要因と推察する。 
 

●こころのハリと生きがい等について 

日常生活を送る中で「こころのハリ」や「生きがい」を『感じている』は若年者が65％、一般高齢

者が69％と高いが、一方、『感じていない』は在宅介護保険認定者が52％、介護保険施設利用者が63％

と『感じている』を上回っている。 

「こころのハリ」や「生きがい」を感じる事柄として、若年者は「働くこと（自営・家事等を含む）」、

「旅行や買い物などの外出」が高く、一般高齢者は「旅行や買い物などの外出」、「テレビやラジオの

視聴」が高くなっている。在宅介護保険認定者は「テレビやラジオの視聴」が高くなっている。選択

肢が一部異なるため一概に比較はできないが、介護保険施設利用者は「食事」、「家族や友人とのふれ

あい」が高くなっており、年齢や身体状態により差が見られる。 

生活の中で不安や心配が『ある』は若年者（73％）、在宅介護保険認定者（65％）が高く、不安・

心配に感じる事柄として、若年者は「将来の自分の暮らしの先行き（生活設計など）について」（66％）

が高く、一般高齢者、在宅介護保険認定者、介護保険施設利用者は「自分の体調や病気について」が

それぞれ69％、87％、72％で最も高くなっている。 

「こころのハリ」や「生きがい」、不安や心配の有無は、年齢、身体状態及び就労などによる差に

応じた対応の必要性が伺える。 
 

●介護保険や権利擁護の制度について 

介護保険制度の内容については、若年者、一般高齢者、在宅介護保険認定者によって認知度に差が

見られ、年代や身体状況に応じた知識や情報の周知施策の必要性が伺える。 

地域包括支援センターの認知度について、「知らない」は若年者（71％）、一般高齢者（64％）が

高く、介護保険サービスを利用している在宅介護認定者（33％）も認知度はあまり高くない。 

地域包括ケアシステム構築においては、中核的な役割を担う機関であるため、周知の徹底と適

正な利用促進の必要性が伺える。 

いずれの調査対象においても「市民後見人の活動」、「法テラス」は認知度が低い。近年、高齢者を

ねらった犯罪も多発していることから、それらの被害から守り、救うといった視点においても、制度

などの周知の必要性が伺える。 
 

●認知症について 

認知症の認知度については、いずれの調査対象においても認知度の高低は類似しており、自身の認

知症予防のため、認知症の家族などの介護のためなど、それぞれの立場や状況に応じた知識や情報の

周知施策の必要性が伺える。 

また、本市が実施している認知症対策のうち、より充実させるべき事業として、「認知症サポー

ターの養成講座」が若年者（54％）、在宅介護保険認定者（34％）で高く、それぞれ介護する側、

介護される側の視点によるものと推察される。一方、一般高齢者は「認知症予防教室や認知症講

演会」（41.5％）が高く、自身の認知症予防の視点によるものと推察される。 
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●今後の生活について 

介護をしている家族の存在については在宅介護保険認定者（17％）で最も高く、介護を必要とする

者同士で支え合っている状況が推察される。 

介護する立場でにおいては、今後も「可能な限り在宅で」が最も高く、特に在宅介護保険認定者が

53％で突出しているが、一方で「できるだけ施設への入所」の希望も少なくない。 

「可能な限り在宅で」介護を続けていくためには、「必要なときにいつでも利用できる」、「緊急時

に対応してくれる事業」といった迅速かつ柔軟なサービス供給体制の確立が求められている。 

まずは、介護を必要とせず、自身で日常生活を送ることができる期間をできる限り延ばすために、

健康づくりや介護予防への取組みの促進が必要である。 

しかしながら、介護を必要とする者同士で支え合っている状況から、自身や家族による自助だけで

は実現は難しいことが推察される。 

介護される立場において、若年者は「現在の住まいで介護を受けたい」、「特別養護老人ホームや老

人保健施設などの介護保健施設に入所して介護を受けたい」が20％ずつで同等程度だが、一般高齢者、

在宅介護保険認定者は「現在の住まいで介護を受けたい」が高く、特に在宅介護保険認定者は突出し

ている。 

在宅介護を希望する理由として、いずれの調査対象においても「現在の住まいで生活を続けたいか

ら」が最も高く、住み慣れた自宅、地域での生活を望んでいることが伺える。 

一方、施設介護を希望する理由としては、「家族に負担をかけたくないから」が最も高くなってお

り、介護する家族などへの配慮、気兼ねが伺える。 

充実すべき高齢者施策については、「一人暮らしの高齢者の人が、急病等の緊急事態に対応するた

めの緊急通報装置の貸与」、「買物・食事の用意が困難な高齢者に食事を届け、安否の確認をする配食

サービス」及び「一人暮らし高齢者や高齢者世帯の人が、軽易な日常生活の援助を安価で利用できる

軽度生活援助事業」といった在宅介護サービスが高いが、一般高齢者及び在宅介護保険認定者におい

ては、「老人ホームなどの施設を増やす施策」といった施設介護サービスの要望も高く、やはり介護

する家族などへの配慮、気兼ねも伺えるため、介護が必要な人への支援のみならず、介護をする家族

などに対する負担軽減、不安や悩み相談などの施策も重要であることが推察される。 
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Ⅰ．調査結果の概観 
 

本報告書における認定状況の区分は、以下のとおりとなっている。 

・要支援認定者  ＝介護保険在宅要支援・要介護認定者調査のF5で 

「要支援1」、「要支援2」と回答した人。 

・要介護認定者  ＝介護保険在宅要支援・要介護認定者調査のF5で 

「要介護1」～「要介護5」と回答した人。 

・二次予防対象者 ＝基本チェックリストの集計で、二次予防事業の対象条件に

該当した方（認定者を除く）。 

・一般高齢者   ＝認定者及び二次予防対象者に該当しない人。 
 

図表における略記 

・要支援認定者⇒要支援  ・要介護認定者⇒要介護  ・二次予防対象者⇒予防 

・一般高齢者⇒一般 
 

1. 機能 
 

（１）項目別評価結果 

生活機能の評価項目ごとの非該当者（リスクなし）の割合をみると、一般高齢者でその割合が も高

く、次いで、概ね二次予防対象者、要支援認定者、要介護認定者の順となっており、それぞれの生活機

能のレベルを反映した結果となっている。 

二次予防対象者選定の直接の条件になっていない、認知症予防、転倒、うつ予防、認知機能、閉じこ

もり予防については、二次予防対象者に比べて率は低いものの、一般高齢者の中にも該当者（リスク者）

が相当数いることがわかる。 
 

84.4

58.3

56.7

47.1

95.6

26.4
49.8

68.6

63.4

0.0

100.0
虚弱

運動器

閉じこもり予防

転倒

栄養口腔

認知症予防

認知機能

うつ予防

＜図表＞生活機能（非該当・リスクなしの割合）

一般

（n=2,292）

予防

（n=847）

要支援

（n=1,070）

要介護

（n=2,468）
 

※割合は予防のみ表示 

非認定者 
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（２）総合指標 

基本チェックリスト25問のうち、うつ予防に関する設問を除く20問について、各設問で該当となる回

答をした場合を各1点（点数が低いほど、難易度の高い動作等を行うことができる）として、その合計

得点の分布を累積相対度数でみると、一般高齢者が100％に到達する（全対象者が当該動作を行うこと

ができるレベル）9点以下の割合では、二次予防対象者が84.4％、要支援者が46.4％、要介護認定者が

14.7％となっている。 
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2. 日常生活 
 

（１）老研式活動能力指標（IADL） 

高齢者の比較的高次の生活機能の指標として定着している老研式活動能力指標（13項目）について、

その生活機能得点（平均）をみると、いずれの年代でも一般高齢者が も高く、次いで二次予防対象者、

要支援認定者、要介護認定者の順となっている｡ 

年齢が上がるほどその得点は概ね低下しているが、二次予防対象者でその低下幅が大きくなっている。 
 

10.8  10.8  10.6  10.6 
10.2 

10.0  10.1  9.9  9.7 

8.8 

7.8  7.6 
8.2  8.1 

7.3 

4.3  4.3  4.5  4.3 
3.7 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

＜図表＞認定状況別生活機能得点

一般

（n=2,292）

予防

（n=847）

要支援

（n=1,070）

要介護

（n=2,468）

（点）

 
 

（２）日常生活動作（ADL） 

高齢者の日常生活動作（ADL）の状況をみると、「自立」と評価される者の割合は、いずれの項目で

も一般高齢者が も高く、次いで二次予防対象者、要支援認定者、要介護認定者の順となっている。 

要介護認定者と二次予防対象者の中間に位置する要支援認定者についてみると、食事、移動、整容、

トイレ動作については、いずれも自立の割合が9割を超えている一方、排尿、階段昇降、歩行について

はそれぞれ41.7％、55.5％、67.9％と低下しており、日常生活動作の中でも、比較的早い時期に低下す

るものとそうでないものがあることがうかがえる。 
 

19.9

95.7

93.3

96.1

96.6
81.1

67.9

55.5

92.1

75.4

41.7

0.0

100.0
総合

食事

移動

整容

トイレ動作

入浴歩行

階段昇降

着替え

排便

排尿

＜図表＞ＡＤＬ（評価項目別自立者割合）

一般

（n=2,292）

予防

（n=847）

要支援

（n=1,070）

要介護

（n=2,468）
 

※割合は要支援のみ表示 
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3. 健康・疾病 
 

（１）既往率 

疾病の既往率の状況をみると、要介護の原因となる脳卒中、心臓病、糖尿病、筋骨格の病気、外傷、

認知症では、認定者の既往率が高くなっている。 

要介護の原因疾病の中でも、脳卒中や認知症などは要介護認定者で既往率が顕著に高くなっている一

方、筋骨格の病気では要支援認定者の既往率が も高くなっており、要介護のレベルによって原因疾病

の構成割合が異なっていることがわかる。 
 

＜図表＞疾病の状況（既往症） 

持病 予防 一般 要支援 要介護

高血圧 40.5 38.0 45.8 39.1

脳卒中（脳出血・脳梗塞等） 4.3 2.0 13.3 24.9

心臓病 15.1 8.6 22.7 20.1

糖尿病 14.9 10.4 15.6 17.4

高脂血症（脂質異常） 10.5 10.2 8.6 5.6

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等） 6.5 3.2 10.3 7.9

胃腸・肝臓・胆のうの病気 9.7 5.9 11.3 7.9

腎臓・前立腺の病気 9.1 5.6 9.3 11.7

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等） 17.8 8.9 35.0 21.2

外傷（転倒・骨折等） 3.5 1.4 12.8 11.3

がん（新生物） 5.7 4.0 7.3 6.7

血液・免疫の病気 1.4 0.7 3.0 1.9

うつ病 1.7 0.4 3.6 3.8

認知症（アルツハイマー病等） 0.7 0.1 3.7 25.8

パーキンソン病 0.5 0.2 2.2 5.8

目の病気 18.2 11.2 22.3 17.7

耳の病気 6.5 3.2 9.9 6.8
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（２）認知機能の障害程度 

回答結果からCPS（Cognitive PerFormance Scaleの略。認知機能の障害程度の指標）に準じて評価さ

れる認知機能の障害程度区分の分布をみてみると、認知機能の障害ありと評価される者の割合が も高

いのは要介護認定者で81.5％､次いで要支援認定者が52.9％、二次予防対象者が29.5％､一般高齢者が

11.3％の順となっている。 

CPSで認知症の行動・心理症状がみられるのは3レベル以上といわれており、その割合は、要介護認定

者で42.0％、要支援認定者で9.7％、二次予防対象者で3.4％となっている。 

認知症の既往歴の有無別にこの評価結果の分布をみると、既往歴ありでは96.5％が、それ以外では

44.3％が障害ありと評価されている。 
 

87.0

68.6

47.1

18.4

9.9

19.8

27.5

20.3

1.0

6.3

15.7

19.2

0.4

3.4

9.7

42.0

1.6

1.9

0.0

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一般

（n=2,292）

予防

（n=847）

要支援

（n=1,070）

要介護

（n=2,468）

＜図表＞認知機能の障害程度別割合（CPS）

0：障害なし 1：境界的 2：軽度 3～：中等度以上 不明
 

 

3.1 

55.0 

80.8 

6.8 

20.7 

10.6 

16.5 

11.6 

2.5 

73.2 

12.0 

4.8 

0.3 

0.8 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

認知症既往歴

（n=701）

それ以外

（n=5,164）

ない

（n=567）

＜再掲＞

０：障害なし １：境界的 ２：軽度 ３～：中等度以上 不明
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Ⅱ．評価項目別の結果 
 

1. 機能 
 

（１）運動器 

①該当状況 

○基本チェックリストに基づく運動器の該当状況をみると、認定者を除く全体で11.2％となってい

る。性／年齢別でみると、男性では75～79歳で12.0％となるが、女性では70～74歳で9.8％となり、

女性の方が早期から運動器が低下している。 

○二次予防対象者と認定者を比較すると、二次予防対象者は75歳以上で急激に低下している。 

○居住地区では「六実六高台地区」、「新松戸地区」で二次予防対象者、要支援認定者の該当者が低

下している。 
 
 

3.9 4.6

12.0

28.0

22.8

7.7
9.8

24.0
26.6

33.9

11.2

0

10

20

30

40

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

＜図表＞該当者割合 【性／年齢別】

男性（n=1,476） 女性（n=1,578） 全体平均

（%）（%）

 

※認定者を除く 
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＜図表＞該当者割合 【認定状況／年齢別】

予防（n=847） 要支援（n=1,070） 要介護（n=2,468）

（%）
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＜図表＞該当者割合 【認定状況／日常生活圏域別】

予防（n=847） 要支援（n=1,070） 要介護（n=2,468）

（%）

 
 

②回答状況 

＜図表＞回答結果 

（%）

一般
（n=2,292）

予防
（n=847）

要支援
（n=1,070）

要介護
（n=2,468）

8.5 48.3 84.9 89.0

3.2 27.2 64.7 78.3

3.2 17.0 47.5 73.2

13.5 43.0 45.5 53.3

32.2 71.4 88.9 89.9

設問（該当する回答）

42.8 89.6

50.9

65.4

74.2

87.819.2

認定者（n=3,538）非認定者（n=3,139）

6.9

9.7

Q23．階段を手すりや壁をつたわらずに昇っています
か。（いいえ）

Q27．椅子に座った状態からなにもつかまらずに立ち
上がっていますか。（いいえ）

Q28．15分位続けて歩いていますか。（いいえ）

46.8

21.5
Q29．この1年間に転んだことがありますか。（はい）

Q30．転倒に対する不安は大きいですか。（はい）

差

68.5

64.5

58.5

29.5
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（２）閉じこもり予防 

①該当状況 

○アンケート結果（Q36、Q38）に基づく閉じこもり予防の該当状況をみると、認定者を除く全体で

21.9％となっている。性／年齢別でみると、75～79歳を超えると男性が急激に女性を上回るが、女

性は年代が上がるにつれ、高くなっているため、85歳以上で再び男性を上回っている。 

○認定状況別でみると、他の認定状況に比べ、二次予防対象者が突出して高くなっている。 

○日常生活圏域別でみると、六実六高台地区では二次予防対象者が顕著に低く、本庁地区では二次予

防対象者が、明第2西地区では要支援認定者が突出して高くなっている。 
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＜図表＞該当者割合 【性／年齢別】

男性（n=1,476） 女性（n=1,578） 全体平均

（%）

 

※認定者を除く 
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＜図表＞該当者割合 【認定状況／年齢別】

一般（n=2,292） 予防（n=847） 要支援（n=1,070） 要介護（n=2,468）

（%）
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②回答状況 

＜図表＞回答結果 

（%）

一般
（n=2,292）

予防
（n=847）

要支援
（n=1,070）

要介護
（n=2,468）

2.2 10.2 20.4 39.1

設問（該当する回答）

非認定者（n=3,139） 認定者（n=3,538）

差

Q36．週に1回以上は外出していますか。（いいえ）
4.3 33.4

29.1

 

＜関連設問＞ 

12.5 41.0 68.1 64.7
45.6Q38．昨年と比べて外出の回数が減っていますか。

20.2 65.7

 

設問 選択肢 一般 予防 要支援 要介護

病気 9.4 18.7 22.2 33.1

障害（脳卒中の後遺症など） 0.3 2.3 7.8 21.3

足腰などの痛み 20.6 42.9 69.5 50.7

トイレの心配（尿もれなど） 5.9 11.8 22.6 28.7

耳の障害（聞こえの問題など） 2.1 6.9 16.0 12.1

目の障害 2.8 9.2 12.5 11.2

外での楽しみがない 21.0 19.0 15.1 13.2

経済的に出られない 19.9 22.8 9.2 5.8

Q38-1．外出が減っている理由を教えて下
さい。

 

設問 選択肢 一般 予防 要支援 要介護

徒歩 82.7 73.1 52.3 25.9

自転車 46.7 37.9 7.0 1.9

バイク 3.1 2.4 0.3 0.2

自動車（自分で運転） 40.9 27.9 6.9 1.5

自動車（人の運転） 23.3 25.9 42.5 58.7

電車 72.6 57.5 33.9 10.6

バス 47.9 40.4 27.8 9.6

車椅子 0.0 0.5 4.0 27.2

電動車いす（カート） 0.0 0.0 0.9 1.2

歩行器・シルバーカー 0.0 0.6 12.5 9.5

タクシー 11.9 19.7 46.4 36.1

Q39．外出する際の移動手段は何ですか。
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（３）転倒 

①設問と評価 

○調査票のQ24、Q25、Q26、Q29、Q55（一般高齢者）またはQ26（在宅介護保険認定者）の5問で、内

容としては、転倒経験（基本チェックリストと重複）、背中の形状の変化、杖の使用、歩行速度、

薬の多剤服用の有無となっている。 

○評価における各設問に対する配点は下の図表のとおりであり、転倒経験が5点、その他が各2点で、

13点満点のスコアとして評価が可能である。 

○6点以上を転倒リスクありとして評価している。 

 

＜図表＞転倒リスクの評価方法 

設問 配点と選択肢 

この1年間に転んだことがありますか。 5： 「1.はい」 0： 「2.いいえ」

背中が丸くなってきましたか。 2： 「1.はい」 0： 「2.いいえ」

以前に比べて、歩く速度が遅くなってきたと思いますか。 2： 「1.はい」 0： 「2.いいえ」

杖を使っていますか。 2： 「1.はい」 0： 「2.いいえ」

現在、医師の処方した薬を何種類飲んでいますか。 2： 「1.はい」 0： 「2.いいえ」

※6点以上でリスクありと判定 
 

②リスク状況 

○転倒のリスク者割合をみると、性／年齢別でみると、男女ともに年代が上がるにつれ、該当者が高

くなり、80～84歳をピークに低下している。 

○認定状況別でみると、いずれの年齢でも認定者のほうが二次予防対象者よりもリスク割合が高くな

っている。 

○日常生活圏域別でみると、他の圏域に比べ、六実六高台地区の二次予防対象者が低く、東部地区の

要支援認定者が高くなっている。 
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＜図表＞該当者割合（一般高齢者） 【性／年齢別】

男性（n=1,476） 女性（n=1,578）

（%）
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＜図表＞該当者割合 【認定状況／年齢別】

一般（n=2,292） 予防（n=847） 要支援（n=1,070） 要介護（n=2,468）

（%）
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③回答状況 

＜図表＞回答結果 

（%）

一般
（n=2,292）

予防
（n=847）

要支援
（n=1,070）

要介護
（n=2,468）

13.5 43.0 45.5 53.3

22.1 45.9 60.5 63.0

46.9 79.2 92.5 83.3

2.1 11.6 60.7 51.5

14.0 27.0 58.2 59.4

設問（該当する回答）

非認定者（n=3,139） 認定者（n=3,538）

差

Q29．この1年間に転んだことがありますか。（はい）
21.5 50.9

29.5

Q24．背中が丸くなってきましたか。（はい）
28.5 62.2

33.7

Q25．以前に比べて歩く速度が遅くなってきたと思います
か。（はい）

55.6 86.1
30.5

Q26．杖を使っていますか。（はい）
4.6 54.3

49.7

Q55．現在、医師の処方した薬を何種類飲んでいますか。
Q56．（5種類以上）

17.6 59.0
41.5
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（４）栄養 

①該当状況 

○基本チェックリストに基づく栄養改善の該当状況をみると、認定者を除く全体で1.2％となってお
り、該当者割合は他の項目に比べて低い。なお、概ね年齢が上がるほど該当者割合が高くなるが、
性別による差は小さい。 

○二次予防対象者と認定者を比較すると、二次予防対象者は年代にかかわらず、横ばいで推移してい
る。 

○要介護認定者は明第1地区及び明第2東地区で、要支援認定者は本庁地区でそれぞれ該当者割合が高
くなっている。 
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＜図表＞該当者割合 【性／年齢別】

男性（n=1,476） 女性（n=1,578） 全体平均

（%）

 
※認定者を除く 
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＜図表＞該当者割合 【認定状況／年齢別】

予防（n=847） 要支援（n=1,070） 要介護（n=2,468）

（%）
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②回答状況 

＜図表＞回答結果 

（%）

一般
（n=2,292）

予防
（n=847）

要支援
（n=1,070）

要介護
（n=2,468）

8.4 21.8 25.1 25.6

6.5 9.9 10.9 14.8
Q32．身長・体重（BMI＝体重／（身長×身長）＜18.5）

7.4 13.6
6.2

設問（該当する回答）

非認定者（n=3,139） 認定者（n=3,538）

差

Q31．6ヵ月間で2～3㎏以上の体重減少がありましたか。（は
い）

12.0 25.4
13.4

 

＜関連設問＞ 

0.1 1.1 3.8 31.8

Q4．食事は自分で食べられますか。（「一部介助（おかずを
切ってもらうなど）があればできる」または「できない」）

22.9
0.4 23.3
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（５）口腔 

①該当状況 

○基本チェックリストに基づく口腔に関する該当状況をみると、認定者を除く全体の該当者割合は

19.8％となっている。性／年齢別でみると、男性は75～79歳で29.9％、女性は80～84歳で32.2％に

急激に高くなっている。 

○二次予防対象者と認定者を比較すると、いずれの年代でも二次予防対象者が認定者を上回ってい

る。 

○いずれの日常生活圏域でも二次予防対象者が認定者を上回っている。明第2西地区、六実六高台地

区では要支援認定者の該当者割合が突出して低くなっている。 
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＜図表＞該当者割合 【性／年齢別】

男性（n=1,476） 女性（n=1,578） 全体平均（n=3,139）
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※認定者を除く 
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＜図表＞該当者割合 【認定状況／年齢別】

予防（n=847） 要支援（n=1,070） 要介護（n=2,468）
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②回答状況 

＜図表＞回答結果 

（%）

一般
（n=2,292）

予防
（n=847）

要支援
（n=1,070）

要介護
（n=2,468）

13.5 63.3 54.0 62.6

8.8 55.5 43.6 55.0

12.3 64.3 54.2 48.7
24.0Q35．口の渇きが気になりますか。（はい）

26.4 50.4

差

Q33．半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか。
（はい）

60.0
33.1

Q34．お茶や汁物等でむせることがありますか。（はい）
51.6

30.2
21.4

非認定者（n=3,139）

26.9

設問（該当する回答）

認定者（n=3,538）

 
＜関連設問＞ 

50.8 57.0 63.4 65.2

Q54．あなたは、毎年歯科健康診査を受けていますか。（いい
え）

52.5 64.7
12.2
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（６）認知機能 

①該当状況 

○基本チェックリストにおける認知症予防の該当状況をみると、認定者を除く全体の該当者割合は

31.8％となっている。性／年齢別でみると、性別による差は小さいが、年代が上がるにつれ、男女

間の差が大きくなっている。 

○認定状況別でみると、いずれの年齢でも要介護認定者が も該当者割合が高くなっている。要支援

認定者と二次予防対象者ではあまり差がない。 

○他の日常生活圏域に比べ、特に馬橋西地区の二次予防対象者割合が高く、明第2東地区の一般高齢

者割合が低くなっている。 
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＜図表＞該当者割合 【性／年齢別】

男性（n=1,476） 女性（n=1,578） 全体平均（n=3,139）

（%）
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＜図表＞該当者割合 【認定状況／年齢別】

一般（n=2,292） 予防（n=847） 要支援（n=1,070） 要介護（n=2,468）
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②回答状況 

＜図表＞回答結果 

（%）

一般
（n=2,292）

予防
（n=847）

要支援
（n=1,070）

要介護
（n=2,468）

7.9 23.6 28.5 52.6

4.0 9.9 19.6 61.1

16.7 34.4 43.3 63.5

Q41．自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていま
すか。（いいえ）

5.6 48.5
42.9

Q42．今日が何月何日かわからない時がありますか。（はい）
21.4 57.4

36.0

設問（該当する回答）

非認定者（n=3,139） 認定者（n=3,538）

差

Q40．周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあ
ると言われますか。（はい）

12.2 45.3
33.1

 

＜関連設問＞ 

11.4 3.5 5.1 31.0

0.1 0.7 3.7 25.8

17.4

18.9
Q55．あなたは、現在治療中、または後遺症のある病気やケガ
はありますか。（認知症）

0.3 19.1

F9-1．介護が必要になった主な原因は何ですか。（認知症）
F13-1．

5.8 23.2
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③認知機能障害程度（CPS） 

 《設問と評価》 

○今回の調査には、認知機能の障害程度の指標として有用とされるCPS（Cognitive PerFormance 

Scale）に準じた設問が含まれている。 

○設問としては調査票【B.身体状況や日常生活状況についておたずねします】Q43～45及びQ4で、

内容的には要介護認定調査の主治医意見書欄にある内容であり、0レベル（障害なし）から6レベ

ル（ 重度の障害がある）までの評価をするものとなっている。 

 

＜図表＞認知機能の障害程度の評価方法 
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中等度の 
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4レベル 
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Q44.その日の活動（食事をする、衣服を選ぶなど）を自分で判断できますか 

以下の該当項目数をカウント 

Q43.5分前のことが思い出せますか 

2.いいえ 

Q44.その日の活動を自分で判断できますか 

2.いくらか困難であるが、できる 

3.判断するときに、他人からの合図や見守りが必要 

Q45.人に自分の考えをうまく伝えられますか 

2.いくらか困難であるが、伝えられる 

3.あまり伝えられない 

4 ほとんど伝えられない

以下の該当項目数をカウント 

Q44.その日の活動を自分で判断できますか 

3.判断するときに、他人からの合図や見守りが必要 

Q45.人に自分の考えをうまく伝えられますか 

3.あまり伝えられない 

4.ほとんど伝えられない

1.困難なくできる 

2.いくらか困難であるが、できる 

3.判断するときに、他人からの合図や見守りが必要 

1項目該当 

該当なし 1項目該当 2項目該当 

4.ほとんど判断できない 

該当なし 

5レベル 

重度の 

障害がある 

6レベル 

重度の 

障害がある 

Q4.食事は自分で食べられますか 

1.できる 

2.一部介助があれ

ばできる 3.できない 
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④リスク状況 

○性／年齢別でみると、1レベル以上の障害程度と評価されるリスク者の割合は、一般高齢者全体で

16.3％、男性は70～79歳を超えると、女性は85以上になると男性を上回るほど急激に高くなってい

る。また、認定者全体では72.2％、いずれの年代でも男性の方が高くなっている。 

○基本チェックリストの認知症予防に関する各設問の該当項目数ごとに、障害程度区分別の構成割合

をみると、一般高齢者では該当項目数が多くなるほど2レベル、3レベル以上が多くなっている。認

知症予防の評価で3項目該当する場合は、76％以上が1レベル以上の認知機能の障害ありという結果

となっている。また、認定者では該当項目数が多くなるほど3レベル以上が多くなっている。認知

症予防の評価で3項目該当する場合は97％以上が1レベル以上の認知機能の障害ありという結果と

なっている。 
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79.1

85.3
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65.3

70.2

85.2

88.1

86.2

84.6

80.4

58.9
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14.1

11.4

12.0

19.7

20.3

15.8

11.1

10.0

10.6

9.3

16.1

23.2

2.5

3.7

1.4

2.1

7.3

10.2

10.5

1.1

0.2

1.5

0.8

1.4

8.9

1.2

1.8

0.7

1.6

2.9

4.2

1.8

0.8

0.3

0.4

2.4

1.4

1.8

1.7

1.3

1.2

0.9

2.2

0.0

1.8

1.7

1.3

1.3

2.8

0.7

7.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=3,139）

男性全体

（n=1,476）

65～69歳

（n=587）

70～74歳

（n=432）

75～79歳

（n=274）

80～84歳

（n=118）

85歳以上

（n=57）

女性全体

（n=1,578）

65～69歳

（n=598）

70～74歳

（n=528）

75～79歳

（n=246）

80～84歳

（n=143）

85歳以上

（n=56）

＜図表＞障害程度区分別割合（一般高齢者） 【性／年齢別】

0ﾚﾍﾞﾙ：障害なし 1ﾚﾍﾞﾙ：境界的 2ﾚﾍﾞﾙ：軽度 3～：中等度以上 不明
 

86.9

77.5

52.3

23.5

10.4

16.1

21.6

29.4

0.8

2.9

15.6

29.4

0.5

1.5

6.5

17.6

1.4

1.9

4.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

該当なし

（n=2,141）

1項目該当

（n=782）

2項目該当

（n=199）

3項目該当

（n=17）

【認知症予防該当項目数別】

0ﾚﾍﾞﾙ：障害なし 1ﾚﾍﾞﾙ：境界的 2ﾚﾍﾞﾙ：軽度 3～：中等度以上 不明
 

※認知症予防判定が不明な人を除く 
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27.2
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全体

（n=3,718）

男性全体

（n=1,324）

65～69歳

（n=116）

70～74歳

（n=202）

75～79歳

（n=261）

80～84歳

（n=305）

85歳以上

（n=359）

女性全体

（n=2,295）

65～69歳

（n=110）

70～74歳

（n=236）

75～79歳

（n=390）

80～84歳

（n=502）

85歳以上

（n=970）

＜図表＞障害程度区分別割合（認定者） 【性／年齢別】

0ﾚﾍﾞﾙ：障害なし 1ﾚﾍﾞﾙ：境界的 2ﾚﾍﾞﾙ：軽度 3～：中等度以上 不明
 

56.3

34.2

14.8

2.6

24.9

32.2

24.8

8.6

9.2

19.2

24.5

20.2

7.7

14.2

35.8

68.3

1.9

0.2

0.1

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

該当なし

（n=957）

1項目該当

（n=938）

2項目該当

（n=850）

3項目該当

（n=973）

【認知症予防該当項目数別】

0ﾚﾍﾞﾙ：障害なし 1ﾚﾍﾞﾙ：境界的 2ﾚﾍﾞﾙ：軽度 3～：中等度以上 不明
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○認定状況別にリスク者割合をみると、一般高齢者は男性が75歳以上で、女性が85歳以上で急激に高

くなっている。また、認定者では男性、女性ともに年代が上がるにつれ、リスク者割合が概ね高く

なっている。 

13.5 
15.7 

29.9 

34.7 

28.1 

10.5 
12.5  12.6 

18.9 

33.9 

16.3

0

10

20

30

40

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

＜図表＞リスク者割合（一般高齢者） 【性／年齢別】

男性（n=1,476） 女性（n=1,578） 全体平均

（%）（%）
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＜図表＞リスク者割合（認定者） 【性／年齢別】

男性（n=1,324） 女性（n=2,295） 全体平均

（%）

 
 

8.9 10.5

15.7 17.4
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＜図表＞該当者割合 【認定状況／年齢別】

一般（n=2,292） 予防（n=847） 要支援（n=1,070） 要介護（n=2,468）

（%）
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⑤回答状況 

＜図表＞回答結果 

（%）

一般
（n=2,292）

予防
（n=847）

要支援
（n=1,070）

要介護
（n=2,468）

6.8 10.5 19.0 39.5

1.4 10.9 33.0 70.7

5.1 19.2 29.6 60.4

0.1 1.1 3.8 31.8

Q4．食事は自分で食べられますか。（一部介助（おかずを
切ってもらうなど）があればできる、できない）

0.4 23.3
22.9

Q44．その日の活動（食事をする、衣服を選ぶなど）を自分で
判断できますか。（いくらか困難であるが、できる～ほとん
ど判断できない）

3.9 59.3
55.4

Q45．人に自分の考えをうまく伝えられますか。（いくらか困
難であるが、伝えられる～ほとんど伝えられない）

8.9 51.1
42.2

設問（該当する回答）

非認定者（n=3,139） 認定者（n=3,538）

差

Q43．5分前のことが思い出せますか。（いいえ）
7.8 33.3

25.5
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（７）うつ予防 

①該当状況 

○基本チェックリストにおけるうつ予防の該当状況をみると、認定者を除く全体で16.2％となってい

る。性／年齢別でみると、概ね年齢が上がるにつれ、該当者割合が高くなっており、性別による差

は比較的小さいが、80～84歳では男性34.7％が女性27.3％より7.4ポイント高くなっている。 

○認定状況別でみると、いずれの年齢でも認定者が二次予防対象者を上回っている。 

○多くの日常生活圏域で認定者が二次予防対象者を上回っており、二次予防対象者は六実六高台地

区、小金地区の該当者割合が低くなっており、要支援認定者は小金原地区、明第2東地区の該当者

割合が低くなっている。 
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＜図表＞該当者割合 【性／年齢別】

男性（n=1,476） 女性（n=1,578） 全体平均（n=3,139）

（%）

 
※認定者を除く 
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＜図表＞該当者割合 【認定状況／年齢別】

一般（n=2,292） 予防（n=847） 要支援（n=1,070） 要介護（n=2,468）

（%）
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＜図表＞該当者割合 【認定状況／日常生活圏域別】

一般（n=2,292） 予防（n=847） 要支援（n=1,070） 要介護（n=2,468）

（%）（%）

 
 

②回答状況 

＜図表＞回答結果 

（%）

一般
（n=2,292）

予防
（n=847）

要支援
（n=1,070）

要介護
（n=2,468）

10.2 27.6 42.5 48.8

4.1 17.6 29.9 38.2

7.6 32.5 49.9 51.5

8.2 24.9 44.9 52.7

7.9 32.7 48.3 46.8

Q49．（ここ2週間）自分が役に立つ人間だと思えない。（は
い）

12.7 50.3
37.7

Q50．（ここ2週間）わけもなく疲れたような感じがする。
（はい）

14.6 47.3
32.7

Q47．（ここ2週間）これまで楽しんでやれていたことが楽し
めなくなった。（はい）

7.7 35.7
27.9

Q48．（ここ2週間）以前は楽にできたことが、今ではおっく
うに感じられる。（はい）

14.3 51.0
36.7

設問（該当する回答）

非認定者（n=3,139） 認定者（n=3,538）

差

Q46．（ここ2週間）毎日の生活に充実感がない。（はい）
14.9 46.9

32.0

 

＜関連設問＞ 

7.5 25.4 45.4 57.9

Q51．あなたは、普段から健康だと思いますか。（あまり健康
ではない、健康ではない）

12.3 53.4
41.1
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（８）生活機能低下 

①該当状況 

○基本チェックリストで、うつ予防に関する5項目を除いた20項目中、10項目以上が該当した場合、

二次予防対象者となる。この該当者割合をみると、認定者を除く全体で4.2％、男性、女性とも概

ね年代が上がるにつれ、該当者割合が高くなっている。 

○認定状況別でみると、いずれの年齢でも要介護認定者、要支援認定者、二次予防対象者の順に高く

なっており、要介護認定者の85歳以上では91.0％が虚弱に該当している。 

○いずれの日常生活圏域でも要介護認定者、要支援認定者、二次予防対象者の順に該当者割合が高く

なっている。二次予防対象者は新松戸地区、六実六高台地区が、要支援認定者は小金原地区が低く

なっている。 
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3.7

10.5

16.1

4.2

0

5

10

15

20

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

＜図表＞該当者割合 【性／年齢別】

男性（n=1,476） 女性（n=1,578） 全体平均

（%）
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＜図表＞該当者割合 【認定状況／年齢別】

予防（n=847） 要支援（n=1,070） 要介護（n=2,468）

（%）
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②回答状況 

＜図表＞回答結果 

（%）

一般
（n=2,292）

予防
（n=847）

要支援
（n=1,070）

要介護
（n=2,468）

9.8 22.6 59.9 90.1

7.0 16.6 41.6 84.0

11.6 19.6 29.9 79.5

38.3 53.0 74.1 92.3

12.9 25.5 49.5 72.8

Q17．友人の家を訪ねていますか。（いいえ）
42.2 86.1

43.8

Q18．家族や友人の相談にのっていますか。（いいえ）
16.3 65.0

48.7

Q1．日用品の買物をしていますか。（できるけどしていな
い、できない）

9.6 70.1
60.5

Q2．預貯金の出し入れをしていますか。（できるけどしてい
ない、できない）

13.7 63.6
49.8

設問（該当する回答）

非認定者（n=3,139） 認定者（n=3,538）

差

Q37．バスや電車で1人で外出していますか。（できるけどし
ていない、できない）

13.3 80.1
66.8
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③基本チェックリスト得点 

○この基本チェックリスト20項目について、その合計得点の平均を求めたのが下の図表となってい

る。男女とも年齢が上がるほど平均得点が上がっており、性別による差は比較的小さくなっている。

○認定状況別でみると、要介護認定者、要支援認定者、二次予防対象者、一般高齢者の順で、それぞ

れの生活機能のレベルを反映した結果となっている。 

○20項目すべてに回答のあった方のこの得点の相対度数分布をみると、要介護認定者で14点、要支援

認定者で10点、11点、二次予防対象者で5点、一般高齢者で1点、2点がそれぞれ分布のピークにな

っている。 

 

3.1 3.4

4.4
5.3 5.8

2.6 3.0

4.0

5.1
5.6

0

5

10

15

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

＜図表＞基本チェックリスト平均得点（一般高齢者） 【性／年齢別】

男性（n=1,476） 女性（n=1,578）

（%）
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＜図表＞基本チェックリスト平均得点（認定者） 【性／年齢別】

男性（n=1,324） 女性（n=2,295）

（%）
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＜図表＞基本チェックリスト平均得点 【認定状況／年齢別】

一般（n=2,292） 予防（n=847）

要支援（n=1,070） 要介護（n=2,468）

（%）
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（９）二次予防対象者 

①該当状況 

○二次予防対象者については、運動、口腔など、複数の評価項目で重複して該当している場合がある

ため、こうした重複を除いて該当者割合を求めたのが下の図表となっている。 

○該当者割合は、認定者を除く全体で27.0％、いずれの年代でも女性が男性を上回っている。 

○所得段階別では住宅の所有関係別では持ち家、世帯構成別では夫婦二人暮らしがそれぞれ該当者割

合が低く、こうした属性をもつ高齢者では比較的生活機能が高い高齢者が多いことが推察される。

また、いずれに年代においても80万円未満が一番高くなっており、年代が上がるにつれ、該当者割

合が高くなっている。 

○住宅所有関係別でみると、借家では年代による変化はあまりみられないが、持ち家では年代が上が

るにつれ、該当割合が高くなっている。また、世帯構成の変化は住宅所有関係別と類似している。

○日常生活圏域別では、明第2東地区が32.8％、五香松飛台地区が31.5％と対象者割合が比較的高く

なっている。 
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＜図表＞該当者割合 【性／年齢別】

男性（n=1,476） 女性（n=1,578） 全体平均

（%）（%）（%）
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＜図表＞該当者割合（一般高齢者） 【収入／年齢別】

８０万円未満（n=623） ８０万円以上１２５万円未満（n=523）

１２５万円以上２８０万円未満（n=1,071） ２８０万円以上（n=701）

（%）
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＜図表＞該当者割合（一般高齢者） 【住宅所有関係別】

持ち家（n=2,547） 借家等（n=432）

（%）（%）
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＜図表＞該当者割合（一般高齢者） 【世帯構成別】

一人暮らし（n=460）

家族などと同居（二世帯住宅を含む）（n=2,046）

その他（施設入居など）（n=30）

（%）
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＜図表＞該当者割合（一般高齢者） 【日常生活圏域別】

全体（n=3,139）

（%）
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2. 日常生活 
 

（１）手段的自立度（IADL） 

①評価結果 

○本調査では、高齢者の比較的高次の生活機能を評価することができる老研式活動能力指標に準じた

設問が設けられている（B．Q1、Q3、Q37）。 

○このうち、手段的自立度（IADL）については、各設問に「できるし、している」または「できるけ

どしていない」と回答した場合を1点として、5点満点で評価し、5点を「高い」、4点を「やや低い」、

3点以下を「低い」として評価している。 

○4点以下を低下者とした評価結果をみると、一般高齢者は男性が女性よりも低下者割合が高くなっ

ており、認定者では65～69歳、85歳以上で女性の低下者割合が高くなっている。 

○認定状況別でみると、二次予防対象者は75～79歳を超えると急激に高くなっている。 
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＜図表＞該当者割合（一般高齢者） 【性／年齢別】

男性（n=1,476） 女性（n=1,578） 全体平均

（%）
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＜図表＞該当者割合（認定者） 【性／年齢別】

男性（n=1,324） 女性（n=2,295） 全体平均

（%）
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＜図表＞該当者割合 【認定状況／年齢別】

一般（n=2,292） 予防（n=847） 要支援（n=1,070） 要介護（n=2,468）

（%）

 
 

②回答状況 

＜図表＞回答結果 

（%）

一般
（n=2,292）

予防
（n=847）

要支援
（n=1,070）

要介護
（n=2,468）

98.7 93.6 60.1 16.4

99.0 94.6 69.3 23.7

93.8 90.9 75.0 24.3

設問（該当する回答）

非認定者（n=3,139） 認定者（n=3,538）

差

Q37．バスや電車で1人で外出していますか。（「できるし、
している」、「できるけどしていない」）

97.3 30.0
67.4

Q1．日用品の買物をしていますか。（「できるし、してい
る」、「できるけどしていない」）

97.8 37.7
60.1

Q3．自分で食事の用意をしていますか。（「できるし、して
いる」、「できるけどしていない」）

93.0 39.8
53.3

 

 

＜図表＞回答結果（能力と実行状況の差） 
（%）

一般
（n=2,292）

予防
（n=847）

要支援
（n=1,070）

要介護
（n=2,468）

9.3 16.8 21.4 8.2

6.7 12.5 13.3 9.3

20.9 21.7 16.8 9.6

設問（該当する回答）

非認定者（n=3,139） 認定者（n=3,538）

Q3．自分で食事の用意をしていますか。（できるけどしてい
ない）

21.2 11.6

差

0.9

2.2

9.5

Q37．バスや電車で1人で外出していますか。（できるけどし
ていない）

11.3 12.2

Q1．日用品の買物をしていますか。（できるけどしていな
い）

8.3 10.4
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（２）生活機能総合評価 

①生活機能低下者割合 

○この手段的自立度に、知的能動性、社会的役割を加えた老研指標13項目での評価結果は、以下のと

おりとなっている。評価は、13点満点で評価し、11点以上を「高い」、9～10点を「やや低い」、8

点以下を「低い」として評価している。 

○10点以下を低下者とした結果をみると、一般高齢者では男性が女性より低下者割合が高くなってお

り、認定者では85歳以上になると80歳以上になると女性が高くなっている。 

○認定状況別でみると、二次予防対象者は80～84歳を超えると急激に高くなっている。 
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＜図表＞該当者割合（一般高齢者） 【性／年齢別】

男性(n=1,476) 女性(n=1,578) 全体平均(n=3139)

（%）（%）
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＜図表＞該当者割合（認定者） 【性／年齢別】

男性(n=1,324) 女性(n=2,295) 全体平均(n=3,718)

（%）（%）
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＜図表＞該当者割合 【認定状況／年齢別】

一般(n=2,292) 予防(n=847) 要支援(n=1,070) 要介護(n=2,468)

（%）
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（３）日常生活動作（ADL） 

①設問と評価 

○今回の調査では、要介護認定者が調査対象に含まれていることもあり、日常生活動作（ADL）に関

する設問が項目として含まれている。 

○内容としては、食事、移動、整容、トイレ動作、入浴、歩行、階段昇降、着替え、排便、排尿の10

項目で（B．Q4～Q12、Q21～Q22）､ADL評価指標として広く用いられているバーセルインデックスに

準じた設問内容となっている。 

○設問ごとの配点は、バーセルインデックスの評価方法に従って､各設問で自立を5～15点とし10項目

の合計が100点満点となるよう評価している。 

 

＜図表＞ADLの評価方法 

設問№ 項目 配点 選択肢

Q4． 栄養 10 できる

5 一部介助（おかずを切ってもらうなど）があればできる

0 できない

Q5． 寝床 15 受けない

10 一部介助があればできる

5 全面的な介助が必要（B.Q6の回答が「できる」、「支えが必要」の場合）

0 全面的な介助が必要（B.Q6の回答が「できない」の場合）

Q7． 整容 5 できる

0 「一部介助があればできる」、「できない」

Q8． 入浴 5 できる

0 「一部介助（他人に支えてもらう）があればできる」、「できない」

Q9． 着替え 10 できる

5 介助があればできる

0 できない

Q10． トイレ 10 できる

5 一部介助（他人に支えてもらう）があればできる

0 できない

Q11． 排便 10 ない

5 ときどきある

0 よくある

Q12． 排尿 10 ない

5 ときどきある

0 よくある

Q21． 歩行 15 できる（杖使用も可）

10 一部介助（他人に支えてもらう）があればできる

0 できない

Q22． 階段昇降 10 できる

5 介助があればできる

0 できない  
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②評価結果 

○ADLの合計得点の平均値をみると、一般高齢者では男性、女性とも年代が上がるにつれ、概ね平均

得点が低下し、性別差はほとんどないが、いずれの年代も男性が女性を上回っている。特に女性の

85歳以上では69.6％と大幅に低下している。また、認定者では女性が80～84歳を超えると女性が急

激に低下している。 

○認定状況別では、一般高齢者、二次予防対象者での年代による特徴はあまりみられないが、要支援

認定者、要介護認定者では80～84歳を超えると平均得点の低下が顕著である。 

 

98.7 98.8

97.8

96.9 97.4
98.5 98.4

97.6

96.0

96.1

90

95

100

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

＜図表＞ADL平均得点（一般高齢者） 【性／年齢別】

男性(n=1,452) 女性(n=1,561)

（点）

 

※10問全問に回答のあった人の平均 
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＜図表＞ADL平均得点（認定者） 【性／年齢別】

男性(n=1,218) 女性(n=2,077)

（点）

 
※10問全問に回答のあった人の平均 
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＜図表＞ADL平均得点 【認定状況／年齢別】

一般(n=2,261) 予防(n=835) 要支援(n=970) 要介護(n=2,266)

（点）

 

 

 

③ADL 得点累積相対度数 

○ADL合計得点を、関連する設問すべてに回答のあった人について、認定状況別に累積相対度数でみ

ると、要介護認定者では高得点から低得点まで得点が分散しているため、ほぼ右上がり直線状の分

布となっている。一方、二次予防対象者、一般高齢者では95点以上が過半数を占めるため、L字型

の分布となっている。要支援認定者はその中間に位置している。 
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＜図表＞累積相対度数

一般(n=2,261) 予防(n=835) 要支援(n=970) 要介護(n=2,266)

（%）

 

※ADLに関する全設問に回答した人のみ 
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④回答状況 

＜図表＞回答結果 

（%）

一般
（n=2,292）

予防
（n=847）

要支援
（n=1,070）

要介護
（n=2,468）

98.3 97.2 95.7 67.8

98.3 96.7 93.3 56.0

97.4 92.2 69.5 66.2

98.3 97.8 96.1 61.9

98.4 97.5 81.1 31.0

98.2 94.3 67.9 32.2

98.0 91.4 55.5 23.8

98.2 97.6 92.1 50.5

97.0 92.0 75.4 41.1

84.5 62.3 41.7 23.8
Q12．尿もれや尿失禁がありますか。（ない）

78.5 29.2
49.3

Q9．自分で着替えができますか。（できる）
98.0 63.1

34.9

Q11．大便の失敗がありますか。（ない）
95.6 51.5

44.2

Q21．50m以上歩けますか。（できる）
97.2 43.0

54.2

Q22．階段を昇り降りできますか。（できる）
96.2 33.4

62.9

Q7．自分で洗面や歯磨きができますか。（できる）
98.2 72.2

25.9

Q8．自分で入浴ができますか。（できる）
98.2 46.2

52.0

Q5．寝床に入るとき、何らかの介助を受けますか。（受けな
い）

97.9 67.3
30.6

Q6．座っていることができますか。（できる）
96.0 67.2

28.8

設問（該当する回答）

非認定者（n=3,139） 認定者（n=3,538）

差

Q4．食事は自分で食べられますか。（できる）
98.0 76.2

21.8
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3. 社会活動 
 

（１）知的能動性 

①評価結果 

○老研式活動能力指標には、高齢者の知的活動に関する設問が4問設けられ、「知的能動性」として

尺度化されている（B．Q13～16）。 

○評価は、各設問に「はい」と回答した場合を1点として、4点満点の4点を「高い」、3点を「やや低

い」、2点以下を「低い」と評価している。 

○3点以下を低下者とした評価結果をみると、一般高齢者では80～84歳を境に女性が急激に高くなり、

男性を上回っている。また、認定者では70～74歳をピークに男性が急激に低下し、75～79歳を境に

女性が男性を上回って。 

○認定状況別でみると、二次予防対象者が80～84歳を境に急激に高くなっている。 
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＜図表＞該当者割合（一般高齢者） 【性／年齢別】

男性(n=1,476) 女性(n=1,578) 全体平均(n=3,139)

（%）（%）
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＜図表＞該当者割合（認定者） 【性／年齢別】

男性(n=1,324) 女性(n=2,295) 全体平均(n=3,718)

（%）（%）
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＜図表＞該当者割合 【認定状況／年齢別】

一般(n=2,292) 予防(n=847) 要支援(n=1,070) 要介護(n=2,468)

（%）

 
 

②回答状況 

＜図表＞回答結果 

（%）

一般
（n=2,292）

予防
（n=847）

要支援
（n=1,070）

要介護
（n=2,468）

95.3 87.8 70.1 25.2

89.9 83.2 73.4 44.0

83.5 69.9 59.1 31.0

93.3 92.2 87.8 56.3

設問（該当する回答）

非認定者（n=3,139） 認定者（n=3,538）

差

Q13．年金などの書類（役所や病院などに出す書類）が書けま
すか。（はい）

93.3 38.8
54.5

Q16．健康についての記事や番組に関心がありますか。（は
い）

93.0 65.8
27.2

Q14．新聞を読んでいますか。（はい）
88.1 52.9

35.2

Q15．本や雑誌を読んでいますか。（はい）
79.8 39.5

40.3
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（２）社会的役割 

①該当状況 

○老研式活動能力指標には、高齢者の社会活動に関する設問が4問設けられ、「社会的役割」として

尺度化されている（B．Q17～Q20）。 

○評価は、知的能動性と同様に4点満点で評価し、4点を「高い」、3点を「やや低い」、2点以下を「低

い」と評価している。 

○3点以下を低下者とした評価結果をみると､一般高齢者、認定者ともに男性が女性より高くなってい

るが、認定者の85歳以上になると女性が男性を上回っており、平均寿命との関連性が推察される。

○認定状況別でみると、一般高齢者、二次予防対象者ともに80～84歳を境に急激に高くなっている。

 

63.7
58.8

66.4

72.0

80.7

37.6 39.2
48.4

53.8

66.1

53.1

30

40

50

60

70

80

90

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

＜図表＞該当者割合（一般高齢者） 【性／年齢別】

男性(n=1,476) 女性(n=1,578) 全体平均(n=3,139)

（%）（%）

 
 

93.1 93.6

95.0
93.4

93.9

88.2

84.7

88.5

91.4

96.5

93.1

80

85

90

95

100

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

＜図表＞該当者割合（認定者） 【性／年齢別】

男性(n=1,324) 女性(n=2,295) 全体平均(n=3,718)

（%）（%）
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＜図表＞該当者割合 【認定状況／年齢別】

一般(n=2,292) 予防(n=847) 要支援(n=1,070) 要介護(n=2,468)

（%）

 
 

②回答状況 

＜図表＞回答結果 

（%）

一般
（n=2,292）

予防
（n=847）

要支援
（n=1,070）

要介護
（n=2,468）

59.8 44.9 24.7 6.5

85.1 72.1 48.6 25.4

95.6 84.4 46.4 16.1

80.1 71.7 60.2 43.8

設問（該当する回答）

非認定者（n=3,139） 認定者（n=3,538）

差

Q17．友人の家を訪ねていますか。（はい）
55.8 12.0

43.8

Q18．家族や友人の相談にのっていますか。（はい）
81.6 32.4

49.2

Q19．病人を見舞うことができますか。（はい）
92.6 25.3

67.3

Q20．若い人に自分から話しかけることがありますか（はい）
77.8 48.8

29.0

 

＜関連設問＞ 

84.3 79.6 77.4 74.9

Q59．あなたは、何かあったときに、家族や友人などに相談し
ていますか。（はい）

83.1 75.7
7.4
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③相談相手・地域活動 

○高齢者の相談相手にかかる「B．Q59．何かあったときに、家族や友人・知人などに相談をしていま

すか」との設問に「はい」と回答した人をみると、一般高齢者では「配偶者（夫・妻）」が70.8％

で も高く、次いで「娘」が42.7％、「息子」が37.5％などとなっており、認定者では「娘」が47.5％、

「息子」が43.6％、「配偶者（夫・妻）」が40.0％となっている。 

○参加している地域活動について一般高齢者、認定者ともに「参加していない」が68.0％、83.0％で

も高く、参加している中では「地域行事（祭りや地域の催しもの等）」が18.0％、3.9％となっ

ている。 

 

70.8

37.5

42.7

4.8

21.4

1.0

0.2

34.4

3.2

4.9

11.1

0.4

0.8

0.4

0.2

0.2

0.1

1.1

0.2

0.6

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

配偶者（夫・妻）

息子

娘

子の配偶者

兄弟・姉妹

自分の親

配偶者の親

友人・知人

職場の人

隣近所の人

医師・歯科医師・看護師

民生委員

自治会・町内会

老人クラブ

社会福祉協議会

地域包括支援センター

ケアマネジャー

市役所（支所含む）・保健福祉センター

県の窓口（保健所など）

その他

不明

＜図表＞相談相手（一般高齢者）
n=2,607（複数回答）

 
 

40.0

43.6

47.5

13.0

11.4

0.7

0.1

13.0

0.3

3.8

17.0

2.8

0.5

0.7

0.5

3.6

36.3

2.2

0.3

1.9

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

配偶者（夫・妻）

息子

娘

子の配偶者

兄弟・姉妹

自分の親

配偶者の親

友人・知人

職場の人

隣近所の人

医師・歯科医師・看護師

民生委員

自治会・町内会

老人クラブ

社会福祉協議会

地域包括支援センター

ケアマネジャー

市役所（支所含む）・保健福祉センター

県の窓口（保健所など）

その他

不明

＜図表＞相談相手（認定者）n=2,795（複数回答）
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1.9

1.6

1.3

5.3

5.7

18.0

2.7

68.0

6.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

見守りが必要な高齢者を支援する活動

介護が必要な高齢者を支援する活動

子供を育てている親を支援する活動

地域の生活環境の改善（美化）活動

交通安全・防犯防災の活動

地域行事（祭りなどの地域の催しもの等）

その他の活動

参加していない

不明

＜図表＞参加している地域活動（一般高齢者）

n=3,139（複数回答）

 
 

0.9

1.1

0.0

1.2

0.6

3.9

1.1

83.0

9.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

見守りが必要な高齢者を支援する活動

介護が必要な高齢者を支援する活動

子供を育てている親を支援する活動

地域の生活環境の改善（美化）活動

交通安全・防犯防災の活動

地域行事（祭りなどの地域の催しもの等）

その他の活動

参加していない

不明

＜図表＞参加している地域活動（認定者）

n=3,718（複数回答）
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Ⅲ．健康・疾病 
 

1. 疾病 
 

（１）高血圧 

◎既往率 

○現在治療中とする病気で も多いのは「高血圧」で、一般高齢者は75～79歳で女性が男性を上回り、

80～84歳をピークにともに急激に低下している。また、認定者はいずれの年代においても女性が男

性を上回っている。 

○認定状況別でみると、他の状況に比べ、要介護認定者が概ね低い傾向にある。 
 

38.5

42.8

42.3

46.6

36.8

30.4

36.2

43.1

50.3

44.6

38.6

25
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35

40

45

50

55

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

＜図表＞既往率（一般高齢者） 【性／年齢別】

男性（n=1,476） 女性（n=1,578） 全体平均

（%）
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＜図表＞既往率（認定者） 【性／年齢別】

男性（n=1,324） 女性（n=2,295） 全体平均

（%）
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34.4
37.4

43.8

51.4
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34.1

45.1

41.4
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45.3 49.6

50.9
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44.9
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20

30

40

50

60

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

＜図表＞該当者割合 【認定状況／年齢別】

一般（n=847） 予防（n=2,292） 要支援（n=1,070） 要介護（n=2,468）

（%）（%）（%）（%）（%）（%）（%）

 
 

（２）脳卒中 

◎既往率 

○要介護の主原因となる「脳卒中」で一般高齢者は、男性は80～84歳、女性は75～79歳をピークに低

下に転じており、認定者は男性、女性ともに年代が上がるにつれ、低下している。 

○認定状況別でみると、要支援認定者、要介護認定者が高い傾向にあり、年代が上がるにつれ、停会

している。 
 

2.7
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0.0
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0
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65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

＜図表＞既往率（一般高齢者） 【性／年齢別】

男性（n=1,476） 女性（n=1,578） 全体平均

（%）（%）
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＜図表＞既往率（認定者） 【性／年齢別】

男性（n=1,324） 女性（n=2,295） 全体平均

（%）（%）
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＜図表＞該当者割合 【認定状況／年齢別】

一般（n=847） 予防（n=2,292） 要支援（n=1,070） 要介護（n=2,468）

（%）
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（３）心臓病 

◎既往率 

○内蔵疾患で要介護の原因となる「心臓病」で一般高齢者は、男性が80～84歳をピークに低下、逆に

女性が急激に高くなり、85歳以上で上回っている。また、認定者は、男性、女性ともに年代が上が

るにつれ、平行して高くなっている。 

○認定状況別でみると、要介護認定者、二次予防対象者は年代が上がるにつれ高くなっている。 
 

9.7

16.7
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＜図表＞既往率（一般高齢者） 【性／年齢別】

男性（n=1,476） 女性（n=1,578） 全体平均

（%）
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＜図表＞既往率（認定者） 【性／年齢別】

男性（n=1,324） 女性（n=2,295） 全体平均

（%）（%）（%）
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＜図表＞該当者割合 【認定状況／年齢別】

一般（n=847） 予防（n=2,292） 要支援（n=1,070） 要介護（n=2,468）

（%）

 
 

（４）糖尿病 

◎既往率 

○同じく内蔵疾患で要介護の原因となる「糖尿病」で一般高齢者、認定者ともに、男性が75～79歳を

ピークに急激な低下をしている。また、認定者は、女性が80～84歳をピークに急激な低下をしてい

る。 

○認定状況別でみると、「糖尿病」の既往率は、一般高齢者が75～79歳を境に急激に低下しているが、

85歳以上になると再び高くなっている。 
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＜図表＞既往率（一般高齢者） 【性／年齢別】

男性（n=1,476） 女性（n=1,578） 全体平均

（%）
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＜図表＞既往率（認定者） 【性／年齢別】

男性（n=1,324） 女性（n=2,295） 全体平均

（%）
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＜図表＞該当者割合 【認定状況／年齢別】

一般（n=847） 予防（n=2,292） 要支援（n=1,070） 要介護（n=2,468）

（%）
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（５）筋骨格系疾患 

◎既往率 

○要介護原因となる関節リュウマチを含む「筋骨格系疾患」で一般高齢者、認定者ともに女性が男性

を上回っている。認定者の男性以外は。80～84歳をピークに急激な低下をしている。 

○認定状況別でみると、「筋骨格系疾患」の既往率は、要支援認定者が も高く、要介護認定者のみ

年代が上がるにつれ、高くなっており、他の状況は80～84歳をピークに低下している。 
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＜図表＞既往率（一般高齢者） 【性／年齢別】

男性（n=1,476） 女性（n=1,578） 全体平均

（%）

 
 

7.8
9.4

11.1 10.8 13.4

28.2 29.2

33.6 42.0

32.3

25.0

0

10

20

30

40

50

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

＜図表＞既往率（認定者） 【性／年齢別】

男性（n=1,324） 女性（n=2,295） 全体平均

（%）
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＜図表＞該当者割合 【認定状況／年齢別】

一般（n=847） 予防（n=2,292） 要支援（n=1,070） 要介護（n=2,468）

（%）

 
 

（６）がん 

◎既往率 

○要介護原因にもなる「がん（新生物）」で一般高齢者について、女性は年代が上がるにつれ、低下

しているが、男性は70～74歳を境に高くなっている。また、認定者について、女性は年代が上がっ

ても概ね横ばいだが、男性は75～79歳をピークに低下している。 

○認定状況別でみると、「がん（新生物）」の既往率は、要支援認定者は75～79歳、要介護認定者は

80～84歳をピークに低下に転じている。 
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＜図表＞既往率（一般高齢者） 【性／年齢別】

男性（n=1,476） 女性（n=1,578） 全体平均

（%）
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＜図表＞既往率（認定者） 【性／年齢別】

男性（n=1,324） 女性（n=2,295） 全体平均

（%）
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＜図表＞該当者割合 【認定状況／年齢別】

一般（n=847） 予防（n=2,292） 要支援（n=1,070） 要介護（n=2,468）

（%）（%）
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2. 主観的健康感 
 

①回答結果 

○高齢者のQOL（生活の質）の指標ともなっている主観的健康感に関する回答結果をみると、一般高

齢者の男性全体では「とても健康」と「まあまあ健康」とする肯定的な回答（健康群）が77.5％、

「健康ではない」と「（あまり）健康ではない」とする否定的回答（不健康群）が14.0％となって

おり、女性全体では健康群が80.9％、不健康群が10.7％となっている。 

○これを性／年齢別でみると、一般高齢者、認定者ともに男性全体と女性全体では特に大きな違いは

みられない。男性、女性とも不健康群が、男女ともに70～74歳をピークに低下に転じている。 
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＜図表＞回答結果（一般高齢者） 【男性】

とても健康 まあまあ健康 あまり健康ではない 健康ではない 不明
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＜図表＞回答結果（認定者） 【男性】

とても健康 まあまあ健康 あまり健康ではない 健康ではない 不明
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＜図表＞回答結果（一般高齢者） 【女性】

とても健康 まあまあ健康 あまり健康ではない 健康ではない 不明
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＜図表＞回答結果（認定者） 【女性】

とても健康 まあまあ健康 あまり健康ではない 健康ではない 不明
 

 

（%）

健康群 不健康群 健康群 不健康群 健康群 不健康群 健康群 不健康群

全体 77.5 14.0 80.9 10.7 36.5 56.6 40.1 52.0

40～64歳 79.7 12.3 83.8 9.4 40.8 55.3 35.8 61.2

65～69歳 80.8 11.4 78.6 12.1 31.1 59.5 30.0 67.3

70～74歳 72.2 19.7 81.7 9.3 29.2 65.3 34.3 58.1

75～79歳 72.0 19.5 80.4 11.2 32.9 60.5 39.8 53.3

80～84歳 71.9 14.1 73.2 16.1 40.0 54.1 38.5 51.4

85歳以上 0.0 0.0 0.0 0.0 41.5 50.7 44.3 48.1

男性 女性 男性 女性

認定者一般高齢者
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②属性別の状況 

○主観的健康感について肯定的な回答をした健康群の割合を認定状況別でみると、一般高齢者が も

高く、次いで二次予防対象者、要支援認定者、要介護認定者の順となっており、要介護認定者と要

支援認定者の差は小さくなっている。また、要介護認定者と要支援認定者は、70歳以上では年齢が

上がるほど健康郡の割合も高くなる傾向があり、85歳以上では要支援認定者と二次予防対象者がほ

ぼ同じ割合となっている。 

○所得段階別で一般高齢者では、85歳以上になると他の収入状況は低下傾向にある中、80万円以上125

万円未満のみ も高くなっている。また、認定者では、収入状況別では様々な変動が生じており、

住宅の所有関係別では持ち家が概ね高くなっており、世帯構成別では様々な変動が生じている。 
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＜図表＞健康群の割合（一般高齢者） 【住宅の所有関係別】

持ち家（n=2,547） 借家等（n=432）

（%）（%）（%）
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＜図表＞健康群の割合（認定者） 【住宅の所有関係別】

持ち家（n=2,487） 借家等（n=923）

（%）
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③関連設問への回答状況 

○主観的健康感に関連する各設問に対する回答（肯定的な回答の割合）を、健康群と不健康群別でみ

ると、両者で差が大きいのは、Q46、Q48及びQ70などとなっており、抑うつ感が主観的健康感と関

連しているものと推察する。 

 

＜図表＞関連設問への回答結果（一般高齢者） 
（%）

とても健康
（n=465）

まあまあ健康
（n=1,945）

あまり健康ではない
（n=295）

健康ではない
（n=75）

67.3 51.8 38.3 30.7

96.1 97.6 98.3 88.0

84.7 74.2 49.5 36.0

77.2 75.1 68.8 61.3

33.5 34.8 19.7 8.0

35.5 15.2 4.4 1.3

43.9 48.4 55.6 68.0

91.6 89.9 88.5 86.7

96.1 88.8 68.8 53.3

99.4 96.5 83.7 58.7

98.3 90.0 67.5 48.0

95.7 91.0 75.9 61.3

97.8 88.8 62.0 49.3

健康群（n=2,481） 不健康群（n=387）

差

F13．あなたは、現在の暮らしの状況を経済的に見て、どう感
じていますか。（ややゆとりがある、ゆとりがある）

53.2 35.1

Q16．健康についての記事や番組関心がありますか。（はい）
94.6 92.0

18.1

2.6

Q70．あなたは、日常生活を送る中で「こころのハリ」や「生
きがい」を感じていますか。（はい）

74.1 44.7

Q53．あなたは、毎年健康診査を受けていますか。（はい）
73.4 64.3

Q56．現在、医師の処方した薬を何種類飲んでいますか。（3
種類以下）

33.6 16.5

Q55．あなたは、現在治療中、または後遺症のある病気やケガ
はありますか。（ない）

18.6 3.6

Q58．あなたは、お酒を飲みますか。（飲んでいたが止めた、
もともと飲まない）

46.2 55.6

Q57．あなたは、タバコを吸っていますか。（吸っていたが止
めた、もともと吸っていない）

87.6 84.2

Q46．（ここ2週間）毎日の生活に充実感がない。（いいえ）
87.7 62.8

Q47．（ここ2週間）これまで楽しんでやれていたことが楽し
めなくなった。（いいえ）

94.2 75.2

Q48．（ここ2週間）以前は楽にできていたことが今ではおっ
くうに感じられる。（いいえ）

89.0 60.7

Q49．（ここ2週間）自分が役に立つ人間だと思えない。（い
いえ）

89.3 69.8

Q50．（ここ2週間）わけもなく疲れたような感じがする。
（いいえ）

88.0 56.8

19.5

31.1

29.4

9.0

17.0

15.0

-9.4

3.4

24.9

19.0

28.2

 
 

＜図表＞関連設問への回答結果（認定者） 
（%）
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（n=78）

まあまあ健康
（n=1,287）

あまり健康ではない
（n=1,001）

健康ではない
（n=903）
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28.2 16.4 8.7 7.1
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74.4 76.0 83.0 86.2

97.4 97.9 96.4 95.1

74.4 64.7 48.0 33.0

84.6 75.1 59.5 45.6

64.1 60.1 43.4 32.3

73.1 57.5 44.6 31.2

83.3 66.4 46.0 31.5

差

健康群（n=1,436） 不健康群（n=1,985）

54.1 44.3

Q56．現在、医師の処方した薬を何種類飲んでいますか。（3
種類以下）

16.2 7.6

Q55．あなたは、現在治療中、または後遺症のある病気やケガ
はありますか。（ない）

3.2 0.8

F13．あなたは、現在の暮らしの状況を経済的に見て、どう感
じていますか。（ややゆとりがある、ゆとりがある）

42.3 28.9

Q16．健康についての記事や番組関心がありますか。（はい）
69.3 63.3

Q70．あなたは、日常生活を送る中で「こころのハリ」や「生
きがい」を感じていますか。（はい）

48.8 30.2

Q50．（ここ2週間）わけもなく疲れたような感じがする。
（いいえ）

64.0 37.5

Q47．（ここ2週間）これまで楽しんでやれていたことが楽し
めなくなった。（いいえ）

71.9 50.8

Q48．（ここ2週間）以前は楽にできていたことが今ではおっ
くうに感じられる。（いいえ）

57.3 36.6

Q49．（ここ2週間）自分が役に立つ人間だと思えない。（い
いえ）

55.5 36.7

Q58．あなたは、お酒を飲みますか。（飲んでいたが止めた、
もともと飲まない）

72.1 81.1

Q57．あなたは、タバコを吸っていますか。（吸っていたが止
めた、もともと吸っていない）

93.0 91.9

Q46．（ここ2週間）毎日の生活に充実感がない。（いいえ）
62.0 39.2

Q53．あなたは、毎年健康診査を受けていますか。（はい）

21.1

20.7

18.8

26.5

13.5
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18.6
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Ⅳ．介護 
 

1. 既往症 
 

（１）脳卒中 

◎既往率 

○「脳卒中」については、「現在治療中または後遺症がある」とする回答の割合（既往率）から、一

般高齢者はいずれの年代においても男性が女性よりも高くなっており、男性は80～84歳、女性は75

～79歳をピークに低下へ移行する傾向がある。 

 一方、認定者の男性は年代が上がるにつれ、低下する傾向にあり、75～79歳を境に女性が上回って

いる。 

○認定状況別でみると、年代が上がるにつれ、概ね低下する傾向にある。 
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＜図表＞既往率（一般高齢者） 【性／年齢別】

男性（n=1,476） 女性（n=1,578）

（%）
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＜図表＞既往率（認定者） 【性／年齢別】

男性（n=1,324） 女性（n=2,295）

（%）
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（２）認知症 

◎既往率 

○「認知症」については、「現在治療中または後遺症がある」とする回答の割合（既往率）から、一

般高齢者は低い割合ではあるが、男性、女性ともに年代が上がるにつれ、高くなる傾向にあり、特

に80～84歳を越えると男性の既往率は急激に高くなっている。 

 一方、認定者の男性は80～84歳を越えると低下する傾向にあり、平均寿命が関連しているものと推

察する。 

○認定状況別でみると、要介護認定者は年代が上がるにつれ、既往率が急激に高くなっており、認知

症を要介護の原因とする認定者の割合が増えているものと推察する。 
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＜図表＞既往率（一般高齢者） 【性／年齢別】

男性（n=1,476） 女性（n=1,578）

（%）
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＜図表＞既往率（認定者） 【性／年齢別】

男性（n=1,324） 女性（n=2,295）
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＜図表＞既往率 【認定状況／年齢別】

一般（n=2,292） 予防（n=847） 要支援（n=1,070） 要介護（n=2,468）
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2. 介助・介護の状況 
 

（１）介助・介護の必要性 

○一般高齢者調査F9の介助の必要性については、年代が上がるにつれ、「常時介助が必要である」、

「場合により必要な時がある」を合わせた『介助が必要』が高くなっている。 

 在宅介護保険認定者調査F13の介護の必要性については、年代にかかわらず、「常時介護が必要で

ある」、「場合により必要な時がある」を合わせた『介護が必要』が約80％となっている。 

○認定状況別でみると、要介護認定者の88.7％、要支援認定者の68.3％が『介護が必要』と回答して

いる。 
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＜図表＞介助者の必要性（一般高齢者） 【年齢階級別】

常時介助が必要である 場合により必要な時がある あまり介助を必要としない まったく必要がない 不明
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65～69歳

（n=226）

70～74歳

（n=438）

75～79歳

（n=654）

80～84歳

（n=813）

85歳以上

（n=1,329）

＜図表＞介護者の必要性（認定者） 【年齢階級別】

常時介護が必要である 場合により必要な時がある あまり介護を必要としない まったく必要がない 不明
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（n=2,292）

予防

（n=847）

要支援

（n=1,070）

要介護

（n=2,468）

＜図表＞介助者・介護者の必要性 【認定状況別】

常時介助・介護が必要である 場合により必要な時がある あまり介助・介護を必要としない まったく必要がない 不明
 

 

（２）介助者・介護者 

○一般高齢者調査のF9で「介助が必要」と回答した人の介助者は「配偶者」が54.5％で も高く、次

いで「娘」が15.7％などとなっている。 

在宅介護保険認定者調査のF13で「介護が必要」と回答した人の介護者は、「配偶者」が34.1％で

も高く、次いで「介護サービスのヘルパー」が23.5％、「娘」が18.4％などとなっている。 

○介助者の年齢は「65歳未満」が32.3％で も高く、次いで「75～84歳」が31.3％、「65～74歳」が

21.9％となっている。 

介護者の年齢は「65歳未満」が39.7％で も高く、次いで「65～74歳」が29.7％、「75～84歳」が

23.5％となっており、「65歳以上（高齢者）」を合わせると、いわゆる老々介護は全体の57.6％と

なっている。 
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＜図表＞介助者・介護者の内訳

配偶者（夫・妻） 娘 息子 子の配偶者 兄弟・姉妹 孫 自分の親 配偶者の親 介護ヘルパー その他 不明
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（n=2,078）

＜図表＞介助者・介護者の年齢

65歳未満 65～74歳 75～84歳 85歳以上 不明
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（３）利用している在宅サービス 

○要介護認定者が利用している在宅サービスとしては、「通所介護（デイサービス）」が56.7％で

も多く、「福祉用具貸与」が40.3％、「訪問介護」が26.4％などとなっている。 
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通所リハビリテーション（デイケア）

訪問リハビリテーション

短期入所（ショートステイ）

認知症対応型通所介護

訪問診療（医師の訪問）

医師や薬剤師などによる療養上

の指導（居宅療養管理指導）

夜間対応型訪問介護

小規模多機能型居宅介護

福祉用具貸与

福祉用具購入

住宅改修

その他

不明

＜図表＞利用している在宅サービス） 【認定状況別】

要支援（n=902） 要介護（n=2,257） （%）
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1. 若年者調査 

 項目（概ねの分類） 件数 

（1） 制度に対する意見、提案 133件 

（2） 行政などに対する意見 27件 

（3） 現況に関する報告、申し出 63件 

（4） アンケートに対する意見 8件 

（5） その他 103件 

合計 334件 

 

※ 以下に各項目の中から代表的な意見を抜粋したものを掲載しています。 

※ 様々な課題を包含していますので、取組みの是非については、厳密な検討が必要となります。 
 

（1）制度に対する意見、提案 

 地域包括ケアシステムについて 

 母を病気で介護した時に介護保険の利用は有難かった。認知症や長きに渡って介護している人は本当

に大変だと思う。老老介護が増えていくと思うので保険や福祉施設など絶対に必要だと思う。又地域

の人の善意のボランティアの力を借りる事は重要で不審な事が起きないようきめ細やかなサービス。

本当に必要としている人に安価にサービスが利用できるようにして欲しい。 

 国や自治体の財政事情が厳しいという理由で、介護保険サービスの利用者の負担が一割から二割に増

えるのは、年金生活者にとって大変な負担になります。また、介護サービスをボランティアで補う、

ということに関しては、質の高いボランティアの育成が非常に大切だと思います。自分の望む生活を

最期まで継続できるよう、自助、共助、公助のきめ細かい仕組みが望まれます。 

 特に家族がいない、一人暮らしの高齢者の方々を地域で見守る体制ができればいいと思います。例え

ば、松戸市には大学等もあると思うので、学生達へ住居（アパート等）の一部負担をする代わりに、

高齢者のボランティアをするといった若者と高齢者のつながりを作るのはいかがでしょうか。また、

松戸市の中の相談窓口を増やし、周知して頂けると安心できると思います。広報だけでなく、チラシ

でも良いと思います。どうぞよろしくお願い致します。 

 介護予防対策について 

 現在は元気なつもりなので、実感が湧かなかった。しかし、誰にでも起こりうる事なので、考えてい

きたい。松戸市は周りの市に比べてサークル活動が充実していないように思えるが、市のサークル等

を通じて趣味などの自主サークルを作っていく事が盛んに行われたら、生きがい、居場所も生まれて

介護にならなくていられるような気がします。 

 介護保険デイサービスを受ける以前の予防について充実した教室など多くしてはどうでしょうか。老

人ホームは現状待機者が多く、すぐにでも入所というわけにはいかない。でも、在宅では老老介護が

増え、共倒れということもあるようです。寝たきりや認知症にならないようにする高齢者福祉を進め

て頂きたいと思います。健康で年を取っていけたらいいと思います。 

 情報提供について 

 介護に対する勉強会などを、行っているとは思うけど、いつ、どこでやっているのかのアピールをもっ

と行って欲しい 

 地域包括支援センターは、どこにあるのかわからないので、もっとわかりやすく情報が入りやすくな

る事を考えて欲しいです。市内高齢者が介護サービスを受けている状況を詳しく知りたいので、年代

別のサービスを受けている状況を知る機会を作って欲しい。サービスを受けている状態を知ることに

より、自分の今後の生活の参考にしたいです。 

 



資料  自由意見・調査票 

478 

 介護認定審査について 

 要支援、要介護の認定が厳しいと感じる。（生活保護認定より）認定を受けられなければ、生活費を

削って生活していくしかないので、とても不安である。とても住みにくい感じがします。 

 在宅介護サービスについて 

 介護される側の金銭面の負担を少なくして、買い物等のみを気軽にお願いできるようにしてもらいた

い。松戸市内に住む自分の母は父の介護をしておりましたが、一人では限界になり、介護保険を使う

ようになってから、ヘルパーさんに週何回か来てもらうようになり、精神的にも肉体的にも助かった

と言っておりました。介護の保険の重要性はよく分かっております。もっと内容を充実させていくに

は地域の商店の力も必要になってくると思います。例えば電球一個交換するにも、お年寄りには大変

です。そんな時に定期的に訪問するご用聞きのような人がいたら良いと思います。お年寄りの家に

行ったときに、変化等に気づく事ができれば対処の方法でいい方向に行く事ができるかと思います。 

 経済的には施設を利用する事ができなかったり、介護される本人が他人を受け入れられない場合は介

護者が重い負担を強いられる事になります。その介護者に何らかの経済的支援があればいいのにと思

います。自分の親は子供が世話をして当たり前という近所や周りの考えがあるので、精神的にも肉体

的にも大変です。他人を受け入れられない認知症患者は結構いるものですよ 

 この5年間で家族2人を在宅で介護し、看取りました。精神的にも肉体的にも負担は大きく、自分は最

後は施設か病院でと考えています。入退院を繰り返す中で感じたことのひとつですが、医療保険と介

護保険が同時に使えないため、入退院の介護タクシーが自費であったり、入院中はケアマネジャーに

相談しにくかったなど、制度諸問題が多いと思います。24時間体制で相談できる窓口があると良いと

思っています。 

 在宅介護をされる方には何らかしらの金銭的な援助がされると良いと思います。大変難しいとは思う

のですが、少しでもあれば心が楽になると思います。自分は仕事を辞める事はありませんでしたが、

収入はほとんどゼロに近かったです。 

 施設介護サービスについて 

 特別養護老人ホームをもっと増やして欲しい。短い期間で申込み入所できる様にしてほしい。待つ期

間が何年もかかりすぎ。 

 一人暮らしの高齢者が増えているので、その人たちの為の共同住宅が充実するとよいと思う。 

 私の住まいの近くにも新たに老人ホーム等ができていますが、そこに入っている方々、働いている

方々と地域との繋がりがありません。もっと健常者とこのような施設との繋がりがもてるような工夫

をする事により、若い人たちにも介護への関心も出てくるのではないかと思います。 

 約10年前に母が認知症になったとき、夕方から夜にかけ症状が悪化するのに、その時間帯はケアマネ

ジャーにもどこにも連絡がつかず非常に困りました。夜遅くまで電話で相談できるような所があると

介護者にとって心強いと思いました。また、介護者が情報を交換できるような集まりがあると、長期

になっても精神的な支えになるのではないかと思います。 

 介護従事者確保について 

 保険料は多少高くても、介護に携わる職員への給料や、施設、サービスに反映されるなら、問題ない

とは思うが、施設によっては、受けるサービスなどが異なり、本当に信頼できるのか分からない事が

ある。きちんとした基準を設け、サービスを受ける側だけでなく、働く側にもやりがいが持てる様賃

金等も正当なものにしてほしい。福祉に携わる人材を育てる方が先だと思う。 

 介護職員の待遇を改善し、介護を受ける人が安心と安全に不安が無くなるようにしてほしい。 

 介護保険料、サービス利用料について 

 私の父母は介護保険を支払っていましたが、介護保険を使わずに二人とも亡くなりました。支払うだ

けして、少しも返金等が無いのは何となく不平等だと思います。一年間保険を使用しなかったら数百

円でも良いので返金とかがあればいいと思うのですが。 

 年収に応じての介護用品、設備の負担軽減をお願いしたいです。 
 

（2）行政などに対する意見 

 将来に対して不安があります。安心して暮らすことができる様福祉を充実して頂きたい。こちらから

申し込んだり、こちらから相談しなければ何もしてくれないようなお役所仕事ではなく、きめ細やか

なサービスをお願いしたい。ホームページなどはめったに開かないので、広報や回覧板等などでもっ

と知らせてほしい。健康健診のサービスなども分かりにくく、申込み機関が限られており、働いてい

るものには親切だとは思えない。ボランティアも進んで行いたいがどうしたらいいかわからない。 
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 行政の告知が目にとまりづらい。 

 全然知らない事が多くあります。松戸市冊子をもっと目の付くような形で配布するなり、知識を得る

為の工夫が必要と感じます。早急なる問題と考えます。ご検討を願います。 

 松戸は広いためか、すぐ近くに高齢者がちょっと集える場所が少ないと思います。公園が特に少なく、

子供も大人も高齢者も集まれる場所が少ないです。21世紀公園のような大きな公園ではなく、近所の

小さい公園の整備をお願いします。 
 

（3）現況に関する報告、申し出 

 現在ヘルパーとして介護職に付いていますが、定年があるので、その後の生活に不安を感じています。

体の動くうちは仕事に付いていたいと思っております。不安の相談をできるところが判ってません。

介護保険は大切と思っています。 

 今後高齢者が増え介護が大変になる、現職時代に親の介護があり、大変だったが、幸いに親の資産が

あり、それをすべて使い、介護費用に当てた。現在親は見送って介護がなくなった。しかし、自分達

が介護を受けるときになると、そんな費用を捻出する事ができず不安である。介護にお金がかかる事

がよく分った。今後が非常に不安である。 

 機会があれば、介護などの勉強をしてその方面の資格を取得したいと思う事があります。そういった

勉強ができる機関などもっとよく調べたいのですが、現実は毎日の生活に追われ、中々難しいです。

深い専門的な資格や知識が無くとも軽い気持ちでお手伝いできるような事があれば協力したいと思

う。 

 自分も後20年もすれば老人です。そしてそのころには老人であふれかえっているでしょう。そのとき

には自分はなるべく元気でいられたらいいと思うけど、あふれかえっている老人の中デイサービスな

どは順番待ちなど大変になるのではないのか不安です。 

 一人暮らしで、子供もなく、親戚も近くにいないので、将来に不安がある。 

 身の回りに介護を必要とする人がいないため、ぴんと来ていないことが実情です。でも、自分を含め

今後そういうこともよく考えておかないといけないとは思いました。できるだけ自分のみに置き換え

て、考えていこうと思います。 

 現在母がおり、自分自身が胃ガンの手術をして2年が経過し、そしてシングルマザーの娘と共に生活

をしておりますが、母そして自分自身がいつ介護等のお世話になる可能性がある一方で、それを金銭

的にも負担する娘のことを考えると答えられない質問もありました。元気なうちはなるべく迷惑をか

けないようにしてできるボランティア等がありましたら参加していきたいと思います。 

 国民年金の人は安い特養すら入れない状態です。介護4とか5になったらとても不安です。 
 

（4）アンケートに対する意見 

 アンケートの設問がよくない。大変申し訳ないが、いきいき安心プランが何なのかしらない。このア

ンケートに関わる費用にも疑問が残るが回答を出さない事にも無駄な費用となるので提出します。 

 この調査にかかる金が無駄じゃないのか。 

 介護の実感が無いので、アンケートに正しく回答する事が難しい。当事者になっていないので、回答

にあまり意味がないと思う。 

 介護保険や高齢者福祉は実際に経験が未だ無く、良く分からないのが事実です。しかし、これから高

齢者も増え私自身もいずれ介護される時が来ます。このようなアンケートは大変重要なので、これか

らも、他のいろいろな事もアンケートをとって頂きたいと思います。 

 身近に要介護者が居ない者にとっては生活の中で介護等について意識する事は少ないと思う。広報等

で介護保険制度を新規に加入する対象者に対して周知する施策も必要と思われます。アンケートは現

在松戸市が実施している施策の是非を問うものが多く、新たな施策の提案、抜本的な計画の見直しに

欠けるようなものと感じます。 
 

（5）その他 

 子供が減り高齢者が増えるこの状態の中、皆が平等にかつ子供たちに負担が少なくすむよう、まずは

平均的な福祉が受けられ、かつ元気な余裕のある高齢者については、リタイヤするだけでなく社会に
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関わりを持ち続けていく場所を持ち、皆ができることを少しずつ協力し合えるような社会になってい

けばと思います。 

 介護でみなさんにお世話にならないように一生を過ごせれば幸せだと思います。どこで幕を引きたい

か、今度アンケートくだされば、幸いです。有難うございます。 

 高齢者の独居生活の方がやって欲しいことは話をいろいろしてくれる方が必要と感じています。地域

社会の一員としてその場所を考えたい。 

 税金を有効に使って介護する人、される方にとって気持ちよく負担が少なくサービスが利用できるよ

うな充実した内容での事業計画ができることを望んでいます。 

 子どもがいない者にとって行政サービスの恩恵を受けているという実感をできることはとても少な

い。気持ちよく納税するためにも介護についてはこれまで払うだけ払ってきた。恩恵を感じられるよ

うなサービスにしていただきたい。 

 矛盾だらけです。介護される側からすれば安価で利用できるものは利用したいし、人も育ってほしい。

でも介護する側からすれば、賃金は安いし、重労働だし、長くは続かない。こういったアンケートが

何かしらの答えと、その糸口でも見つけられる事を願わずにはいられない。 

 現役世代の暮らしがしっかりしていないと、高齢者への福祉を本当の意味で充実させられないと思い

ます。 
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2. 一般高齢者調査 

 項目（概ねの分類） 件数 

（1） 制度に対する意見、提案 218件 

（2） 行政などに対する意見 40件 

（3） 現況に関する報告、申し出 170件 

（4） アンケートに対する意見、指摘 40件 

（5） その他 64件 

合計 532件 

 

※ 以下に各項目の中から代表的な意見を抜粋したものを掲載しています。 

※ 様々な課題を包含していますので、取組みの是非については、厳密な検討が必要となります。 
 

（1）制度に対する意見、提案 

 地域包括ケアシステムについて 

 これからは高齢者が高齢者をボランティアなどで助けなければならない、しかし無償のボランティア

でなく小額でもいいから支払ったかたが受ける方も手伝う事もいいと思う。私も介護支援ボランティ

アをしているが、昼食代くらいは出してもらったほうが責任感を持ち、やりがいも持てる。又、施設

は有料で受け入れているからボランティアで業務が軽くなるとした場合、料金を割り引くなどでもよ

いのでは？ 

 75歳以上になられた方の高齢者宅を年に一回または半年に一回健康状況巡回訪問サービス制度はあ

るのか？（当方は知りませんが）なければ制度をつくったらどうか、孤老死の予防にも？ 

 地域にもっと参加できるような事をもっとしてほしい。地域によって、あまりにも違いがある事がお

かしい。これからは、家にこもりがちな方の為にも半強制的な事も必要かと思う。年寄りが年寄りを

見ていく為にも、地域が密着して行く事が必要かと思います。 

 介護予防対策について 

 高齢者が増加する前に介護を必要とする人々を制限する為の予防の対策を色々と考えて欲しい。たと

えば高齢者が楽しく安全に生活できるように多様な趣味の場や（体調や障害に合わせ）その為の交通

費の支援（適応範囲を拡大する事で予防になる介護が必要になってからでは遅い）。 

 各地で予防的に高齢者を集めて体操をしたりしているのをテレビで見て羨ましく思う。松戸市民会館

などで沢山の高齢者とともに健康体操など月二会位実践してほしい。少しでも加齢を押さえ元気な高

齢者が賑わい若者たちと共に住みあう松戸になる事を願う。自治体・センター・サークル的なことを

されているようですが、もっと自由に参加できるような集会が安価であればもっと気軽に人と人との

絆も深まるような気がします。 

 情報提供について 

 介護及び高齢施設に関わる全体の仕組み、制度、等分かりやすく解説したものが欲しい。 

 現在は健康ですが、介護を受ける時の為施設に入所する時の為の準備をしておきたいので、説明会の

ような場を設けてほしい。どういう施設があるのか。お金がどの位必要か、期間がどの位かなど。 

 介護認定審査について 

 介護基準を分かりやすくして欲しい。 

 在宅介護サービスについて 

 在宅生活者の改造費用等に業者、ケアマネジャー一任せず、細かく査定し、費用圧縮と介護保険等に

よる予算費用を有効活用して頂きたい。査定に有織者を採用しては？ボランティア等？ 

 施設介護サービスについて 

 住宅介護は実際には大変な負担となる。希望する人に対しては施設介護が十分対応できるように施設

整備をして欲しい。 
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 特別養護老人ホームを増やして欲しい。 

 高齢者が入院した医療機関から三か月までに他の医療機関に転院しなければならず、高齢者も家族も

大変苦労しています。是非この状態をなくしてください。又、高齢者が高額な病院に入院しなければ

解決ができない方法はやめていただきたい。 

 介護保険料、サービス利用料について 

 通院に要する費用（タクシー初乗り料、往復）を月1～2回程度補助として頂けると助かります。福祉

タクシーとして使用する折、運転手さんの態度が要介護者に心を寄せて頂けるよう指導もしていただ

けたらと思います。移動手段に困っております。 

 私は75歳です。元気に働いております。ご意見として介護保険料はなるだけ利用しないように気を付

けております。もし1年間介護保険料を70～75歳の方が利用しなかったら記念品でも頂けたら嬉しく

思います。妻も同年で一緒に働いております。 
 

（2）行政などに対する意見 

 家族が居ながら安易に施設を利用する風習があるような気がする。できる限り家族が介護する指導が

必要と思います。その一方、独居（身内がない）で暮らさなければならない方々をいかに地域で見守っ

ていくか、もっと気楽に活動に参加できる町内会の雰囲気作りが必要な気がします。介護は今や特別

なことではなく特定の人たちのすることでもない。 

 外歩きの機会を多くしたいが、各駅にエレベーター、エスカレーターを設置してほしい。（進歩状況

は議会だよりで把握していますが）老人ホーム自己負担が少なくて良い建設を早く進めて欲しい。松

戸市生活カタログは年々見やすく知りたいことが盛り込まれているが、松戸市内交通マップの中に老

人福祉施設を記入してほしい。広告として、通所介護、居宅介護支援、訪問介護など掲載されている

が、もし、半身麻痺になったら、認知症になったら、とあらかじめ準備できるパンフレットが欲しい。

入居費用、入居条件、入居定員などが、一覧表になっている物。 

 松戸市は他の行政機関よりもシルバー向けのカルチャースクールなどのサポートが極めて劣ってい

る。市のエリアが広域・拡散しているのも一因かと思うが文化的に低水準、他の街のように積極的に

大学調査などを行い、社会人セミナーの共催など努力して欲しい。 
 

（3）現況に関する報告、申し出 

 ここ15年くらい介護を行っていないため介護保険は納入しているものの同サービス、高齢者福祉に関

して殆ど無知である。 

 介護問題はまだ先のことと思っていましたが、このアンケートで知らないことばかりあると認識しま

した。家族や自分が必要になった時の為に日頃から情報を得ておく事が大切と感じました。 

 14年前に主人が病気の時に介護保険がありませんでした。毎月30万～35万位お金がかかりました。

もっと早く制度があったら良かったと思います。 

 ケアマネジャーについて、人によって助言や説明に差がある。良い人に出会えば力になってくださる

し、介護する方も安心で心穏やかに介護ができます。 

 介護は精神的、体力的受ける方、受けられる方ともに苦しみお互いが共倒れせぬ様に生きていくのは

大変な事です。少しでも元気な時に自分の身の回りの整備をしておきたい。 

 月に一度薬をもらいに医者に通っています。月の内半分はアルバイトをしており自身が老人であると

思いたくない。この状態でいいと思っている。 

 私は息子三人いますが老後は当てにせず自分で積極的に日本画を書いたり吹き矢をやったりなどし

身体と心を鍛えています。年をとることを恐れず前向きにとらえる事が大切だと思います。 

 短期間ですが母の介護時に保険・高齢者福祉制度にとても助けられました。有難いことですが、でき

れば自分はお世話になることを避けたい。若い人の負担を思うと何とも言えない気持ちになる。 

 一人暮らしなので、自分の健康は自分で守らなければと思い、頑張っています。市民講座等にもなる

べく出席しています。でも介護を受ける立場になったらできる限り自宅がいいなと思っています。 

 今は自分でなんでもできるが複数の病気があり通院中なので、もっと年齢が上がり、思うように動け

なくなる場合を考えると不安になる。 

 高齢の父を介護して3年になります。週3回のデイサービスを利用していますが、それ以外はほとんど

家でテレビをつけています。（つけているだけで見ているわけではありません）時々話し相手や散歩

につきあってくれる人がいるといいと思います。いつも家族だけではお互いストレスがたまります。 
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 介護保険については今のところ利用していないので、詳細についてはよく分かりませんでした。家庭

介護の経験を（10年全介助）通し、介助する人が安心して心身共に疲れがとれるケア、家族で一人が

背負う介護には限界があり、無理をした結果やりとげた後、介護者の体調面での負担がいろいろと出

て来ます。家庭介護の大変さは体験しなければ真実は分かりません。 
 

（4）アンケートに対する意見 

 年齢は65歳以上であっても、この様なアンケートに自分で記入できる人は健康であることですので費

用が無駄だと思います。 

 この集計の要約を何らかの方法で公表してください。 

 あまりにも項目が多すぎて書くのが難しい。もっと簡単なアンケートとしてとれないものか？ 
 

（5）その他 

 核家族になる様な事がないように推進していくべきである。空家も少なくなります。一人暮らしも少

なくなります。親子、子供とも生活に張りが出ると思います。 

 高齢者になってもただ年齢で判断しないで健康でいて働きたいと思う人もいるのでこの様なかたが

生きがいを感じる場所を作って頂きたい。 

 現在、妻と二人元気であり今後どうなるか分かりません。が、今後数10年たった時の不安は増して来

ています。ただ老人高齢者の増加に伴い必ずしも若い人だけ負担をかけるのではなく要介護者を元気

な高齢者が助ける制度を充実させるべきであり何よりも若いカップルが安心して育てる事ができる

環境作り、子育て支援に力を注ぎ高齢者も大事だがもっと大事な事は日本の将来の子供達である。 

 経済的に無理で施設には入れない為住宅での介護をしている方も多くいると思います。 

 介護保険は簡単に言えません。 
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3. 在宅介護保険認定者調査 

 項目（概ねの分類） 件数 

（1） 制度に対する意見、提案 257件 

（2） 行政などに対する意見 46件 

（3） 現況に関する報告、申し出 259件 

（4） アンケートに対する意見 122件 

（5） その他 18件 

合計 702件 

 

※ 以下に各項目の中から代表的な意見を抜粋したものを掲載しています。 

※ 様々な課題を包含していますので、取組みの是非については、厳密な検討が必要となります。 
 

（1）制度に対する意見、提案 

 介護予防対策について 

 在宅サービス、介護サービス、施設などの前に、まだそこまで利用する必要のない人で健康な人とは

同じ様に動けず家の中で過ごしている人がいらっしゃると思いますが、何の手続きもなく、リハビリ

ルームやカルチャールームで高齢者が高齢者に技術を教えあったりできる気軽な場所が地域ごとに

何ヶ所か（空き家を借りて利用）身近にあったら嬉しいと思います。介護の予防にもなるのでは？ 

 要支援、要介護状態にならない為の高齢者のつどいの場所を、市の補助で作ってほしいと思います。

歩行困難な人は老人福祉センターまで簡単に行けません。住まいの近くに市の補助で集会所を（低料

金で使用可能な）設置していただければお茶飲み会などふれあいの場、趣味の会などに利用しやすく

なります。 

 情報提供について 

 ショートステイが市内の何処にあるのかを一覧表で広報まつどに載せてもらいたい。現在行っている

ショートステイは新聞広告で見つけ見学によって決めています。 

 介護について何でも相談できる所を、まとめて電話番号や場所を書いたものを配布してほしい。なる

べく近隣の情報がほしい。大変でしょうがよろしくお願いいたします。 

 介護保険を利用していますが、介護タクシーは予約制が多いので急な時の利用ができないのが残念で

す。松戸市の広報に案内でも載せてもらえると助かります。色々なサービスを利用していますが、もっ

と上手に効率のよい知識を各方面から知りたいと思います。在宅で介護5の両親をシフトを作り3人で

みています。できるだけ会話を多く今まで育ててくれた親に感謝しながらと思い、7年目となります。

ケアマネジャーのアドバイスを受けてできるだけの情報を集め、少しでも負担の軽くなる介護をした

いと思います。広報による情報を期待しています。 

 介護認定審査について 

 介護保険の認定にばらつきがあるように思います。デイケアの内容を知るパンフレットが欲しい。デ

イケアの施設によっては内容がだいぶ変わり、ケアマネジャーさんは一施設の紹介なので比べられな

い。 

 介護認定審査が行われるまでに時間がかかりすぎる。認定されるまでには1ヶ月半～2ヶ月かかるので、

認定されるまでの間が介護を最も受けたい期間となるのに、介護が受けられず困る。もう少し早く認

定を受けられやすくしてほしい。 

 在宅介護サービスについて 

 住み慣れた我が家で気ままに最期の時を迎えたいと思っているお年寄りの方が多いのではないで

しょうか。介護施設を増やす事より在宅老人のケアとその介護をしている家族の負担を少しでも軽く
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するには（心のケアも含む）、どうしたら良いかという事を考えていただきたいと思います。 

 介護は終日であり一年中である。ヘルパーさんは1時間単位で週2、3回が限度である。あまり介護に

役立っているとは思えない。やはり近隣のボランティア等が必要と思われる。介護保険はあまりにも

余裕がない。ゆるやかな本人に適した法律にすべきである。 

 介護施設、交流センターについては、交通の不便な場所（駅から遠い、周囲に何にもないなど）特定

の地域の人だけの物にしないで欲しい。また相談窓口等は休日、祝日にも開設して欲しい。夜間は家

族が一緒でも日中はほとんど独居状態の高齢者にもサービスを充実させて欲しい。 

 介護者同士がもっと交流できる場所を提供してほしいし、そういう場所がもっと作られるようになっ

てほしい。又、そんな現状を地域等の新聞に発信してほしいと思います。 

 一時預かりや宿泊を受け入れてくれる施設を充実させてほしい。補助金など市が積極的に支援してく

れれば。在宅介護は増えると思う。 

 施設介護サービスについて 

 特別養護老人ホームに入れる施設がいまだ不足の為解決して下さるよう、よろしくお願いします。有

料老人ホームへは高くて入居できません。 

 現在老人保健施設にお世話になっていますが、三ヶ月で次の施設の受け入れ先を探すのが大変です。

母もその度、生活環境が変わって対応が大変です。せめて1年間位同じ施設で過ごさせてやりたいと

思います。 

 介護従事者確保について 

 ヘルパーの給料アップで質の高いサービスを求めたい。又、施設のヘルパーさんが顔見知りになった

頃に移動してしまい、介護される人の行動とか性格が分かった頃に移動してしまい不安です。施設の

利用代金が高くて大変です。 

 認知症対策について 

 今後認知疾患者やその予備群の人が増えて行くことが確実とされている。このことから、その対応策

としてハード（施設）ソフト（ケアスタッフ等）面の充実化が課題と考えます。早急に取り組んでく

ださい。 

 認知症初期、医療機関の所在が分かりにくくサービスの利用方法も解りにくい。簡単に解り易いパン

フレットとか相談窓口が欲しかった。介護していると調べる時間が取れず又、日本人特有の遠慮があ

り、積極的に聞けませんでした。ケアマネジャーにたどり着くまでに時間がかかりました。 

 介護保険料、サービス利用料について 

 介護に要する費用がかかるので、認定を受けている方の要する介護品を購入する場合、少し費用の割

引制度があると介護にも温かい気持ちで接することができるかと思う。例：パンツ、トイレットペー

パー、手ふきの用品、手袋（使い捨て）、消臭剤（けちって使用してます） 

 年金が減額される反面、医療費・介護保険料、物価などが値上がり傾向にあるので、介護保険料など

の値上がりは避けてほしい。行政による介護保険事業者に対する監督を強めてほしい。（いい加減な

仕事をしている業者がいるため）除雪など高齢者の家庭を助けるシステムを構築してほしい。 
 

（2）行政などに対する意見 

 40台の私でも利用する際の契約書類や説明がとても大変と感じました。低所得者や高齢者では情報を

得るのは難しい。私でさえも昨日まで障害者除き対象者認定があることを知らなかった。包括セン

ターもケアマネも役所でも誰も教えてくれない。 

 市民センター10時～5時の間何時行っても自由に遊べる部屋が一室あるといい 

 施設を利用したいがよくわからない。どこで聞いたらよいか迷っています。お願いします。 
 

（3）現況に関する報告、申し出 

 これからは、高齢者が多くなってきますので、介護保険も高くなって来ると思います。年金は下って
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くるので生活が大変になるのではないかとより良い福祉をおねがいしたいと思います。 

 退院後転倒して再入院し退院して1年余り介護保険を利用して治療に専念しリハビリ入浴等を利用し

ながら自主トレに励み介護4から3になりました。今後リハビリに励み早く回復に努力していきます。

今迄に世話になった介護サービスに感謝しています。介護を受ける身になって、つくづくあり難さを

実感しました。これから要介護等が増えますが一層の充実を図ってください。 

 現在老老介護です。昼夜問わずの状態です。老老介護に何か良い支援はないでしょうか？介護支援と

いうのは身体に不良あり、お医者さんの証明がないと受けられないのでしょうか。それぞれ重、軽あ

るのでしょうが精神的、肉体的につらい人に何か（援助）を考えてほしいと思います。 

 介護3ですが、今後4、5となると、使用できる金額は上がるでしょうが、使用料も上がるので、4回利

用していたのを3回にしないと使用料が支払えなくなるので介護度が上がるのは本当に困る。それと、

紙パンツ、パットと数万円（月に）かかるので一袋じゃなくて、もう少し安く買える様に市の援助を

希望します。ご近所の手助けと言いますが、それは大きな間違いです。自分身が弱ったのを見せるの

は本当にしんどい。 

 介護状態になってから、母の介護保険内容を知りました。元気な時から学ぶべきだと思います。いざ

となっても中々スピーディに受けられる物でもないし、何が大切なのかも分からずケアマネさんに相

談した次第です。 

 自宅で見ていましたが、徘徊、トイレができず介護している人が具合が悪くなりグループホームに預

けました。自宅で見るには限界があり、グループホームだと体操したり前より明るくなり、少しずつ

良くなってきて本人にも良かったと思います。 

 認知症（アルツハイマー）介護と色々文章やアドバイスなどあるが、実際に24時間接して一緒に暮ら

してみないと介護の大変さはわからない。これはやっている人ではないとわかってもらえないと思う。

家族の精神的な負担、肉体的な負担…本人はわからないから忘れてしまうからいいけれど、それを介

護している家族の大変さ、家族関係もぎこちなくなってくる。 

 介護サービスは充実してきていると思いますが反面、働く事や遠くの外出を「ギセイ」にしている介

護者を特に長期にわたり「介護している介護者」の事を良く考えてもらいたい。介護者が一人の場合、

介護者が病気になり入院が必要となった場合自分の手続きや体のケアの他に短期入所等の手配等、大

変です。 

 いつまでも自分の家にいて自分の好きな料理を作り、好きな事を時間に縛られず生きていきたいとい

う事を一番思っています。最期はどのようになるか、年を取った現在毎日が不安で心配です。娘も息

子も自分達の生活があります。老人ホームに入りたいと思っても年金生活ではどうにも手が出ない！

わからない事が多すぎるし、金もかかり過ぎます。 

 今現在はまだ寝たきりではないのですが将来父が寝たきりになった場合、母は他界しており娘である

私が体格の大きい父の身体的介護はかなり無理な状況になると思います。母を10年以上住宅で難病で

介護をした経験上ふまえて不安は大変大きいです。実の父を夫の協力でどのくらいしていけるか心配

です 

 介護が始まり一年。ようやく娘が大変な事に気づき掃除・洗濯等を手伝うようになりました。86才の

夫を80才の妻が介護している。月～土まではヘルパーさんが来訪しみてくれますが、日は1人なので

何もできない。いつ何が起こるか分からない夫を介護するのは何とも不安ですし、精神的にも体力的

にも疲れます。いつも上記のボランティアさんのような方（日曜日にお願いできる）がいらしたらと

考えておりました。 

 すでに介護される年令ですがどこまで自分らしく健康な精神状態を保てるか、もう不安が一杯です。

介護する立場の人には感謝です。 

 介護は一日中365日目を離す事ができません。家族が一人でもいる場合は利用範囲が狭く利用できず、

介護者が体調を崩してしまいます。 

 とにかく毎日の事なので利用するにはお金がかかり、つい疲れていても我慢して自分一人で介護して

長年にわたり自分の体もくたくたになり、デイサービス、ショートステイと安い料金で利用でき、自

分の体もゆっくりしたいです。24時間1人での介護は大変です。 
 

（4）アンケートに対する意見 

 私自身介護者である為ほとんどの質問は無意味であった。 

 年齢に沿った質問が必要だと考えます。質問が多くなるのは理解できますが、高齢者にとっては回答

が難しいです。僕は64歳で父（90歳）の代筆をしていますが父自身は回答できない質問が多くありま
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す。 

 高齢の方にはこのアンケートは難しいと思います 

 本人が理解し記入する事は困難です。このような調査はデイサービスなどに直接送ったりして統計を

とったほうがスムーズなのではないでしょうか。 

 認知症が進んで全くわからない状態なので、アンケートを聞いても答えてくれないので家族が書きま

した。このアンケートは意味がないのでは…。健常者と認知症の方を分けてアンケートを取っていた

だければ良いと思います！！ 

 老人に対して出題が多い。疲れて正確な調査ができるかを考慮して欲しい。老人への調査か、保護者

への調査か惑わせるような出題はして欲しくない。今後の調査の為にも 

 高齢者に対してこの内容とこの量は非常識です。難しすぎるし、量も多すぎです 

 後半のアンケートは介護保険の認定者本人ではなく、その介護者に対して行ったほうが今後の介護保

険や高齢者福祉の計画策定に役立ったのではないでしょうか？ 

 アンケートの回答の8割は当時者が認知のため、長男の思った意思等で作成した。もう少し介護につ

いて詳しいアンケートを望む。例えば家族4人で両親が認知の場合、残された家族で行う事は共倒れ

になる事は間違いない。このような場合、市は考えるべきである。 

 後10年先は75歳以上の人が人口の4人に1人だと思います。ますます、介護の必要な人が増え、一部の

富裕層を除き若い人たちの負担を減らす為にも老人ホーム、住居の増加と医療費の軽減、デイサービ

ス、ショートステイなどの介護費利用額の軽減など、国に本腰を入れて考えて欲しい。又、松戸市も

このアンケートを行ったという事だけで満足せず、せっかくしたのだから是非皆の声を汲み上げ、多

くの庶民の為に対策を考えて欲しい。 

 アンケート自体の内容が高齢者には答えられない程わかりにくい。そして家族が回答するにしてもち

ぐはぐな感じがします。制度自体は役所らしく細かく規定されている条件が多く、小さい無駄が多く、

又必要な援助が受けづらくなっているように思えます 

 介護する自分が健康でない。できれば夫と別の寝室があるといいが経済的に厳しい。年金の範囲内で

入居できるホームが欲しい。このアンケートは視覚障害者には不向き 
 

（5）その他 

 全ての住民が安心して暮らせる街（介護、福祉等）として、日本中に誇れる様な松戸市であって欲し

いと思います。日本の中でお手本になれる街であって欲しい。 

 今後増す増す高齢者福祉の費用は増加すると考えています。自治体のみでの財源確保は難しいと思い

ますので国や他自治体での連携が不可欠なのではないでしょうか？「やさシティまつど」という

キャッチフレーズに恥じる事ない行政作りを目指して頂きたいと思います。これからの活動に期待し

ております。 
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4. 介護保険施設利用者調査 

 項目（概ねの分類） 件数 

（1） 制度に対する意見、提案 89件 

（2） 行政などに対する意見 8件 

（3） 現況に関する報告、申し出 84件 

（4） アンケートに対する意見 8件 

（5） その他 35件 

合計 224件 

 

※ 以下に各項目の中から代表的な意見を抜粋したものを掲載しています。 

※ 様々な課題を包含していますので、取組みの是非については、厳密な検討が必要となります。 
 

（1）制度に対する意見、提案 

 施設介護サービスについて 

 特養入所まで10年かかりました。介護施設を3か月より次を探すように言われ、あちらこちらとお願

いしてまわりました。平成25年11月より特養に入所でき安心しましたが、1人部屋しかなく利用代が

かさみます。4人部屋があると助かります。 

 特養の入居待ちに老健やその他の施設を利用するのではなく、あらゆる人がすぐに特養に入居できる

よう特養の増設や、老健やその他施設が特養化できるように行政の改善・法改正など民間に対する支

援の強化や施設の充実に努めてほしい。 

 特別養護老人ホームの入所を希望しても順番待ちで何年先かわからない。もっと福祉施設の入所がで

きるようになればよい。 

 介護従事者確保について 

 特養についてまだまだ入所を待っている方が大勢いるのでこれまでよりも施設の増設を望みます。ま

た、介護職員の待遇面も労働に対してまだまだ低く、充実していないので良い方向での改善を望みま

す。 

 介護保険料、サービス利用料について 

 家族の金銭的負担が大きいので費用を軽くして欲しい。親の負担の為子供の世代の生活もやがて行き

詰ってしまうには眼に見える。我々も70代を過ぎており、我々の面倒はどうなるのか。それが一番の

心配です。 

 在宅支援を基本とする介護保険ですが、家族での支えが困難なケースが増えており介護施設の整備を

増すべきと考える。また、介護保険料の負担が増大しており、この保険制度を維持していくためにも

若年層への負担拡大、高所得の高齢者には更なる負担増を。メリハリのつけた保険料制度へ基礎自治

体である松戸市が国へ積極的に働きかけていく必要があると考える。 

 特養に入ったら本人の財政がなくなった時点で年金だけの支払いができる制度になって欲しいです。

子供たちも年金生活の為、負担になりストレスになります。 

 入所中の福祉用具（車いすや車いすようのクッションなど）施設のものでは古くて十分なものはない。

介護保険の対象にしてほしい。施設入所中の認定で「4」は納得していない。状態をしっかりみてほ

しい。このままでは松戸市の特養にも入所できない。 

 経済的補助が欲しい。在宅の場合ヘルパーさんの来訪時間をもっと長くして欲しい。同居人が居る場

合でも本人の介護、介助は可能な限りヘルパーさんにも援助してもらえるようにして欲しい。私にも

私の生活、人生がある。（仕事、有職者への配慮をしてほしい） 

 

（2）行政などに対する意見 

 母は特養に入り、お陰様で本人はよく分からないものの家族は仕事を続けることができ、又、父はデ
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イサービスに通う等なんとは日々過ごしています。家族が分担して母に会いに行き可能な限り、介護

のにも参加しています。ある日突然家族が介護の必要な状況になるのでとにかくわかりやすさが求め

られます。又、仕事を持っていると手続きも大変です。窓口は土日もやって欲しいです。又、介護な

ども時間の幅と対応するなど必要とする人の側にたった対応を望みます。市役所は、障害者や老人の

介護等に窓口を別々にしてつくっていますが、もっと集約して利用者にとって安心できる環境の改善

を望みます。 

 特別養護老人ホーム（現在入所中）に対する相談窓口を設けてほしい。 

 書類の記入、手続き、高齢の人には難しすぎると思います。 
 

（3）現況に関する報告、申し出 

 介護を利用しない人にとって介護保険料はとても高く感じると思うが、介護保険を利用するようにな

ると本当に助かります。逆にこんな保険料でこんなにもよくしていただけてあり難いと思います。 

 今、入所しているところも一年しか入れないのであと半年後くらいには状況によっては次の入所先を

探さなければいけない。不安である。入所期限を長くしてほしいと願う。松戸市の施設の状況がよく

分からないが入所者待ちも多いと聞くので今後も民間で年金払いぎりぎりの状態を続けるとなると

不安しかないです。 

 養護老人ホームの個室に入っていますが、一番辛いことは外出が思うようにできない事。もう少し会

話ができる入所仲間が欲しい。 

 90歳を越した親（脳梗塞からの流で）が倒れたとき約三年生きているのが不思議です。現在の所など

で見てもらわないととても一緒に生活はできない。（それぞれの生活がある）。自分もそう遠くなくど

こかにお世話になるのかと思いつつ一日一週間を大切にしていきたい。 

 老健に居るより在宅の方々の費用がかさみ介護者の金銭面、身体の負担がかなりある。昨年在宅介護

の為会社を退職し介護していたが夏場の自宅ケアが難しいと病院の先生、ケアマネよりの助言で再度

入所、暖かくなった頃又、在宅を考えています。 

 脳梗塞になる前は、よくデイサービスを（週3回位）使わせてもらっていました。職員の方がとても

親切でやさしかったので、本人は楽しそうにしていました。デイサービスはとても良いサービスだと

思いました。 

 介護保険の法改正等新設について色々と検討しているようだが、現場の意見、家族の意見等を反映し

て頂きたい。現場は重労働で一生懸命やって頂いています。 

 長女である私が父の介護に携わっていますが、自宅での介護が難しく、やむなく施設に入居していま

す。生活的に苦しく、父の年金だけで施設料を支払っているのですが、一時個室をやむなく相談され、

今後も年とともに体の自由がきかなくなると個室での介護が必要になるかもしれません。いろいろ役

所等に相談しましたが、相談だけしかできません…どうしたものか…で経ってしまい、金銭的な不安

がいつも付きまといます。親の面倒を子供一人で抱えている人の支援を切に希望しています。 
 

（4）アンケートに対する意見 

 このような調査は非常に有効且つ大切だと思いますので毎年実施すべきと思います。また併せて家族

サイドからの要望等についても調査されては如何と考えます。 

 本人がすでに意思疎通ができない為お答えできる質問が少なくなりました。後見人や親族が第三者と

して見て答えられるアンケートがあってもいいと思います。 

 このアンケートの送付先に宛名、本人の名前の他に「ご家族様」等の連名があると家族もすぐに開封

しやすい。宛名が本人だけだと、本人には（認知症等で）回等できないから…と放置してしまうと思

います。 
 

（5）その他 

 車椅子なので、利用できる医療機関などが限定され、数が少ないです。バリアフリーなど、弱者に優

しい配慮が不足している様に思います。 
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